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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朱あや子こがその花をはじめて目にしたのは、五つのときだった。

　避ひ暑しよも兼かねて訪おとずれた北きた山やまの寺で、まだ霧きりが残る早朝に池のほとりを歩いているときに見つけたのだ。

　その池には皿にも似た円まるい大きな葉が、水面を埋うめ尽つくすように多数浮うかんでいた。それらのわずかな間かん隙げきを、あたかも突つき破やぶるかのように伸のびた長い茎くきの先に、光こう沢たくのある花弁を幾いく重えにも重ねた白い花が、まるで宙ちゆうに浮かんでいるようにして咲いていた。

　なんと美しく不思議な花だろう。

　神秘的な光景に引き寄せられ、朱子は池のほとりに近づいていったのだが───。

「危ないわよ」

　聞き慣れぬ声に思わず足を止める。振りむくと高こう欄らんを隔へだてた簀すの子こに、梔くち子なし色いろの袿うちきに袈け裟さを掛かけた尼あま君ぎみが立っていた。朱子は驚おどろきに眼めを見張る。もとより寺に尼あまが居ることは珍しくもないが、彼女が大変に若く、美しかったからだ。

　おそらくまだ二十はたちにもなっていないだろう。ぷっつりと切った艶つやのある髪が、扇おうぎのように肩で広がっている。なぜこのように若く美しい人が尼になっているのか？　朱子の周りで出しゆつ家けをした女によ人にんといえば、祖母や大おお叔お母ば等、ある程度の人生を長く生きた人ばかりなのに。

「危ないわよ」

　尼君はもう一度同じ言葉を繰くり返かえした。

　朱子はわれに返り、少し先に広がる池を一いち瞥べつする。花は池の端はしにも咲いていた。あのあたりなら、手を伸ばせば容よう易いに届くだろう。そうでなくとも少し足を踏ふみ入いれたぐらいで危ないこともないはずだ。まして早朝とはいえ季節は夏なのだから、水に浸つかったとしても風か邪ぜをひくことはないだろうに───そう考えて朱子は反論する。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あのお花にちょっと触さわるだけだから」

「でもその池の水は泥どろばかりだから、せっかくの衣きぬが汚よごれてしまうわよ」

　尼君の注意に、朱子は驚く。切り花を生けるとき、普ふ通つうはきれいな水をたっぷりと花か瓶びんに入れる。だというのに、こんな美しい花が咲く池が泥にまみれているというのか。

「噓うそでしょ、花はこんなにきれいなのに」

　驚きとも落らく胆たんともつかぬ言葉を朱子が漏もらすと、尼君はくすりと笑った。

「〝泥でい中ちゆうの蓮はす〟という言葉をご存じ？」

「え？」

　短く声をあげたあと、朱子は尼君の顔に眼を奪うばわれる。

　間近で見る彼女の表情は思いの他凜り々りしく、およそ俗ぞく世せを捨てた人とは思えない。その顔をじっと見上げているうちに、ふと記き憶おくが揺ゆり動かされた。

　どこかで見たことがある？

　思い出そうとしていると、やおら頭上から声が降りかかった。

「知っている？」

　繰り返された問いに、朱子は首を横に振った。

　尼君は親しみをこめた笑みを浮かべ、艶あでやかに開く花を指さして言った。

「蓮は清し水みずの中では大きな花を咲かせられないのよ。深い泥の中でこそ、いっそう美しく大きな花を咲かせる───人も、そうありたいと思わない？」

　難しい言葉に朱子が首を傾かしげていると、朝霧がにわかに濃こくなり、尼君の姿が瞬またたく間まにかき消されてしまった。あわてて眼を凝こらしていると───。

「朱子！」

　誰だれかが名を呼ぶ声が聞こえた。
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　前任者の伯お父じの死去により、父が関かん白ぱくという人じん臣しんを極きわめてからひと月後。

　中ちゆう秋しゆうの名めい月げつの夜に、十三歳の朱あや子こは裳も着ぎの式を迎えた。

　なにしろ人臣筆ひつ頭とうの大おおい君ぎみ（貴人の長女）である。三さん条じようの邸やしきには、名を聞いたこともない公く卿ぎようや参さん議ぎ達たちからも降るように祝いの品が届いていた。

　屛びよう風ぶの陰かげに設しつらえた座で、女によう房ぼうの手によって髪かみ上あげが行われる。

　うっすらと化け粧しようをほどこした肌はだは真しん珠じゆのように輝かがやき、いきいきとした光を放つ大きな眼めと桜貝のような可か憐れんな唇くちびるが、少女らしい初うい々ういしい美び貌ぼうを作り上げていた。

　髻もとどりに飾りのついた釵さい子しを挿さすと、次はいよいよ裳もを結ぶ番だ。腰こし紐ひもを結ぶ役は父に決まっているので、この日のために新調した女郎花おみなえしの襲かさねの裾すそを引きながら座に進む。

　立ち上がった姿は十三歳のわりに背が高く、身みの丈たけを超こす豊かな黒くろ髪かみが列席した来らい賓ひんや親族の眼を惹ひいた。月の光を背にした姿は、見る人々にかぐや姫ひめを連想させる。もちろん扇おうぎで隠してはいるが、角度によってはその顔が垣かい間ま見みえるのだ。

「さすが、関白の大君」

「一いちの人ひとである父上に加え、亡なくなられた母上は元斎さい院いんの内ない親しん王のうという、これ以上ないほどの高貴なお血筋ですからな」

「これは関白殿どのの掌しよう中ちゆうの珠たまと言うのもうなずけますな」

　彼らの言葉を締しめくくるように、親族の一人が言った。

「この姫君であれば、きっと帝みかどもお気に召めしてくださるでしょう」

　物心ついたときから何度も繰くり返かえし耳にした言葉なので、朱子は流行はやり歌うたでも聴きくような気持ちで受けとめていた。

　貴族の女子にとって裳着の式は、結婚の前まえ触ぶれでもある。その例に漏もれず、朱子も結婚が決まっていた。関白の娘、しかも正せい嫡ちやくの大君の嫁とつぎ先といえば帝みかどか東とう宮ぐうしかない。数日後、朱子は今きん上じようのもとに入じゆ内だいすることになっていた。実は、その帝の意向にて十三歳の朱子が心身共に妻となるのはもう少し先の話となっていたのだが、生まれ育った邸を離はなれることに変わりはない。

　実はそれが朱子には疑問だった。通い婚が主流の世間では、女は家を出ずにその家で両親とともに暮らしつづけるのに、なぜ帝の后こう妃ひにかぎってちがうのだろうか。

（世間の常識になぞらえるなら、帝がこの邸を訪ねて来そうなものよね？）

　式が終わり自室に戻ってから朱子がその疑問を口にすると、乳う母ばをはじめとした女房達は口をそろえて「恐れ多いことをおっしゃいますな」とたしなめた。

　基本的に帝という存在は、滅めつ多たなことでは御ご所しよを出ない。行ぎよう幸こうと称しようしてもせいぜい京の町の範囲内だ。なにしろひとたび外に出ようとすれば、やれ日取りだ吉きつ凶きようだ方角だと、上を下への大だい騒そう動どうになるからだ。そんな存在に妻つま問どいに来るべきだとは、確かに恐れ多い発言である。

　そのいっぽうで朱子は、彼女らの反応に頰ほおを膨ふくらませた。実際にそうするべきだと言ったわけではなく、単純に疑問を口にしただけなのに、なにが恐れ多いというのだ。

「もう、いいわ」

　ふて腐くされて顔をそむけた先に、一人だけ話題に参加していない女房を見つけた。

　蘇芳すおうに青をあわせた竜りん胆どうの重かさねをまとった彼女は、新参の女房・賢さかし子こである。他の女房達に同調しない彼女に、朱子は興味半分に疑問をぶつけてみた。

「賢子はどう思う？」

「私でございますか？」

　確認するように問い返され朱子がうなずくと、賢子は即そく答とうした。

「帝のお妃きさき様方は竈かまどを扱あつかう必要がございませぬから、きっと大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　想像の斜ななめ上を行く答えに朱子は驚き、他の女房達も目を白黒させる。しかし賢子はいたって平然としている。

「え？　意味が分からないのだけど？」

「竈は大切ですよ。火にはそれぞれの神が宿っておられるのですから」

「いや、それは知っているけど………」

　けっこうな勢いで訳の分からぬ力説をされ、朱子はたじたじとなる。かまわず賢子は同じ調子でつづける。

「嫁取りとなりますと、別の家からの火が竈に入りますでしょう。そんなことをすれば神が仲なか違たがいをしてしまいます。同火の禁きん忌きといって、昔から避さけられていることでございます。ですからひとつの家に二人の主婦はいらないのですよ」

　一家の主婦は竈を司つかさどる存在だから、嫁取りであれば別の家からの火が竈に入ることになってしまう。よって火の神が諍いさかいを起こしかねない。その点婿取りなら娘が自家の火を受け継ぐことができるので、同じ火を保つことができる。古来よりつづく婿取り婚には、そうした考えが背景にあるともいわれている。その理り屈くつで考えれば、妻が竈に縁えんのない生活での嫁入り婚は問題がない。

　賢子の説明に、朱子はなるほどと納得する。

「そうか、帝の妃は竈なんて扱わないわよね」

「お父上の関白様もそうでいらしたのでしょう？　経済力を持つ殿との方がたは妻に竈の火を扱わせるなどいたしませぬものね」

　確かに元斎院で内親王だった母は、斎院を辞じしてから父の正妻としてこの邸に住んで朱子を産んだ。早くに亡くなったので記き憶おくは曖あい昧まいだが、子供心にもおっとりとした少女のような人だったと記憶している。

　夫が妻のもとに通い、妻の実家から援えん助じよを受けることが一いつ般ぱん的てきな世において、妻を自宅に住まわせることは夫の経済力の証明でもある。そんな家庭であれば、妻が煮に炊たきをする必要はないだろう。すなわち帝の后妃も関白夫人も、嫁入りをしても問題はないという理屈である。

「賢子って本当に物知りよね。名は体を表すっていうけど、本当に名前そのものだわ」

　しみじみと朱子は言った。入内に備えて新しく雇やとわれた賢子は、大だい学がく寮りようの博はか士せを父に持つ世間でも評判の才さい媛えんだった。若くして夫を亡くした彼女は、将来的に宮みや仕づかえとなるこの仕事を実は何度も断っていたらしい。それを父が大おお袈げ裟さではなく〝三さん顧この礼れい〟で迎え、とうとう折れた形になって今に至っている。

　才女として名高い賢子を側そば仕づかえに置くことは、御ご所しよでの朱子の評判をあげることにもつながるから父も必死だったのだろう。なにしろ御おん年とし十六歳の今上・篤あつ迪みちには、すでに三人の年上の后妃がいるのだ。

　その中でも特に寵ちよう愛あい深ぶかいと評判なのは、添そい臥ぶしでもあった五歳上の中ちゆう宮ぐう・郁さと子こだ。すでに一人の親王に恵まれている彼女は、先の関白、すなわち父の実じつ兄けいの娘で朱子には従姉いとこにあたる女によ人にんだった。

　あまり出歩くこともない貴族の子女の例として、もちろん郁子との面識はない。それでも人ひと柄がら、容姿共に優すぐれており、帝の寵ちようを一身に受けているという噂うわさは耳に入っている。しかもつい先日、ふたたび懐かい妊にんしていることが明らかになった。ここでさらに男子が産まれでもしたら、いまさら自分が入内をする意味があるとは思えないのだが。

「確かに後宮なら、竈の神様の争いは避けられるけど………」

　ぼそりと漏らしつつも、朱子はそのあとの言葉を避けた。

　神様の争いは避けられても、女同士の争いは避けられない。昔読んだ物語や唐士もろこしの歴史などでは、そのような話は枚まい挙きよに遑いとまがない。自然と憂ゆう鬱うつな面おも持もちになる朱子に気づいたのか、賢子が問いかけた。

「いかがなさいました？　やはり竈が心配ですか？」

　朱子は居い心地ごこちが悪そうに顔をしかめた。竈が心配かというのは、要するに入内が心配かということだ。見事に己おのれの不安を見破られていたわけである。

　賢子の言葉に、乳母をはじめ他の女房達も心配そうな顔をする。それで朱子は強がるように、ひょいと肩をすくめて言った。

「心配がないということではないけれど、悩んでもどうにもならないからね」

「賢けん明めいですねえ」

　からかうとも感心ともつかぬ賢子の物言いに、朱子は笑みを浮かべてうなずく。

　不安はあるが、いまさらしかたがない。これは貴族の家に生まれた娘の責務なのだ。

「案ずることはない」

　簀すの子このほうから聞こえてきた声に、朱子は顔をむける。

「お父上」

　御み簾すをまくり上げて入ってきたのは父・関白だった。

　評判の美び丈じよう夫ふである。四十代なかばという年ねん齢れいにしては背が高く、古参の女房などは若い頃に比べると少し太ふとり肉じしになったと言っているが、関白という地位を得たいまとなってはそれも貫かん禄ろくのうちになっている。

　長身といい目鼻立ちのはっきりした華はなやかな顔立ちといい、朱子はまちがいなく父親の容姿を受け継いでいた。儀ぎ式しきのおりに姿を見ることがある四し条じようの異い母ぼ兄妹きようだい達は、いずれも今いま小こ町まちと謳うたわれた母親似らしく人並み以上の容姿ではあったが、父とはまったく異なった美貌の持ち主だった。

　顧かえりみて正妻である朱子の母は、幼おさな心ごころにもけして美しい人ではなかった。不美人ではなかったが、平へい凡ぼんな容よう貌ぼうだった。若い頃はいまよりももっと際きわ立だった美貌の持ち主だった父と並ぶと、あきらかに見み劣おとりしていた。それでも両親の仲は円満だったというから、性格的に馬があったのだろう。夫婦にかぎらず、人の相あい性しようは容姿だけではないということかもしれない。

　女房が用意した茵しとねに腰を下ろし、父は上じよう機き嫌げんに言った。

「今日はまことによい式だった。明日から宮中でもそなたの優れたさまが評判になるであろう」

「そのようなことは………」

　自分ではなんとも反応のしようがなく、朱子は曖昧に返答を濁にごす。

　だから〝案ずることはない〟と父は言ったのだろうか？　優れたさまだから、入内をしたら帝はきっとお気に召してくれるだろうという言い分なのか？

　だが問題は、朱子がどうあるからではないように思う。

「ですがお父上。主上には中宮という、ご寵愛のお后きさきがおいでではありませぬか」

　ここに来て朱子は、はじめて不安らしきものを口にした。あるいはそれは不満と言ったほうが正解だったのかもしれない。

　二十一歳という女性として花の盛さかりでもある中宮から、帝が滅多なことで心を移すとは思えなかった。そもそもそんな簡単に心を移してしまうような人物であれば、たとえ自分が寵愛を得ることができても、すぐにこっちが同じ目にあうように思うのだ。

「ご懐妊が分かったあともなかなかお里帰りを許されないほど、ご寵愛は深いとお聞きしております」

　懐妊が判明した后妃はその段階で里帰りを行うことが一般的だ。しかし中宮を愛いとしく思うあまり、帝はなかなか彼女に退出を許さないのだという。そんな状況下で、自分が入内をする意味がはたしてあるのだろうか？

　不安をにじませる朱子に、父は鷹おう揚ように答えた。

「大丈夫だ。そなたは関白の娘。しかも内親王を母に持つ、これ以上ないほどに高貴な出自の妃ではないか。相手が誰だれであれ、そなた以上に寵を賜たまわる妃などいないから安心するがよい」

「ですが中宮とて、先の関白の娘ではありませぬか」

「帝は聡そう明めいな御おん方かただ」

　静かだが断定的な物言いに、朱子は眼を見張る。少ししてわずかに反発が生まれた。それでは関白と内親王の娘という出生だけが大事であって、朱子が〝優れたさま〟であろうがなかろうが、まったく関係がないことになるではないか。

「されど──」

「地位のある御方は、身の処し方にそれなりの義務が伴ともなう。たとえ中宮といえど後うしろ盾だてをなくした后と、関白の娘のどちらを尊重するかぐらい、帝は存じ上げておられるはずだ」

　尊大とも思える父の発言に、朱子は少し語気を強める。

「そうではありませぬ」

　女房達があわてふためくが、かまわず朱子はつづけた。

「私が申し上げたいことは、そのようなことではありません。それに私を尊重してくださることと、中宮を寵愛なさることは両立すると思います」

　確かに帝が父の言うとおりの人物ならば、朱子を尊重するだろう。

　だが父はそれ以上のものを帝に求めている。父は立場を理由に、朱子が中宮より厚い寵を賜って然しかるべきだと言っているのだ。

　しかし朱子は、他人の心にそこまでを求めることは傲ごう慢まんだと感じた。

　なるほど。身分に応じて后妃を扱うことは帝の義務で、関白の娘である朱子は最大に尊重されるべき存在なのだろう。だが帝が寵愛する中宮をどう扱うかは、たとえ関白であろうと上じよう皇こうであろうと口をはさむべきことではない。父ができるのは、帝の朱子に対するふるまいを牽けん制せいするまでで、中宮に比してどうこう言うべきではない。

「心の奥にある真まことだけは、他人が蹂じゆう躙りんできるものではありませぬ。ましてそれを強要するなど───」

「姫様、関白様にそのような………」

　おろおろと諫いさめようとする乳母を、父は右手を挙あげてさえぎった。

　こんな状況なのに、朱子は父の意気に感心した。父はどんな言い分であれ、ひとまず朱子の話を聞いてくれる。もちろんそのあと叱しつ責せきされたり、理り詰づめで言い含められたりするのだが、父のこういうところが朱子は好きだった。

「強要するなど───それでは道理が通りませぬ」

　己の意見を最後まで言い終えると、朱子は真正面から父を見た。

　裳も着ぎを終えたというのに、扇で顔を隠すこともない娘を父は咎とがめなかった。そのうえで間を置くように、ひとつうなずいてから言った。

「もちろんだ。帝は御慈愛深い方で、たとえそなたを迎えたところで、中宮を粗そ略りやくに扱うような真ま似ねはなさらないだろう。私もそこまで願うつもりはない」

　特に怒ったふうでもなく、父は答えた。意外と穏おん便びんな言げんに、朱子はほっと胸をなで下ろしかけたのだが───。

「しかしこれからはどんな些さ細さいなことであっても、そなたが中宮より軽かろんじられるようなことがあってはならない」

　打って変わった声こわ音ねは、これまでの中で一番重みのあるものだった。言葉だけ聞けば帝に対する意見なのに、まるで自分が戒いましめられているような気さえする。驚きに眼を見張る朱子に、父は同意を求めるように目配せをしてから言った。

「そうしているうちに自然と愛情は傾かたむいてくる。私とてそなたの母上を迎えたときは、そうしたのだから」
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　平へい安あん京きようの中心となる大だい内だい裏りの奥に、帝みかどがお住まいになる内だい裏り、すなわち御ご所しよはある。

　大勢の随ずい身じんを伴った豪ごう奢しやな輦て車ぐるまを使っての朱あや子この参さん内だいは、通りに並んだ見物客の注目を集めていた。というのも牛ではなく人の手で引かれる輦車は、宣せん旨じが下されなければ乗ることができない、大変に高貴な物だからだ。先に入内した三人の后こう妃ひの中でも輦車での参内が許されたのは、当時の関かん白ぱくの娘だったいまの中ちゆう宮ぐうのみである。もっともあちらが許されてこちらは駄だ目めだというのでは、同じ関白の娘として父も納得しなかっただろうから必然の結果ではあるのだが。

　ゆっくりと車は進み、漸ようようとして内裏にたどり着いた。

　朱子が賜たまわった殿でん舎しやは弘こ徽き殿でんだった。帝の居住の場所でもある清せい涼りよう殿でんに近く、伝統的に身分の高い后妃に与えられる場所だ。ちなみに中宮郁さと子こは飛ひ香ぎよう舎しや、他二人の女によう御ごは、それぞれ麗れい景けい殿でんと凝ぎよう花か舎しやを賜っているのだという。郁子は藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐうと呼ばれているが、それは藤壺が飛香舎の通つう称しようだからである。同様に凝花舎のことを梅うめ壺つぼとも呼ぶ。

　荷物の運び込みや整理のため、弘徽殿は格こう子しも御み簾すも大きく開け放たれた。

　その中で朱子は、話し相手もおらず一人几き帳ちようの陰にぽつんと座っていた。正直退たい屈くつだったのだが、みなが忙せわしく立ち働いているときに琵び琶わや琴ことを鳴らすのも申し訳がない。書物を読もうかとも思ったが、この状況では集中もできなさそうだ。

　しかたなく朱子は、几帳の陰からそっと外のようすをうかがっていた。

　入内にあたって父は、品も人もたいそうな数をそろえた。女房は若く見み栄ばえのよい者を選えりすぐって集めたので、乳母をのぞけば二十五歳の賢さかし子こが最年長という状態である。

　おりよく几帳の前を賢子が通り抜けようとしたので、朱子は急いで呼び止めた。彼女は蘇す芳おうの表うわ着ぎに朽くち葉ばの薄うす様ようの裾すそを引きながら、朱子のいるほうに回り込んできた。

「いかがなさいました、お腹なかでも空すきましたか？」

「なんでそうなるのよ………」

　子供でもあるまいしと頰を膨らませたあと、朱子は声をひそめる。

「さっきから見慣れない女房がちょくちょく入ってきていない？　気をつけて、大切な品物がたくさんあるのだから」

　仮にも宮みや仕づかえの者たちがそんな手て癖くせが悪いとは思いたくないが、誰が入ってきても不自然ではない状況は物ぶつ騒そうにはちがいない。

　朱子の言葉に、賢子は不意を突つかれたように眼を見開く。やがてからかうとも感心ともつかぬ口調で言う。

「まあ、さすが姫様。よくぞお気づきで」

「いや、冗じよう談だんではなく………」

　言いかけた朱子の口くち許もとを、賢子はそっと人差し指で押さえて駄目だというように首を横に振った。大きな声を出すなということなのか、聞かれてはまずいということなのか。ひとまず朱子がこくりとうなずくと、賢子は指を離してからそっと顔を寄せてささやく。

「他の殿舎の女房達が、様子をうかがいに来ているようです。藤壺、梅壺、麗景殿のどこの者なのかは分かりません。あるいは三者が結けつ託たくしているやもしれません」

　あんまりな回答に、朱子は口をあんぐりと開けた。

　新しく入ってきた妃を、以前からいる后妃が気にするのはとうぜんだろうが、まだ帝へのお目通りも済ませていないうちから、言い方は悪いがこんな覗のぞき見みのような真似をしてくるなんて、いったいどれだけ警けい戒かいされているのか。

「別に直接来てもらってもいいのに……」

「冗談ではありませんよ。この忙しいときに来客などあっては、女房達がてんてこ舞まいになってしまいます」

　現実的な言い分に、もっともだと朱子は肩をすくめる。まして忙しく立ち回る女房達を見ているしかできない立場ゆえに、なおさら自分の軽かる口くちが申し訳なかった。

　やがて夜も更ふけた頃、内ない侍しの司つかさの女によう官かんが帝の勅ちよくを伝えにやってきた。上うえの御み局つぼねに参さん上じようするようにとの命は、要するに初夜を意味しているのだが、朱子の年齢を考えて共とも寝ねはもう少し先延ばしにされ、今こ宵よいは顔合わせだけの予定になっている。

「参ります」

　立ち上がった朱子が顔の前に扇をかざすと、女房達が几帳で壁を作る。

　紫むらさきの襲かさねの上に白の唐から衣ぎぬをあわせた装よそおいは竜りん胆どうの花を表したもので、袖そで口ぐちからのぞく紅べにの表着が若い妃の少女らしい美しさをより強調していた。

　女官の先導で渡わた殿どのを進む。檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根のむこうには、満月からずいぶんと欠けた更ふけ待まち月づきが浮かんでいた。裳着の夜は中ちゆう秋しゆうの名めい月げつだったから、あれから数日で半分近くにまで欠けたことになる。

　北側から清涼殿にあがると、妻戸を開いた先が上御局だ。上御局は、帝の寝しん所じよである夜よるの御殿おとどの北にある室へやである。夜御殿には神器が奉ほう安あんされているので、夫婦の寝所として使うには憚はばかりがあるという理由から上御局が設もうけられたのだという。

　寝しん具ぐとして用意された御み帳ちよう台だいの横に座っていると、いくら顔合わせだけだと分かっていても緊きん張ちようしてきた。

（帝って、どんな方なのかしら？）

　この国の至し高こうの存在。国の安あん寧ねいを司つかさどる御おん方かたは、いまの自分と同じ十三歳で即そく位いをしたのだという。そしてわりと幼いうちに、母君を亡くされたと聞いている。そうやって考えてみれば、色々と共通点がありそうな気がする。

「そのあたりから、お話があうとよいけど……」

　自分が若じやつ干かん生意気らしいことは、朱子も認めている。殿方に好まれる性格ではたぶんないのだろう。それでも身分があるから関係ないというのなら、ある意味気にすることはないかもしれないが………。

　そのときふわりとただよってきた薫かおりが鼻をかすめた。あまり甘あまくない、皐さ月つきの新緑を思わせる涼すずやかで瑞みず々みずしい香こうだった。

　反射的に顔をあげると、妻つま戸どから少し入ったところに一人の少年が立っていた。

　大おお殿との油あぶらの光が暖かみのある色に照らし出す衣きぬは、天てん子しにしか許されない白の御お引ひき直のう衣しに緋ひ色いろの袴はかまだった。

　しかし威い厳げんのある装いとは裏腹に、彼の立ち姿には少年らしい初うい々ういしさが残っていた。禁きん色じきの衣をまとった身体は華きや奢しやで、目鼻立ちは華やかながらも繊せん細さいだ。十三歳の朱子から見ても、夫というより兄とでも言ったほうが相応ふさわしいように見える。

（………この御方が、主上おかみ）
















　満開の白しろ藤ふじを思わせる美び貌ぼうの持ち主に、はからずも眼を奪われてしまう。

　すると彼は、澄すんだ切れ長の眼を穏おだやかになごませた。驚くほど優しい面おも差ざしに、朱子は魂たましいを抜ぬかれたようになる。匠たくみが精せい魂こんを込めて彫ほった仏像か、あるいは描えがいた絵画を見たときのように恍こう惚こつとなった。

「これはまた、なんともきらきらしい姫ではないか」

　楽しげな声こわ音ねに朱子はわれに返る。帝の容姿の美しさはもちろんだが、にじみ出る高貴さにうっかり見み惚とれてしまい、礼れい儀ぎを忘れていた。

「朱子でございます。どうぞ宜よろしゅうお願いいたします」

　緊張しつつ挨あい拶さつをすると、帝はあらかじめ用意されていた座に腰を下ろした。

　花のように清せい逸いつな姿に胸がどきどきする。こんな落ち着かない気持ちになったのははじめてだった。

（なんだろう、これ……？）

　困惑する朱子の顔をのぞき込み、帝はうんうんとうなずいた。

「思ったよりも大人びた方のようにお見受けして、最初は余計な気遣いをしたかと思ったが、声を聞くとやはりまだあどけないのだね」

　余計な気遣いという言葉に首を傾げつつ、朱子は答える。

「すみません。裳も着ぎを済ませたのだから、乳う母ばからも大人の女によ人にんとして相応ふさわしくふるまうようにと言われているのですが」

「え？」

　帝は眼を円まるくし、一度首を傾かしげてからあらためて告げた。

「そうなの？　あなたは年齢よりも、ずっと大人びて見えるけれど」

「いえ、子供みたいにうるさいと、よく怒られます」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに朱子は言った。とにかくなんでも理屈や筋を通さなければ気が済まない質たちなので、ついしつこく食い下がってしまい、いつも乳母から注意されてしまうのだ。

「そうなんだ？」

「関白の娘として、相応しくふるまうように言われているのですが……」

「関白もそのように言っているの？」

「いえ、父はそのように言ったことはありません」

　朱子は即答した。聞き分けのない態度を叱しつ責せきされることはあっても、理屈を通そうと食い下がることを咎とがめられたことはなかった。それどころか父は朱子を納得させるため、根気よく話をしてくれる。

「では、それでよいではないか」

　単純な答えに朱子が眼を見張ると、帝はなにがおかしいのかと不思議な顔をする。

　確かに一理ある。しかしあまりに乳母達から叱責されるので、そのたびに関白の娘として大丈夫なのかと不安になっていたのだ。ならば少しぐらいあらためていてもよさそうなものだが、正直それが悪いことだとはどうしても思えなかった。結果的に素直に注意を受けとめられず、どっちつかずのもやもやした思いを抱かかえていたのだ。

　だが関白である父がなにも言わないのなら、確かにそれでよいのかもしれない。指し摘てきされてみればすごく簡単な答えに、朱子は晴れ晴れとした気持ちになった。

「ありがとうございます。主上のおかげで自信がつきました」

　なにがおかしいのか帝は楽しげにあいづちを打った。

「それはよかった。では、もっとあなたのことを聞かせておくれ」

「え？」

　帝はからかうような笑みを浮かべる。

「だってあなたは私のことなど、なんでも聞いているでしょう」

「え、なぜご存じなのですか!?」

　主上にお気に召されるようにと、さんざん事前情報を与えられていた。

　驚きの声をあげた朱子に、帝はぷっと噴ふき出だした。

「分かるよ。入内前の姫というのは、大体そのようなものだもの」

「そうです。私、主上は鷹たか狩がりと騎き射しやがお好きだとお聞きしておりました」

　朱子の言葉に、帝の眉み間けんに少し皺しわが寄った。

　なにか気を悪くなされたのかと心配していると、彼は少し声を落として言った。

「いや、鷹狩りはともかく騎射はもうやらないよ」

「え、なぜですか？」

「帝だから……。あまり危険な真似はできないからね」

　その口調がどこか投げやりに聞こえて、朱子は引っかかりを覚えた。しかしとやかく追求する前に、帝のほうが気を取り直したような穏やかな声音で尋たずねてきた。

「では、あなたはなにが好きなんだい？」

「私ですか？　囲い碁ごと地図を見るのが好きです」

　なにも考えずに正直に答えたが、女房達が聞いていたら泡あわを吹ふいただろう。彼女達がなんのために事前に帝の趣味を知らせたのか、まったく理解していない答えだからだ。帝の興味を惹ひくためにふるまおうという考えがまったくない。しかももう少し姫君らしいものならともかく、よりによって囲碁と地図である。若い娘の趣味として、いまひとつ華やかさに欠けるではないか。

　しかし帝は不快なようすも見せず、かえって物もの珍めずらしそうに尋ねた。

「地図？」

「はい。紀き行こうや物語と見比べながら、この人はこういう経路を進んでこの場所に着いたのかとかたどるのが好きです。旅をしているような気持ちにもなり───」

「それは面おも白しろそうだ」

　朱子が言い終わらないうちに、はずんだ声で帝が言った。夢中で語っていた朱子はぽかんとする。先ほどまであれほど落ち着いていた人が、まるで子供のように瞳ひとみを輝かせていたからだ。

　戸と惑まどう朱子に、帝はさらに興奮したようにつづける。

「私は伊い勢せ物もの語がたりを読んだときは、東あずま下くだりの段だんがもっとも興味深かったよ」

　その言葉に朱子は身を乗り出した。

「私もです。業なり平ひらはどの道を通って東とう国ごくに下ったのか、富ふ士じの山やまをどのあたりで目にしたのだろうと地図を眺ながめながら想像しました」

「富士の山の話か。氷ひ室むろでもないのに皐さ月つきに雪が残っているなど、まったく信じられないものだ。いったい、どれほどに高い山なのか。そしてこの国は、どの関せきからそのような気候になるのだろう？」

「はい。それも地図を見ながら、想像するのです」

　話しているうちに興奮してゆき、どんどん声が大きくなっていった。二人で盛り上がりつつ話しているうちに、ふと思い出したように帝は言った。

「もしもあなたが史し書しよもお読みになられるようなら、古い都の地図と見比べてみるのも面白いかもしれないよ」

「古い都ですか？」

「新あら益ましの京みやこ（藤ふじ原わら京きよう）、平へい城じよう京きよう、長なが岡おかの京みやことか───史書とも比べながら、昔の人々がどのように動いたのかをたどることができるから」

「楽しそう！」

　目を輝かせる朱子に、帝は得意げな表情であいづちを打つ。

「私もそう思うよ。では明日、用意させよう。それを見ながら二人で色々話をしたら、きっと楽しいはずだ」

「本当ですか？　楽しみです、早く明日にならないかしら」

　胸の前で両手をあわせて祈いのるような仕し草ぐさをすると、帝は眼を細めた。そしておもむろに右手を伸ばし、朱子の肩をぽんっと叩たたいた。

「さあ、では今宵はもうお休みなさい。あまり夜よ更ふかしをすると明日の朝が辛つらくなる」

「分かりました！」

　朱子は下さがり端ばが揺れるほど、大きくうなずいた。

「それでは、ゆっくりとおやすみなさい」

「はい、おやすみなさいませ」

　朱子の返事にうなずくと、帝は御引直衣の裾をひるがえして室を出ていった。

　一人残されてからもしばし興奮がさめず、ぼうっとしたまま朱子はつぶやく。

「帝って、あんな御方なんだ」

　どうだったのだろう？　はたして妃として、あれでよかったのだろうか？　朱子自身はすごく楽しかったが、ほとんどいつもと変わらない調子で話していた気がする。

　朱子は帝が出ていったばかりの襖ふすま障しよう子じに目をむけた。あの先の夜御殿でお休みになられているはずだが、さすがにいまから押しかけて尋ねるわけにもいくまい。

「でも明日も話をしようと言ってくださったのだから……」

　かすかに芽生えた不安を打ち消すように、朱子はつぶやいた。
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　結論から言えば、朱あや子この不安は杞き憂ゆうに終わった。

　というのも、翌日から帝みかどは毎日のようにやってきたからだ。初日は入じゆ内だいという名目もあって朱子が上うえの御み局つぼねに呼ばれたが、それ以降の逢おう瀬せは、昼間に帝が朱子の殿でん舎しやを訪れる形になったのだ。

　日当たりのよい廂ひさしの間で、帝が持参した古地図や史し書しよを広げてあれやこれや語りあうのは、朱子にとって時間を忘れるほどに楽しいことだった。

「それでは天てん武む天皇と持じ統とう天皇は、この経路を使って近おう江みから吉よし野のへ逃のがれたのですね」

「そう、ここが『壬じん申しんの乱らん』決戦の舞台となった近江の瀬せ田た橋ばしだから───」

　地図を指さしながら語る帝は、眼をきらきらさせてまるで元げん服ぷく前の少年のようだった。

　話の内容はもちろんだが、その姿を見ているだけで朱子は幸せな気持ちになる。帝も朱子と話すことを楽しんでくれている。いきいきとした表情からそのことを感じ、朱子はいっそう幸せな気持ちになるのだった。

　それは数日が経たった、ある日のことだった。

「あ、ごめん。私ばかり話して───」

　ふとわれに返ったように帝は言った。

「え？」

　きょとんとして見ると、帝は少し気まずげな表情をしている。

　朱子はあわてて言った。

「そのようなことはございませぬ」

「けれど女によう御ごは先ほどからずっと黙だまっているではないか。いつもはもっと喋しやべるくせに」

「それは主上おかみの顔に見み惚とれていたからです」

　恥ずかしげもなく言い切った朱子に、帝は眼を円まるくする。当の朱子は臆おくすることもなく胸を張っている。

　しばしの見つめあいのあと、帝はこほんとひとつ咳せき払ばらいをした。

「いや、見惚れるって………」

「だって主上は、とてもおきれいな貌かおをしていらっしゃいますもの」

　今度こそ帝は絶句し、白はく皙せきの頰ほおを真っ赤に染めた。

　なにかおかしなことを言ったのかと、朱子は首を傾かしげる。幸か不幸か彼女には、自分の大だい胆たんな言葉への自覚がなかった。

「恐おそれながら主上、本当にご遠えん慮りよなどなさる必要はございませぬ」

　やりとりを聞きとめたのか、几き帳ちようの陰から賢さかし子こが顔をのぞかせた。

「確かに本日の女御様はいつもよりお口数が少ないようでございますが、たまにはそのようなことがあっても宜よろしいでしょう。私も時折お二人のやりとりを拝はい聴ちようさせていただいておりますが、いつも長さ的には七・三、いえ、八・二で女御様のほうがお喋りをしておられますから」

　真実なのだろうが、なぜか馬ば鹿かにされた気がする。頰を膨ふくらます朱子の前で、帝はこくりとうなずく。

「そうなんだよ。いつもはもっと喋るから。今日は本当にどうしたんだい？　私は女御のお喋りがとても好きなのに」

「え!?」

　思いがけない言葉に朱子が声をあげると、帝はこくりとうなずく。

「あなたと話していると、兄あに宮みやと遊んでいたときのことを思い出すよ。腹はら違ちがいだけど私達はとても仲のよい兄弟きようだいで、よくこうやって史書や風ふ土ど記きについて語りあったりしたものだったよ」

　そういえばそんな話を聞いたことがあった。亡くなった先せん帝ていには二人の皇おう子じがいた。一人はいま目の前にいる今きん上じようで、もう一人は母親の身分が低いために源げん氏じの姓せいを賜たまわって臣しん籍せき降こう下かしたのだと。その点で兄宮というのはいまの正しい呼び方ではないのだが。

「では兄宮様とはお友達のような感じだったのですか？」

「うん。言ってみれば竹ちく馬ばの友ともかな。他にも囲い碁ごや騎き射しやをして遊んだものだよ」

「楽しそうですね」

　朱子にも異母兄妹はいるが、住居もちがいまともに話したことすらない関係だった。

　しかし同じ年頃の相手と話すことが、年配や年少者にはない刺し激げきや高こう揚よう感かんがあることは知っていた。

「私も三年前まで、賀か茂もの斎さい院いんとなられた女おんな三さんの宮みや様のもとに参じておりました。私と宮様は同じ歳で、お話をするのがとても楽しかったです」

　内ない親しん王のうの遊び相手として、高貴な姫が御ご所しよに呼ばれることはままあった。将来的な入じゆ内だいを見み越こしての根回し的な要素もあるのかもしれないが、乳母が男の子しか持たなかった朱子は、このときはじめて同年代の少女と話をしたのだ。

　最初はぎこちなかったものの、同じ歳の二人が仲良くなるのに時間は要さなかった。訪問は月二回程度だったが、頻ひん繁ぱんに文ふみを交かわしながらその日が来るのを待ちわびていたものだった。

「姫宮様はおとなしやかな御おん方かたですが、実は鬼おにのように囲碁が強かったのです。対戦成績は一勝十三敗一引き分けでした」

「……それは、ずいぶんと分ぶが悪かったね」

「はい。主上は私と五ご分ぶに近い勝敗ですから、もし姫宮様と対局なされたら、けちょんけちょんにやられてしまうと思います」

　なんとも微び妙みような顔をする帝に、几帳の陰で賢子がぷっと噴ふき出した。他の女によう房ぼうだったら帝に対する〝けちょんけちょん〟発言をたしなめていたところだろうが、賢子はあまり気にしていないようだった。

　気を取り直したのか、帝はしみじみと言った。

「そうだったのか。女三の宮がそのような方だとは知らなかった。それなら紫むらさき野のに行かれる前に一いつ局きよく打っておくのだったよ」

　紫野とは、斎さい院いん御ご所しよのある場所である。ちなみに帝と女三の宮は異い母ぼ兄妹きようだいにあたる関係だった。

「それでは御所を出られて、あなたも寂さびしかっただろう」

「はい、実は……大切なお務つとめを賜られたというのにこのようなことを思うのは恐縮ですが、ちょっとご即位が恨うらめしかったです」

　確かに女三の宮は今上の即位に伴ともない斎院に選ばれて潔けつ斎さい所じよに入ったが、それを当事者である帝の前で言うのもかなり大胆である。

　あんのじょう帝が複雑な表情を浮かべたので、朱子はあわてて言った。

「す、すみません。失礼なことを………」

「いや、分かるよ。実は私も兄上が臣籍を賜ってからというもの、同じ年頃の話し相手に事欠いてね」

　そこで帝は一度言葉を切り、朱子にむかい微笑ほほえみかけた。

「だからなのかな？　あなたと色々話をすることがとても楽しいのは」

　その言葉に朱子は胸をなで下ろした。即位が恨めしいなどと言ってしまった自分の失言を少なからず悔くやんでいたからだ。

「私もです」

　身を乗り出して答える朱子に、帝はなぜか首を傾けつつ言った。

「あなたに早く大人になってほしいような、そうでないような、不思議な気持ちだよ」
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　数日後、なにかの拍ひよう子しにその話を聞いた乳う母ばはこめかみを引きつらせた。

「それは本当に、友人として楽しいと言われただけではありませんか」

「いけないの？　ただのお友達じゃなくて、竹ちく馬ばの友ともよ」

　しれっと答えた朱あや子こに、乳母は声を大きくした。

「良いわけがないでしょう。お二人は友達ではなくご夫婦なのですよ」

「知っているわよ。だから毎日来てくださるのではないの？」

「それは主上おかみのお優しさです。そもそも本来であれば、妃のほうが上うえの御み局つぼねまで参上するものなのですから。それを姫様がまだ幼いので主上がご遠慮なさっているのですよ」

　乳母の発言で、初めて会った日に帝が口にした〝余計な気遣い〟の意味が分かった。朱子が幼いと思って床とこ入いりを先延ばしにしたことを言っていたのだ。

　色々と生々しく感じて、照れ隠しから朱子はむすっとしたまま反論を試みる。

「そんなことないわよ。主上はよく笑ってくださるわよ」

　悪びれたようすもない朱子に、乳母は咎とがめようと口を開きかける。しかしそれより先に賢さかし子こが、まるでなだめるように口をはさんだ。

「まあまあ、筒つつ井い筒づつの仲というのもございますから」

　うまいことを言うと、朱子はぱんと両手を鳴らした。あまり上品とも思えぬふるまいに乳母が眉まゆを吊つり上あげる。ちなみに筒井筒の仲というのは、幼おさな馴な染じみの男女がついに夫婦になった物語から来た言葉なので、竹馬の友にかけて言ったのだろう。

　そのとき女房がやってきて、父の訪室を告げた。

「まあ、大変」

　文句を言うのを中断して、乳母は女によう房ぼう達にあれこれ指図をして設しつらえを整えさせた。

　やがて御み簾すをくぐり抜けて、黒の束そく帯たいを着た父が入ってきた。女房達が朱子の向かい側に設えた座に腰を下ろすと、父は上機嫌に語った。

「今朝の朝ちよう議ぎのあと、帝が女によう御ごと過ごす時間はとても楽しいと仰おおせでありましたぞ」

「まことでございますか!?」

　興奮した朱子は、まるで几き帳ちようを迂う回かいするようにして身を乗り出した。

「こらこら、女御ともあろう者がはしたない」

　入じゆ内だい後は身分があるからと謙へりくだった言葉を使っていたが、さすがに普通の言葉遣いでたしなめられた。とはいえそれも苦く笑しよう交まじりだ。もともと父は、朱子の姫らしからぬふるまいにやかましく言う人ではない。

「まことでございますか？　まことに帝が楽しいと？」

「ああ、確かですぞ」

　父の言葉に乳母は、安心したとも拍ひよう子し抜ぬけしたともつかぬ表情をした。対して朱子は得意げな顔をするより、へなへなと力が抜けたように茵しとねに座り込んでしまった。

「女御様、お顔が真っ赤ですわ」

　賢子の指摘に、朱子は両手でぱっと頰ほおを押さえる。手のひらに火ほ照てったような熱さが伝わって、気持ちが高こう揚ようしてどうしようもない。負けん気から乳母には強気でふるまっていたが、やはり初日に感じた不安は多少残っていた。朱子に気き遣づかっての言動というのも、あの優しい方であれば十分にありうる。

　だからこうやって第三者の口から褒ほめ言葉を聞くと安心する。もちろん帝の父に対する気遣いもあるのだろうが、朱子がいない場所で敢あえて口にしたのなら信しん憑ぴよう性せいは増す。

「言ったとおりだったでしょう」

　父の言葉に朱子はわれに返る。几帳の陰かげからのぞく父の顔は、見るからに上機嫌だ。

　だが朱子は、紅潮していた頰が一気に冷えてゆく気がした。なぜなら父は、朱子が関かん白ぱくの娘だから尊重されるに決まっていると言ったのだ。それでは朱子がとても楽しいと感じている、地図や史し書しよを広げて語りあうことはまったく無意味になってしまう。

　目に見えて消しよう沈ちんした朱子に、傍かたわらで控ひかえていた賢子は訝いぶかしげな顔をする。いっぽうで几帳のむこうの父には、まったく気づいた気配はない。

「では主上が中ちゆう宮ぐうをことのほかご寵愛されているのは、彼女が先の関白の娘だったからですか？」

　いよいよ我が慢まんができなくなり、むすっとして朱子は言った。

　几帳で表情は見えていないかもしれないが、不ふ機き嫌げんな声こわ音ねは伝わっているはずだ。

　だというのに父は特に怒ったようすもなく、ただなにか思うように一拍間を置いてから言った。

「とうぜんでしょう。だからあなたも中宮が優れていることなどまったく気にする必要はありませぬ」

　あまりにもきっぱり肯こう定ていされ、朱子はとっさに言葉が出なくなる。中宮が后きさきとして資質ではなく身分故ゆえに寵を受けているのだという言葉は、朱子を励はげますつもりだったのかもしれない。しかしそれは同時に今後の朱子に対してもあてはまるのではないか。

　だが父には、朱子を侮ぶ辱じよくしている自覚などまったくないようだった。

「あなたも含め家族に惨みじめな思いをさせないために、私はいまの地位を盤ばん石じやくなものにするつもりですぞ。だから女御も大船に乗ったつもりでいなさい」

　誇ほこらしげに言われた言葉に、朱子は複雑な気持ちになる。父は本気で思っているのだ。強い権けん勢せいがあれば、帝の心にでも指さし図ずができるのだと。

（───そういうことか）

　これまでもやもやとあった疑念が、霧きりが晴れるように明らかになった。

　父がそう思い込めるのは、他ならぬ彼自身がそうしてきたからなのだ。

　父には十年も連つれ添そってきた美しく優しい妻がいたのに、内ない親しん王のうである母を正妻に迎え入れた。そして世間でも評判の仲なか睦むつまじい夫婦として、母が流行はやり病やまいで亡なくなるまでの数年を過ごした。

　おそらく父は、母の身分と立場を本気で愛したのだろう。

　裳も着ぎの式が行われた夜、父が口にした言葉の意味にようやく合が点てんがいった。だがとうぜんながら、すっきりという気持ちとは程遠かった。
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　その父が帰ったあとも、朱あや子こはしばらく思案していた。

　父の言うとおりの理由で寵ちようを受けても、あまり嬉しくはない。しかし帝みかどがそのような人間でないとしたら、本気で中ちゆう宮ぐうを愛いとしく思っているということになる。となれば後うしろ盾だての権勢など関係なく、帝は中宮を寵愛しつづけるだろう。それは人として誠実な姿であるはずなのに、考えると胸の一か所がちりりと焦こげるような痛みを覚えた。

　やがて日も暮れて明かりが灯ともされると、庭のあちこちから虫の鳴く声が響ひびいてきた。

「女によう御ご様、帝から御お文ふみが」

　赤あか朽くち葉ばの汗衫かざみを着た女じよ児じが、女郎花おみなえしに結びつけた文を届けに来た。

　そういえば父の訪問に気を取られていたが、昼に帝は姿を見せなかった。

「今日は御文だけですか」

　不満げに言う女によう房ぼうに、別の女房がとりなすように答える。

「関かん白ぱく様がおいでになられていたので、きっとご遠慮されたのですよ」

「この刻限になってもおいでにならないのなら、今日のおいではないでしょうね」

　その言葉に朱子は、自分でも驚くほど過か敏びんに反応した。

　そうだ。帝は昼間にしか来ない。なぜなら夜は他の后きさきの所に行くからだ。

　いまさら言うまでもないことを認にん識しきしたあと、朱子はこれまで感じたことのない焦しよう燥そう感かんを覚えた。全身の血ち潮しおが火にくべられたように、ふつふつと熱くなってゆく。たぎるというほど激しいものではない熱が、逃げ場をなくしてじわじわと冷静さを失わせてゆく。

「月が見たいわ」

　とつぜんの朱子の発言に、女房達は特に驚いたようすを見せなかった。というのも今こ宵よいは月が大きくて美しいと、先ほど誰かが話していたからだ。

　もちろん本気で月見をしたいわけではなかった。ただ自分でも理由の分からぬ、この内側にこもる嫌いやな熱を冷ますためには、夜や気きにあたることが最善だと思ったのだ。

「では、私がお供いたします」

　賢さかし子こが率そつ先せんして立ち上がった。どういうつもりで名乗りをあげたのかは分からなかったが、朱子はほっとしていた。こういう場合、乳う母ばのように世話を焼きすぎる相手は遠慮したい。かといって若い女房達はかしましすぎる。その点で賢子なら、いい具合に放っておいてくれるだろうからだ。

　扇をかざして簀すの子こに出ると、満月にはまだ足らぬ十とお日か余あまりの月つきが、清せい涼りよう殿でんの檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根の上にぽっかりと浮かんでいる。銀色の月明かりと赤々と焚たかれた篝かがり火びが、壺つぼ庭にわに咲く萩はぎと薄すすきを照らし出していた。

「よい月でございますこと」

　後ろに控えていた賢子が感かん慨がい深ぶかげにつぶやき、朱子はこくりとうなずく。絶え間ない虫の音ねと、秋の澄んだ空気と景色に少し気持ちが落ち着いてきた。

「もうずいぶんと肌寒くなってきたのね」

　独ひとりごちるようにつぶやいたとき、清涼殿の北の簀子に人ひと影かげを見つけた。

（誰？）

　確認しようと眼を凝こらしたとき、あたりが急に暗くなった。見上げると空に濃こい雲が広がり、まるで月食のように月を隠してしまっていた。

「まあ、せっかくの月がにくいことですわね」

　賢子の言葉をよそに、朱子は清涼殿にむかう渡わた殿どのに足を踏み出した。

「女御様？」

　賢子が呼びかけたが、立ち止まらなかった。白の唐から織おりの小こ袿うちぎの裾を引き、息を詰めるようにして渡殿を進む。まるで誰かに引っぱられているような感覚だ。なにかをはっきりと捉とらえているわけではなかったが、曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとした感情が黒雲のように広がってゆく。

　ちがう、本当は分かっているはずだ。あの人が誰なのか。なぜなら清涼殿の北側にある室へやは───。

「中ちゆう宮ぐう様」

　何ど処こからともなく聞こえた呼びかけに、人影は立ち止まる。

　そのせつな、あたりが急に明るくなった。ふたたび動きはじめた雲により、月の光が篝火と共にかの人の姿を鮮せん明めいに浮かび上がらせた。

　朱子は息を吞のんだ。

　───なよ竹たけのかぐや姫ひめ？

　そう思うほど、美しい女によ人にんがそこには居た。

　横顔のみでも分かる、月光に照らされて神秘的な輝きを放つ肌。真しん珠じゆのように輝く淡あわい色の瞳。夜の闇やみに溶とけ込んでしまいそうな濃く豊かな黒髪。蘇芳すおう色いろの小袿につつまれたほっそりした肩。およそ生身の人間とは思えぬ、浮うき世よ離ばなれした美貌の持ち主だった。

（この御おん方かたが中宮様……）

　なんという美しさなのか───。ただ、ただ圧あつ倒とうされてしまう。

　そのとき清涼殿の妻つま戸どが開き、中から帝が姿を見せた。

　反射的に柱の陰に身を寄よせ、息を殺してようすをうかがう。幸か不幸か二人は渡殿に立つ朱子の存在に気づいた気配はない。

「郁さと子こ」
















　これまで聞いたこともない、切せつ羽ぱ詰つまった響きを持つ帝の声に朱子の胸はざわつく。

　御お引ひき直衣のうしの裾をひるがえして駆かけ寄ると、帝は郁子の手を取った。

「待っていたんだ」

　その声はまるでおびえたように、あるいは興奮したように震ふるえていた。

　息を詰めてやりとりを見守る朱子には気づかず、二人は手を取りあって上うえの御み局つぼねがある奥へと入っていった。

　付つき添そいの女房がつづいたあと、ぱたりと妻戸が閉じて簀子は無人になった。

　だというのに朱子は柱に手をかけたまま、じっとそちらを眺めつづけていた。

　混乱した気持ちの整理がなかなかつかない。想像以上の中宮の美貌もだが、なにより別人のように落ち着きのない帝の姿が朱子を動どう揺ようさせた。

　あれは本当に帝なのだろうか？　私の前ではいつもあんなに余裕を持って、大人のようにふるまっておられたのに、あの声音や所しよ作さはどういうことだ。あれはまるで猛もう烈れつな喉のどの渇かわきの中、ようやく得た水をむさぼり飲んでいる人のようではなかったか。

「女御様」

　呼びかけに振りむくと、いつのまに来ていたのか賢子が立っていた。動揺を悟さとられまいと、朱子は表情を取とり繕つくろう。

「噂うわさどおり、中宮様はおきれいな方ね」

　その言葉に賢子は、なにか思うように間を置いてから答えた。

「さようでございましたか？　私のほうからはよく拝することができませんでした」

　素っ気ない物言いに、なぜか緊張が少しほぐれた。だからこそなにも気にしてないというように明るい声をあげる。

「そうよ。だって主上おかみがとても緊張なされていたもの」

「え？」

　賢子は訝しげな声をあげた。普通に考えれば入内から四年も経たつ后に対して、緊張するというのも大おお袈げ裟さな表現だ。だが朱子は、敢えてその主張を譲ゆずらなかった。

「あのときの主上、まるで天あま照てらす大おお御み神かみに国を譲る大おお国くに主ぬしの命みことのようだったわ」

「変な喩たとえですね。月の夜ですのに」

「………降こう伏ふくしているように見えたのよ」

　渋しぶい表情で朱子は言った。確かにこの状況で太陽神の天照大御神を引きあいに出すのはどうかとは思うが、男が女に降伏している場面がその物語くらいしか思いつかなかったのだ。しかしよく考えれば、帝に対してそうとう不ふ遜そんな表現かもしれなかった。

「ああ、そういうことですか」

　賢子があっさりと納得したので、かえって朱子は驚いた。

「え、分かるの!?」

「分かりますよ。そういう男女の関係はままありますからね」

「そうなの!?」

「女御様には、まだお分かりにならないと思いますよ」

「ちょ、どういう───」

　朱子が抗こう議ぎの声をあげたとき、清涼殿のほうで戸のきしむ音が聞こえた。

　見るとふたたび開いた妻戸の前に、一人の女によ人にんが立っていた。しかも彼女はこちらをむき、真正面から朱子達が立つ渡殿を見つめている。

（中宮様？）

　暗いうえに遠目だが、背格好がよく似ているように思う。だがすぐに別人だと思い直した。なぜなら彼女は紫むらさき色いろの唐から衣ぎぬを着ていたからだ。郁さと子こは蘇芳の小袿に青の表うわ着ぎをあわせた『萩はぎ経たて青あお』の重かさねをまとっていた。渡殿の先に立つ女人は唐から衣ぎぬ裳も、いわゆる女房装しよう束ぞくである。

（誰かしら？）

　清涼殿から出てきたのだから、帝付きの女によう官かんとも考えられる。だがそれなら多少なりとも面識があってもよさそうだ。しかし朱子はこの女人にまったく記憶がなかった。

　となると郁子付きの女房かもしれない。夜のお召めしを受けた郁子を送ったあと、藤ふじ壺つぼに戻るところだったのか。清涼殿の北側には渡殿が二つあり、それぞれ藤壺と弘こ徽き殿でんにつながっている。さらに二つの殿でん舎しやは梅うめ壺つぼ、麗れい景けい殿でんの妃きさきの住まう殿舎とも結ばれている。

　ところがその女人は藤壺の方ではなく、朱子達の立つ弘徽殿につながる渡殿にむかって歩いてきた。

（え、どういうこと？）

　衣きぬ擦ずれの音をさせて優ゆう雅がに歩み寄ってきた女人は、少し手前で足を止めた。

「こちらにおいでになられますか？」

　月の光のように、冴さえ冴ざえとした冷たい声音だった。

　すれちがえない幅はばではないが、身分を考えれば朱子に譲ゆずるのが筋だろう。だから彼女はこちらの行き先を確認したのだろうか？

「いえ、女御様は弘徽殿にお戻りになられます」

　やけにきつい口調で賢子が答えた。いつも飄ひよう々ひようとふるまっている彼女のこんな声音をはじめて聞いた。驚きの目をむける朱子をよそに、賢子はさらに強気で言う。

「ですからどうぞお気遣いなく、あちらの渡殿を使って藤壺にお帰りくださいませ。御み匣くしげ殿どの」

　賢子が口にした呼こ称しように、朱子は納得した。この場合の御匣殿とは、中宮付きの上じよう﨟ろうの役職名である。賢子は女房という立場上、他の后こう妃ひの女官や女房とも面識があるのだろう。となるとこの女官は、お召を受けた郁子に付き従ってきて、いまから一人で帰るところだったのかもしれない。

（え、でもそれならどうしてこちらの渡殿へ？）

　疑問を覚えたあと、すぐに気づく。なんのことはない。先ほど御匣殿が口にした〝こちらにおいでになられますか〟という問いは、ただの嫌いや味みだったのだ。この先の帝の寝しん所じよには、いま郁子が呼ばれている。ならば朱子が行けるはずがないではないか。

（それで賢子は、あんな態度を取ったのね）

　御匣殿に不快を覚えるより、賢子の頼りがいに感動してしまった。

　見ると賢子は、あっちに行けというように藤壺側の渡殿を指さしている。はたして相手がどう出るか、朱子は御匣殿の反応をじっと見つめた。

　最初の印象どおり、彼女は驚くほど郁子に似ていた。中宮付きの御匣殿は身内が採用されることが多いと聞くが、あるいはそれゆえかもしれない。

　やおら、御匣殿の視線が賢子から朱子に動いた。

　急なことに驚いていると、御匣殿は隙すきのない身のこなしで一礼をした。

「女御様にはお初にお目にかかります。私、中宮様にお仕えいたしております、権ごんの中ちゆう納な言ごんが息そく女じよで藤ふじ原わらの絲くみ子こと申します」

「──え、権中納言？」

「はい。恐れ多いことでございますが、中宮様とも女御様とも従い姉と妹こにあたる身の上でございます」

　権中納言は父と先の関かん白ぱくの腹違いの兄弟である。しかし庶しよ出しゆつであるため、昇しよう進しんは二人に比べて段だん違ちがいに遅れている。

「そうでしたか……」

「一度きちんとご挨あい拶さつをさせていただきたいと思っておりました。このような場で恐縮でございますが、身内のよしみで仲良くしていただけたらと思っております」

「こちらこそ、どうぞおよろしくね。機会があれば、私の殿舎にも遊びに来てくださいね」

　ほとんど社交辞令のつもりで言ったのだが、絲子は意外な返答をした。

「ありがとうございます。明日より中宮様が里さと邸やしきにお下がりになられますから、藤壺は寂しくなります。そのおりには是ぜ非ひお訪ねさせてくださいませ」

「里邸!?」

　朱子が言葉を反復したとき、左右の方向からそれぞれかたりと物音がした。どきりとして首を回すと、藤壺に通じる渡殿に小袿を着た女人が立っていた。傍かたわらには紙し燭そくを持った女房が一人付き従っている。そして西の、滝たき口ぐち付近の後方にも、同じように小袿姿の女人が、こちらも女房を一人従えて立っていた。

　絲子も含めて彼女達は、ちょうど三角形を作るようにして朱子達を取り囲んでいた。見も知らぬ人達に囲まれ、張りつめた空気を肌で感じる。

（───誰？）

　いや、きちんと考えれば分かるはずだ。御ご所しよで小袿を着る女人は限られている。

「これはまあ女御様方、おそろいで」

　やけに明るい声をあげたのは絲子だった。

　やはりそうかと認識したあと、針の筵むしろに座る心地ここちになった。

「すごい状況になったものですね」

　賢子が途と方ほうに暮れたようにつぶやいた。自分の気持ちを代弁するような発言に、朱子は渋々うなずく。

（夫婦が同どう衾きんしている室へやの周囲で、他の妃達が顔を突きあわせるって……）

　いくらなんでも修しゆ羅ら場ばすぎるだろうと悩ましく思っていると、傍らからくいっと袖そでを引かれた。見ると賢子が思いっきり怖い顔でささやいた。

「逃げましょう。普通に手におえる状況ではございません」

「いや、逃げるって……」

「三十六計逃げるに如しかず、と申しますでしょう。いま走り抜ければ、すれちがわずにすみます」

「なんでそこで兵ひよう法ほうなのよ？」

　突っ込みを入れている間に、二人の女御は弘徽殿側の渡殿の角まで歩いてきていた。おかげで自分の殿舎に戻るには、どうやっても彼女達とすれちがわなければならなくなってしまった。

「ほら、女御様がもたもたしているから……」

　主人に対してけっこう失礼なことを賢子は言うが、いまさらあとの祭りである。この状況にどう対応したら良いのか悩んでいると、背後から絲子がささやきかけた。

「よろしければ、私がお取り次ぎいたしましょうか？」

　朱子と賢子は同時に振り返った。絲子は実に親しげな表情を浮かべている。それがかえって最初に感じた冷ややかな笑顔を思い出させた。従姉妹という関係に一度安心したものの、理屈ではなく本能的に警けい戒かいを覚えてしまう。

　かといって女御二人を無視するわけにもいかないので、この場をやり過ごす方法が他に考えつかなかった。指示を仰あおぐように賢子を見ると、彼女は渋しぶ々しぶうなずいた。

「お願いいたします」

　賢子の要よう請せいに、絲子は澄ました表情で朱子達の脇わきを通り抜けた。朱子は賢子と目配せをしてから、彼女の後ろにつづいた。

　突き当たりまで来ると、二人の女御は顔の前にかざしていた扇を静かに下ろした。

　殿舎の位置から考えて、西側に立っているのが梅壺女御だろう。紙燭に照らされた小袿は、楓かえでの文もん様ようが織おり込こまれた香こう染ぞめ色いろだ。小こ柄がらでぽっちゃりとしていて、色の白い柔やわらかそうな肌が女性らしい印象だった。

　対して麗景殿女御と思われる女人は、葡ぶ萄どう色いろに白の文様を織り込んだ小袿を着ていた。こちらはやや長身で細身。全体的に吊り上がっているような、きつめで神経質そうな顔をしているが、それが見る人に知的な印象を与えてもいた。

　二人とも郁子のように誰もが眼を奪われる美貌ではなかったが、それぞれに特とく徴ちようのある美しい造ぞう作さくを持った人達だった。

「女御様方、こちらが新しく弘徽殿に参られた御方でございます」

　深々と頭を下げて絲子は言った。彼女の後ろで朱子は、むきあうようにして左右に立つ二人の女御の、どちらに先に挨拶をするべきなのか悩んでいた。

　ところが幸か不幸か、朱子が口を開く前に麗景殿女御が話しかけてきたのだ。

「こんな場所でお話しするのもなんですから、よろしければ私の殿舎に参りませんか？」

「え？」

「それがよろしゅうございますわ」

　軽く背中を押され、眼をむけるといつのまにか梅壺女御が傍らに立っていた。しかも前からは麗景殿女御が手首をつかむ。不自然な展開に不安を覚えたが、いくらなんでも振り払うことはできない。賢子を見ると彼女も眉を寄せていたが、渋々うなずいた。それは別に了りよう解かいしたわけではなく、どうにもならないからという諦あきらめに近い反応のようだった。





[image: ]






　清せい涼りよう殿でんをのぞけばはじめて入る他の殿でん舎しやは、自分の住まう弘こ徽き殿でんとはずいぶんと趣おもむきがちがっているように見えた。造りはほとんど同じはずなのに、たとえば柱一本にしてもしっくりと馴な染じんでいるし、設しつらえも程よく古くて人の息い吹ぶきが感じられた。

　あらためて自分が入じゆ内だいをしてから日が浅いことを認識する。弘徽殿の設えはまだまだ生なま硬がたくて、生活に馴染んでいない。

「落ち着いていて、よいお住まいでございますわね」

　何げなく述べると、脇きよう息そくにもたれていた麗れい景けい殿でんの女によう御ごは皮肉めいた笑みを浮かべた。

　彼女のはすむかいで、朱あや子こはびくりと肩を揺らす。

（え、なにか悪いことを言ったのかしら？）

　西にし廂びさしに設えた麗景殿女御の御お座まし所どころの手前に、朱子と梅うめ壺つぼの女によう御ごはむかいあうようにして座を用意されていた。ちなみに絲くみ子こは、朱子を二人の女御に紹介し終えると自分の局つぼねに戻っていった。

　内心でびくびくしつつ返事を待っていると、麗景殿はこほんとひとつ咳払いをした。反射的に朱子はぴっと背筋を伸ばす。

「ええ、もう何年もここに住んでいる、齢よわいばかりを重ねた妃きさきでございますから」

「……はあ」

　どう曲きよつ解かいしたらそういう嫌味に聞こえるのかと不思議に思っていると、賢子がそっと耳打ちをした。

「おそらく落ち着いて、という言葉がまずかったのでは」

「え？」

「麗景殿女御様は、主上おかみより九つ上でございますから」

「………」

「ついでに申しますと、梅壺様は六つご年長です」
















　朱子はたじろぎつつむかい側の梅壺を見た。彼女は夜更けだというのに供された唐から菓子くだものをぽりぽりとつまみ、しまいには退屈そうに欠伸あくびを漏もらした。こちらは朱子の発言に気を悪くしたようすはないが、助け舟を出そうという気配も一いつ切さいない。そもそも麗景殿の変化に気づいているのかどうかも怪あやしい反応だった。

　どうやら見た目どおりおっとり、悪く言えば周りをあまり気き遣づかわない人のようだ。見るからに神経質そうな麗景殿と、足して二で割ればちょうどよさそうな気もする。

（これは、とんでもない誘さそいに応じてしまったのかも）

　いまさらしてもしかたのない後こう悔かいに囚とらわれる。そもそも誘われた段階で腕をつかまれてしまっていたので、断れるはずもなかったわけだが。

　なんとも気まずい空気の中、梅壺が菓子をかじる音だけが絶えず聞こえている。彼女はひとまず口の中のものを嚥えん下げし終えると、どうでもよいことのように口を開いた。

「何年居ようと、しょせん主上は藤ふじ壺つぼの御おん方かた一筋でございますから」

　驚く朱子に、麗景殿は深々とうなずいた。

「添そい臥ぶしとして入内されて以来、藤壺の御方は主上の心を独どく占せんしておられます。私達など最初から入る余地はございませんでした」

　そこで麗景殿は一度言葉を切り、ふたたびあの皮肉めいた笑みを浮かべた。いっぽう梅壺は、口の回りについた菓子屑くずを指で拭ぬぐってそれをぺろりと舐なめた。

　二人がなにを言いたいのか分からず、朱子は双そう方ほうを交互に見比べる。

　しかしいつまでも黙っていることは性にあわず、なにかこの場を取とり繕つくろうための、相手の機き嫌げんを良くするための言葉を探して口をはさむ。

「そういえば中ちゆう宮ぐう様は、明日里さと邸やしきにお下がりになられるそうですね」

　先ほど絲子が口走っていた話題に触れてみる。帝の寵愛が深いあまり、郁さと子こはなかなか里帰りが許されずにいたと聞いている。目の上のたんこぶとも言うべき后きさきがいなくなるのなら、原因がなんであれ彼女らには朗報だろうと思ったのだ。

　はたして麗景殿は、それまで陰いん鬱うつだった表情をぱっと輝かせた。

「ええ、弘徽殿様のおかげですわ」

「え？」

「関かん白ぱく様が主上におっしゃってくださったのですよ。このままではお産で御ご所しよを穢けがしかねないから、一日でも早く返すようにと」

「………」

　別に父の言い分はまちがっていない。お産を穢れとして忌いむことは一般的で、神聖な場所である御所は、たとえ后とはいえ穢すわけにはいかないのだ。極きよく端たんな例だが御所で療りよう養ようをしていた妃も、臨りん終じゆう間ま際ぎわになれば死を回かい避ひするために出されるのが常だ。

　そんな常識で考えるいっぽう、ふと朱子は思ったのだ。

　───父は朱子のために、中宮を強ごう引いんに退出させたのではないのだろうか？

　そこまで考えて、朱子はあわてて疑念を打ち払おうとした。そんなはずはない。父は常識で判断したのだ。帝を悪く言いたくはないが、懐かい妊にんした中宮をここまで留とどめておいたほうが非常識だったのだ。

「そうだったのですか。父も心苦しかったこととは思いますが───」

「藤壺の御方は里邸のご準備もままならない状況なので、もう少し御所においでになられたかったようですが」

　あいかわらずどうでもよいというような梅壺の物言いに、朱子は眼を見張る。

　そんな視線をよそに梅壺は、いよいよ最後の唐菓子を頰ほお張ばり、ぽりぽりと嚙かみしめるように咀そ嚼しやくしつづけていた。食べることに気を取られ、自分の発言に対する朱子の反応を気にした気配はない。しかたがなく朱子は麗景殿に視線を移した。

「準備がままならないとは？」

「お父上がお亡くなりになられたでしょう。弟君はまだお若くて、里邸の手入れもままならない状況だそうですわよ。お気の毒なお話ですわ」

　などと言いながら麗景殿の物言いは小気味よさげだ。腹のうちがいっこうに読めない梅壺に比べて、本当に分かりやすい人である。

　しかし中宮に対して悪意を持たない朱子は、そう簡単に受けとめられなかった。

「そのような状況でお帰りになられるのですか」

　知らずに眉をひそめた朱子に、まるで弁明でもするように麗景殿が答える。

「まあ里邸は、昨年親しん王のう様をお産みになられたときにも使っていらっしゃいますから、さほど傷いたんでいるようなこともないでしょうが」

　しかしそれを聞いても、朱子の胸中はやはり複雑だった。

　はたして父は承知のうえで、郁子の里帰りを強制したのだろうか？　だとしたら関白として、いや叔お父じとして少しは援助して然しかるべきではないのか？

「それよりも人がいないことのほうが、不安だそうですわよ」

「人がいない？」

　朱子の問いに麗景殿は、ええ、とうなずいた。

「女によう房ぼうはもちろんですが、警護の者もあまりおりませんからね。そのあたりをご懸け念ねんなされて、親王様は御所にお預けになられて戻られるそうです」

　そういえば先ほど絲子が、社交辞令だろうが中宮の里帰りのあとは弘徽殿に遊びに来ると言っていた。しかし御み匣くしげ殿どのの立場であれば、郁子の宿下がりに従いそうなものだ。

　ひょっとして絲子は、親王のために御所に残るのかもしれない。それは中宮として十分な人を雇うにも事欠くほど、郁子が困こん窮きゆうしているということなのだろうか。経済的な問題なのか、あるいは世情を見越して人々が離れていってしまったのかは分からないが。

「心配ですわね～～」

　それまで黙っていた梅壺がぽつりと言った。彼女はいつのまにか、口いっぱいに頰張っていた唐菓子を咀嚼し終わっていた。

　朱子の視線を受け、梅壺は満足げに微笑んだ。それはまるで唐菓子の味覚に感動しているような表情だった。

「都も近頃ではすっかり物騒になりましたでしょう。いつ夜や盗とうなどに押し入られるやもしれませぬから」

　背中に冷ひや水みずを浴びせられたような気がした。夜盗の可能性ではなく、それをさも楽しげに言う梅壺のほうが恐ろしかった。

　あまりの毒どく舌ぜつにしばし気け圧おされていた朱子だったが、なんとか気力を取り戻す。

　確かに同じ妻として、朱子も郁子には複雑な思いがある。しかしいくらなんでもそれは言い過ぎだ。人として道理にはずれている。

「それならば、きっと主上が首しゆ尾びよく取り計らってくださるでしょう」

　きっぱりと朱子は言った。あれだけ郁子に心しん酔すいしている帝みかどが、彼女の窮きゆう地ちを見過ごすはずがない。なかなか里帰りが叶かなわなかった理由はあんがい帝の我わが儘ままではなく、郁子の寄よる辺べのない環境を配はい慮りよしてのことだったのかもしれない。

　反発をあからさまにした朱子に、麗景殿は思いっきり不機嫌な顔をする。しかし当の梅壺は怒りもせず、まるで憐あわれむような口調で言った。

「きっと弘徽殿様も、そのうちお分かりになりますわ」

「そのうち？」

「だって弘徽殿様も、いまだ夜のお召めしはないのでございましょう」

　虚きよを突かれたようになる朱子の傍かたわらで、それまで黙っていた賢子が堪たまりかねたように身を乗り出した。

「それは女御様がまだ稚おさない───」

「やっぱりそうですよね」

　賢子の抗議をさえぎり、からっと朱子は言った。梅壺と麗景殿はもちろん、賢子も訝しげな表情で朱子を見た。

　彼女らの視線を正面から受け、朱子は奮ふるい立たった。

　二人の女御の気持ちが分からないわけではない。朱子とて危機感は持っている。他ひ人と事ごとではない。もし郁子に対する帝の想いが彼女らの言ったようなものであれば、近々のうちに朱子も同じ鬱うつ屈くつした感情を抱いだくようになるのだろう。

　それでも朱子は、自分の心のうちにあるもやもやした感情を力ずくで振り払った。

　他人の幸福を妬ねたむことはあっても、不幸をあざ笑うことはしてはいけない。




　───泥でい中ちゆうの蓮はすという言葉をご存じ？




　幼い頃、あの尼あま君ぎみに教わった言葉を思い出す。

　さすがに蓮の花のように美しく生きられるとは思っていないが、たとえ泥に根を張っていても、眼まな差ざしだけはあの花のように青く澄んだ空にむけていたい。

「中宮様のように優れた御方なら、主上も心を奪われてとうぜんですわ。私もぜひ見習いたいと思います」

　朱子の言葉に、二人の女御はそろって眉を寄せた。麗景殿はともかく、梅壺がこのような反応を示すことは少し意外だった。

「遅くなってしまいました。今宵はこれで失礼いたします」

　朱子がそっと目配せをすると、賢子は心得たようにうなずく。二人は同時に立ち上がると、不機嫌顔の女御達をよそに麗景殿をあとにしたのだった。
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　翌朝。目覚めるのと同時に、昨夜のあれこれがよみがえった。

　初対面から皮肉を言ってきた絲くみ子こ。きりきりと癇かん症しようそうな麗れい景けい殿でん。おっとりと恐ろしく残ざん酷こくなことを口にする梅うめ壺つぼ。彼女らの毒どつ気けにすっかりあてられてしまっていた。うんざりとして目をつむってみたが、かえって光景が鮮あざやかによみがえる。

　ついに朱あや子こは観念して起き上がった。女によう房ぼう達もまだ休んでいるようで、御み簾すのむこうで人が動く気配はない。部屋の明るさからして御み格こう子しがあげられた気配もなかった。あさぎよめ（朝の掃そう除じ）の時刻にさえなっていないということか。

　女房らを起こすつもりはなかったが、目覚めたまま床とこにいるのも苦痛である。こんな物音もしないところに一人でいると、色々と嫌なことを考えてしまうからだ。

　短い逡しゆん巡じゆんのあと、朱子は衾ふすまを肩にかけて立ち上がった。萩はぎもそろそろ枯れはじめたこの季節の朝晩はだいぶ肌寒い。抜き足差し足で御簾をくぐり抜けて、物音をたてないようにして妻つま戸どにむかう。そっと戸を押し開けて簀すの子こに出ると、漸ようよう白くなりはじめた朝ぼらけの庭には、うっすらと靄もやが広がっていた。

　壺つぼ庭にわに面した西の簀子に回り、朱子はひとつ背伸びをした。女房達を起こさないよう身をすくめて動いていたのだが、ここまで来れば大丈夫だろうと思ったのだ。

　しかし気が抜けたとたん、昨夜のできごとがふたたび記憶によみがえってくる。

　麗景殿と梅壺の人柄は、自分がとやかく言うことではないし非難するつもりもない。

　それでも梅壺の放った一言は、朱子の胸に深く突き刺さっていた。

　───だって弘こ徽き殿でん様も、いまだ夜のお召めしはないのでございましょう。

　正直どきりとした。意地であんなふうにとっさに切り返したが、疑いと不安は芽生えていた。自分が夜に召されないのは、十三歳という年齢ゆえだと思っていた。だが本当にそうなのだろうか？　もしかしたら郁さと子こを慮おもんぱかって、できるだけその日を遅らせようとしているのではあるまいか？

（───そうだとしたら？）

　朱子は衾の左右の襟えりを寄せて、ぎゅっと握りしめた。

　郁子の幸福を願うまではできずとも、彼女の不幸を望まずにいられるだろうか？　そのように自分の心を保つことができるだろうか？　あの二人の女御だって、最初からそのような心持ちだったわけではあるまい。長年の鬱うつ屈くつした思いが、あんなふうに彼女達を変えてしまったのかもしれない。

　まるで石を吞のみ込んだように、胸が重くなった。朱子は唇をきゅっと結び、なにかを振り切るように首を横に振った。

　そのとき、壺庭を挟んだむかいの簀子にある人影に気づいた。朱子はぎょっとして、中に戻ろうと踵きびすを動かしかけた。とても人前に出られるようなものではない、自分の装いを思い出したのだ。

　しかし相手のほうがぴたりと足を止めた。

「女によう御ご様？」

　小鳥の囀さえずりのような可か憐れんな呼びかけに、朱子は足を止める。こんな時刻に一人で、しかもこんな装いでいる人間をなぜ女御だと思ったのかは分からない。しかし朱子は相手の装いにはっとする。朝あさ靄もやの中に立つ女によ人にんは、昨夜見た蘇芳すおうの小こ袿うちぎを着ていた。

「中ちゆう宮ぐう様？」

　確認するように問うと、彼女がこくりとうなずいたように見えた。ただ遠目だったのではっきりとはしない。尋ねておいて朱子自身も半信半疑だった。おそらく上うえの御み局つぼねから戻るところなのだろうが、なぜ中宮ともあろう者が女房もつけずに一人で帰っているのか。

「あの、お一人───」

　朱子が言い終わらないうちに、郁子は膝ひざからがくんとくずおれた。驚くのと同時に郁子が身み籠ごもっていることを思い出した朱子は、ほとんど反射的に階きざはしを駆け下りた。そしてもちろん裸足はだしのまま壺庭を横切り、藤ふじ壺つぼ側の階きざはしを駆け上がった。

「大丈夫ですか？」

　倒れたのかと心配したが、郁子は高こう欄らんを握って膝立ちの姿勢を保っていた。駆け寄ってきた朱子に、郁子は眼を疑うような表情を浮かべている。服装といい行動といい、女御としても貴族の娘としてもあるまじきふるまいであることはまちがいない。しかし目の前で人が倒れたときに、そんな体てい裁さいを気にしてもしょうがない。

　傍かたわらにしゃがみ込んだ朱子は、郁子の肩に手を添えて顔をのぞき込んだ。特に苦しそうでも、顔色が悪いわけでもない。

「女房達を呼んでまいりますわ」

「お待ちになって」

　郁子は腰を浮かしかけた朱子の袖口をつかんだ。

「大丈夫ですわ。少しふらついただけですから」

「ですが………」

「いいの。みな、疲れているから、休ませてあげたいの」

　少しだけ強くなった口調に、朱子は胸を突かれた。

　たしか女房の数も足りないように聞いていた。言葉をなくす朱子の前で、郁子はすくっと立ち上がった。東雲しののめの下で見る彼女は、月夜で見たときとはちがった清せい浄じような美しさがあった。顔立ちそのものは似ていたが、絲子からはこの清らかさは感じられなかった。

「本当に大丈夫ですか？」

　郁子の真意を思えば、その意を酌くんであげたいと思った。とはいえやはり不安で、確認するように朱子は訊きいた。立ち上がった郁子は、傍らで自分を見上げる朱子に視線を落とした。

「ありがとう。あなたは、とても優しい人ね」

　さらりと告げられた言葉に、朱子は眼をぱちくりさせる。

「本当に、主上おかみが仰せになられたとおり───」

「………」

　ものが言えないでいる朱子に、郁子は神こう々ごうしくさえ見える清らかな笑みを投げかけた。その瞬間、すとんと胸に落ちるものがあった。

（ああ、この御おん方かただからなのか………）

　理屈や理論ではなく、感情で分かった。父の言い分はまちがっている。

　関白の娘だからではなく、郁子だから帝は彼女を寵愛したのだ。

「どうぞ、主上をおよろしくね」

「え？」

　郁子は小袿の裾すそをさばき、簀子をまっすぐと進んで行っていた。ぱたりと妻つま戸どの閉じる音に、ようやく朱子はわれに返った。

「主上をよろしくって………」

　意味が分からない。いくら郁子が優れた人柄だからといって別の、しかも十三歳にしかならない妃きさきに言う言葉とは思えない。

　朱子は、郁子が歩いていった先の簀子を見つめた。なぜきちんと追求しなかったのだろう。今日から里帰りをすると聞いていたから、もし真意を訊きけるとしたら出産が終わってからになってしまうではないか。

　そこで朱子は物思いから立ち返った。

「いけない、みなが起きてくるわ」

　乳う母ばが気づかないうちに戻らないと、こんな格好で外に出たことがばれたら大目玉をくらう。すっきりとしない思いを抱いたまま階を下った朱子だったが、このときはよもやこれが、郁子との最後の対面になるなどと考えてもいなかった。
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　その翌日の夜、十じゆう三さん夜やの宴うたげが催もよおされた。

　長なが月つきの十三日の夜の月は、栗くり名めい月げつ、豆まめ名めい月げつとも呼ばれ、中ちゆう秋しゆうの名月に次いで美しいとされている。この月を愛めでながら催される宴が『十三夜の宴』である。

　この夜にあわせて清せい涼りよう殿でんの前せん栽ざいは美しく整えられ、管かん弦げんの音ねが鳴り響ひびく中、月明かりに照らされて来らい賓ひんの眼めを楽しませていた。

　親しん王のうや主たる朝ちよう臣しん達が出席する宴には、もちろん帝みかどの妃きさきである三人の女によう御ごも、それぞれ装よそおいを凝こらして出席した。朱あや子このために女によう房ぼう達が選んだ衣い装しようは、白の唐から衣ぎぬに萌もえ黄ぎの表うわ衣ぎをあわせた白しら菊ぎくの重かさねだった。

　帝を中心に左右に座が設しつらえられ、それぞれの間は几き帳ちようで隔へだてられている。貢こう献けん年数なのか年功序列なのか、帝の両りよう脇わきに麗れい景けい殿でんと梅うめ壺つぼが並び、朱子は梅壺の隣となりに座を得た。

　どちらの隣でも憂ゆう鬱うつだが、いくらかでも麗景殿のほうが気楽だったようにも思う。

（まあ、五ご十じつ歩ぽ百ひやつ歩ぽだけど……）

　新参の妃だからしかたがないが、この機会に帝の隣に座れたらと思う。そうしたら几帳の隙すき間まからでも気軽に話ができるかもしれないのに。

　そんなことを思うのも、ここ三日間帝の訪れがなかったからだ。

　文ふみだけは必ず届くが、御ご所しよに入ってからこんなことははじめてだったので、どうしたらよいのかすっかり戸と惑まどってしまっていた。帝も暇ひまではないのだから、そんなことがあってもしかたがないと思うが、やはり不安は消えなかった。

　十とお日か余あまりの月つきの夜、二人の女御と交かわしたやりとりを思い出す。

　郁さと子こを里さと邸やしきに戻すよう押し切ったのが父だという事実は、少なからず朱子に衝しよう撃げきを与えた。御所をお産で穢けがさないためという常識が理由なら、寄よる辺べのない郁子に対して、関かん白ぱくとして叔お父じとして、配はい慮りよがあって然しかるべきだ。それをしないで退出だけ勧すすめたというのなら、やはりなんらかの思おも惑わくは拭ぬぐえない。

　月を観みる余よ裕ゆうなどとうていなく、朱子は扇おうぎの先で額をきゅっと押さえた。

「お父様の関白様は、ご参加されておられないようですね」

　唐とう突とつに聞こえてきた声に、朱子は驚いて扇を離す。梅壺の声にちがいない。几帳の先を見るが、帳とばりはわずかも動く気配を見せなかった。

　確かに御み簾すの先の簀すの子こに父がいる気配はなかった。身分を考えれば招待されていないことはありえないが、物もの忌いみや死し穢えに触ふれたなど外出を控ひかえる理由はいくらでもある。父もそんなことを、帝ならともかくいちいち娘に伝えはしないだろう。朱子のほうも出勤を示す日につ給きゆう簡のふだの確認などさせてはいない。

「そういえば、そうでございますね」

「ご存じでした？」

　どうということもないように答えた朱子に、帳の先から梅壺は問い直す。朱子は不ふ審しんを抱いだきつつも、首を横に振った。まちがいなく見えていないだろうが、おそらく梅壺は朱子の返事など待っていないように思った。

　あんのじょう苛いら立だった気配もなく、梅壺の声が聞こえた。

「主上おかみと関白様、仲なか違たがいをなされたそうよ」

「………」

「だから宴にも参加されていないのよ」

「な、なぜですか!?」

　思わず朱子は几帳に詰つめ寄よる。やおら、むこうから押されるようにふわりと黒の幅の筋すじが浮き上がった。のぞき穴である〝ほころび〟から、こちらを見る梅壺と目があう。彼女はいかにも人のよさそうな、屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「あなたを中ちゆう宮ぐうにするように願い出られて、それが断られたからだそうよ」

　朱子は耳を疑った。意味が分からなかった。帝にはすでに、郁子という中宮がいる。彼女が亡なくなりでもしないかぎり、朱子が中宮になるなどありえない。

「なぜ………」

　つづく言葉が出てこなかった。なにゆえ父がそのような暴挙を働こうとしたのか？　娘である自分が、他人にそれを訊きくなどあまりにも滑こつ稽けいな話ではないか。しかも自分がかかわっていることなのに。

　問い詰めたいという誘ゆう惑わくを、朱子はかろうじて抑おさえた。場所柄もだが、相手があまり信用できる人間ではないからだ。

「そうですか」

　あらためて低い声で答えると、朱子は口をつぐんだ。梅壺は拍ひよう子し抜ぬけした顔をするが、それ以上なにも言わずに、ほころびを広げていた手を下ろした。

　梅壺の眼がなくなってから、朱子は傍かたわらに控える賢さかし子こを呼び寄せた。一連のやりとりを見守っていた賢子は、さすがに不安げな面おも持もちで近づいてきた。

「お父上に事情を説明したうえで、早さつ急きゆうにお越しいただくよう文を書いてちょうだい」

「それが、先ほど女によう官かんから聞きましたが、本日関白様は物忌みと称しようして、ご出しゆつ仕しをおやめになられたそうです」

　眼を見張る朱子に、賢子は肯こう定ていするようにうなずいた。

　確かに帝に対して正面から、判断に不服があるから欠席するとは言えない。となれば、とうぜん朱子の要よう請せいにも応じられるはずがない。短い思案のあと朱子は、ともかく文を出して父から返事をもらってくるように命めいじた。

「かしこまりました」

　声をひそめて答えると、賢子は退席していった。賢子であれば朱子の意図を酌くみ、要点をまとめた文を書いてくれるだろう。

　一息ついたあと、朱子は几帳の先を見つめた。もちろん帳しか見えないのだが、その先の梅壺を通り越して帝のことを思う。

　この三日間おいでがないのは、父との対立が影えい響きようしているのではあるまいか。

　三日前に訪れたとき、父は帝が朱子と話すことを楽しんでいるように言った。少なくともあのときは帝と対立している様子などうかがえなかった。確かにあの日も帝は来なかったが、あれは父の訪問を受けて遠えん慮りよしたか、時間が重なってしまったという理由もあったのだろう。

　だがその翌日も、今日の昼も帝は来なかった。その間に郁子の里帰りがあった。

　突きつめて考えてゆくうちに、居たたまれない気持ちになってゆく。里帰りの強制は不本意でも、世の常識と考えることができた。しかし朱子の中宮冊さく立りつはありえない。世の道理を覆くつがえしかねない暴挙ではないか。

　確かに常識や決まりは、情勢や時代によって変わる。しかし人が守らなければならない道理は、なにがあっても変わらないはずだ。

　朱子は膝ひざの上で指を握りしめた。

「少しよう納な言ごん、よい音色であった」

　穏おだやかでよく通る声に、朱子は物思いを断ち切られる。帝の一言は、簀子で笛を奏していた若い朝ちよう臣しんにむけたものだった。

「秋しゆん風ふう楽らくは、中宮が好きな曲だった。いまさらながらこの席にいられなかったことが残念でならないよ」

　特にこだわったふうもなく帝は中宮の名を出したが、あきらかに御簾のむこうの空気はざわついた。関白が欠席していることなど、彼らは最初から気づいているはずだ。あるいは帝も、関白がいないからこそ言えた言葉なのかもしれないが。

　几帳に隔てられ、朱子の位置からは帝の表情は分からない。だから彼が朝臣達の戸惑いをどのように受けとめているのか見当もつかなかった。

「少納言。中宮が戻ってきたとき、ぜひまた聴きかせてやってくれまいか」

「……身に余るお言葉、光栄にございます」

　御簾越ごしに聞こえる少納言の声はどこかぎこちなかった。迷めい惑わくとまではいかないが、あきらかに戸惑っている。父の存在を思えば、後うしろ盾だてのなくなった中宮に近づくことはできるなら避さけたいにちがいない。

　帝も少納言もそれ以上言葉を発せず、あたりの空気は張りつめた。

「それでは少納言、次は私のために一曲奏かなでてもらえぬか」

　やけに朗ほがらかな声をあげたのは、麗景殿女御だった。さして存在感のない妃の発言を人々は訝いぶかしく思っただろうが、少納言にとっては助け舟にも等しいものだったようだ。彼ははずんだ声で返答した。

「もったいないお言葉で、なにをご所しよ望もうでしょうか？」

「想そう夫ぷ恋れん。あの曲を所望じゃ」

　なんとも意味深な選曲に、先ほど以上に空気が強こわ張ばった。

　二人の女御とて、粗そ略りやくに扱あつかわれているわけでも顧かえりみられていないわけでもないのだ。それなりに地位のある妃として、帝は二人を丁てい重ちように遇ぐうしている。それは朱子も同じだった。

　もし妃が麗景殿と梅壺の二人だけであれば、彼女らもどうとも思わなかっただろう。あんがい帝の寵ちよう愛あいなどそんなものだと気づかなかったかもしれない。

　だが目の前に郁子という、本当に愛されている后きさきがいる。身分や立場ではなく、帝という一人の少年が心から敬愛している女によ人にんがいるのだ。自分との境きよう遇ぐうの差に気づいた彼女達の心境を思うと、入じゆ内だいしたばかりの朱子でも胸が締めつけられる気がする。

　しかしそのいっぽうで朱子は帝の心情をも思う。

　人の心が他人の命令や思惑でどうにもならぬものであれば、身分や地位でも完全に支配できるものではない。真実に郁子を愛している帝にとって、いまのふるまいは彼ができる精せい一いつ杯ぱいの彼女達への誠意なのだ。

「そ、想夫恋ですか？」

　気の毒に少納言は、いっそう困り果てたように確認を取る。しかし麗景殿に退ひく気配はない。

「そうじゃ。もちろん知っておろう？」

「まあ、麗景殿様。意地悪が過ぎましてよ」

　高らかな笑い声と共に梅壺が声をあげた。対して麗景殿がどのような表情をしたのかは分からない。しかし梅壺は遠慮することもなく、同じ調子で話をつづける。

「想夫恋は弦げん楽がつ器きで奏でる曲。笛の名手である少納言に求めては気の毒というもの」

「……か、かたじけのうございます。梅壺女御様」

　助かったとばかりに少納言は言う。実際のところ笛で奏でられないこともないのだろうが、下へ手たに請うけ負おって帝の不ふ興きようを買いでもしたら大おお事ごとである。

　梅壺の意図は分からなかったが、あるいはここぞとばかり帝の機き嫌げんを取ろうとしたのかもしれない。さぞかし麗景殿が立りつ腹ぷくしているであろうと危あやぶんでいると、ふたたび几帳が膨ふくれ上あがった。

「いかがですか、弘こ徽き殿でん様。あなた様になにかご所望の曲はございませぬか？」

　ほころびから顔をのぞかせ、梅壺はにっこりと笑った。考えてみれば対たい峙じするときこの人はほとんど笑顔なのに、怖いという印象しか抱けないのはなぜなのだろう？

「──私？」

「ええ、新しくいらした御おん方かたに、一日でも早く馴な染じんでいただくために」

　朱子は眉まゆ根ねを寄せた。馴染んでもらうというのはどういう意味なのか？　後こう宮きゆうのあり方、あるいは後宮のやり方に？　先日朱子は、郁子の不幸を願う二人の女御への反発をあらわにした。その朱子に二人は言ったのだ───弘徽殿様も、そのうちお分かりになると。

　ほころびの奥から梅壺が見つめている。その後ろに見えるはずのない麗景殿も座っている気がした。

　二人の妃の声がこだまのように頭の中で響きあう。

　なにを青あお臭くさいことを言っているのだ。あなたもいまに分かる。

　ときめくことのできない妃が、子を産めぬ妃がそんな綺き麗れい事ごとを言えるはずがないではないか。人が己おのれの心を保つために、相手の不幸を願うのはしかたがないことなのだ。

　ふつふつと熱を持ったどす黒い感情が、波のように次から次へと押し寄せてくる。それは瞬またたく間まに溢あふれ返り、朱子の全身をからめとってゆく。

「さあ、どうぞ。弘徽殿様」

　誘惑するように、蠱こ惑わく的てきな梅壺の声がした。

　朱子はびくりとして上半身をのけぞらせ、そのまま身を固くする。

「いいえ」

　朱子は言った。

「私は新しん参ざん者ものの妃。お二方を差し置くことは筋が通りませぬ。どうぞお二人が先にお好きな曲をご所望くださいませ」

　自分の言葉を周りがどう受けとめたのかは分からない。だが強張った声こわ音ねにほとんどの者が不審を抱いたようだった。中でも気の毒なのが少納言で、彼は簀子で笛を握りしめたまま途と方ほうに暮れてしまっていた。

　管弦が途と絶だえ静まり返った宴の庭で、ひたすら虫の鳴き声だけが響いている。すっかり白けきってしまった中、ついに帝が呼びかけた。

「弘徽殿女御」

「……はい」

「あなたの生き真ま面じ目めな性しよう分ぶんは私も好ましく思っている。しかしここは梅壺の気持ちを酌んで、あなたが一曲所望なさい」

　静かだが硬かたい声音に、朱子ははっきりとした帝の怒いかりを感じた。

　あたりまえだ。せっかくの宴を台無しにされたうえに、その当人が屈くつ託たくを抱かかえる関白の娘なのだから。そもそもこの宴が最初からぎこちなかったのも、父が欠席しているところが大きかったのだろう。

　もちろん朱子にも色々言い分はある。だがここでとやかく事情を説明したところで、子供じみた言い訳にしか聞こえないだろう。

「───承知いたしました」

　もろもろの感情を吞のみ込み、はっきりと返事をしたのはただの意地だった。
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　気まずさに居たたまれなくなって、朱あや子こは早々に宴うたげの席をあとにした。

　母おも屋やの中で女によう房ぼう達に衣装を解かせていると、御み簾すをくぐって賢さかし子こが入ってきた。文ふみを書くために先に退出したから、あるいは自分の局つぼねに籠こもっていたのかもしれない。

　近くに腰を下ろした賢子を、朱子は立ったまま見下ろす。というのも唐から衣ぎぬ裳もという衣装を解くためには、案か山か子しのように立ち尽くさなければならなかったからだ。

「文はもう、出してくれた？」

「はい。ですが、そのことでお伝えしたいことが……」

　語ご尾びを濁にごす賢子に、朱子は怪け訝げんな面持ちを浮かべた。

　依い頼らいした文の内容が内容だけに、賢子の言いたいことが気になった。しかも彼女が口ごもるということは、あまり人がいるところで話すべき内容ではないのだろう。唐衣裳を解いて小こ袿うちぎに着替えると、朱子は早々に他の女房達を退出させた。

　かくして母屋は二人だけになったが、それでも朱子は賢子のほうに身を寄せ、声をひそめて尋たずねた。

「それで、なにがあったの？」

「はい。実は件くだんの事情について知っていると、御み匣くしげ殿どのが」

　思いがけない名前に朱子は眉まゆを寄せた。

「それでもし女御様がご希望でしたら、事情をお話ししてもよいと」

「私があなたに文を書かせたことを、御匣殿に言ったの？」

「滅めつ相そうもございません」

　きっぱりと賢子は否定した。初対面から絲くみ子こにはきつくあたっていたから、そうとう警けい戒かいしているのだろう。あるいはよほど相あい性しようが悪いのか。もちろん朱子もしょっぱなから皮肉を言われているので、どうしたって好意を持てる相手ではなかったが。

「清せい涼りよう殿でんにいたようです。こちらは気づきませんでしたが、考えてみれば彼女の立場は女によう官かんですから、いても不思議ではありません」

「それは要するに、私達のやりとりを立ち聞きしていたってこと？」

「そうなのか、あるいは他の女官から聞いたのかもしれません」

　朱子は気難しい表情で考え込んだ。父が朱子の中ちゆう宮ぐう冊さく立りつを目もく論ろんでいることは、梅うめ壺つぼが知っているぐらいだから絲子が知っていても不思議ではない。だが───。

「なぜ御匣殿は、自分の情報を私達に知らせようとしたのかしら？」

「そこなのですよね、疑問は。初対面からいきなり嫌いや味みをかましてくるような女が、こちらの窮きゆう地ちに手を差し伸べようとするはずがありませんから。普通なら〝ざまあ〟と嘲あざ笑わらっているものですよ」

　容よう赦しやなく賢子は断言した。端はなから善意という可能性を否定しているあたりがあっぱれであるが、事情を知っているという言い分には心が動かされる。父からの返事を待っている状態だが、いつ来るかも分からないものをやきもきして待っているのは性にあわない。

「いかがなさいますか？」

　用心深く賢子が問う。一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんのあと、朱子は思い切って言った。

「分かったわ。御匣殿を連れてきてちょうだい。できたら他の女房達に気づかれないようにね」

　賢子はこくりとうなずくと、あっさりと席を立っていった。てっきり止められると思っていたので意外だった。

　しばらく待っていると、御み簾すのむこうに賢子が絲子と連れ立ってやってきた。

　御お座まし所どころで待っていた朱子は、袖そでのうちで指を握り気を引きしめる。

　絲子は賢子に促うながされ、朱子の正面に用意されていた円わろう座だに腰を下ろした。賢子は朱子の傍かたわらで、まるで乳う母ばのように二人のようすを見守っていた。

「ご苦労でしたね、御匣殿」

　ひとまず労をねぎらってから、朱子はあらためて絲子の姿を見つめた。

　先日は月明かりと篝かがり火びの下で対面した。今回、狭い室へやに灯ともした大おお殿との油あぶらの下で見る彼女の姿は以前より際きわ立だって見える。
















（並みの容よう貌ぼうだと月明かりの下のほうがきれいに見えるものだけど、この人はそうじゃないのね）

　はっきりとした場所で見れば見るほど美しい。要するに本当の美人だからだ。そしてその顔立ちは、やはり郁さと子こに似ていた。

（あくまでも顔立ちだけね）

　郁子と会ったときにも思ったが、絲子には郁子の持つ清せい廉れんさがなかった。年ねん齢れいはおそらく二つ、三つ絲子のほうが年下だろうに、彼女からは老ろう獪かいともいうような油断のならないものを感じた。

「あなたは、中宮様によく似ておられるのね。やはり従い姉と妹こだからかしら？　とはいっても、私も中宮様とは従姉妹同士だけれど」

　世間話のつもりで印象を語ると、絲子はああ、とあいづちを打って答えた。

「恐おそれながら、そのようによく言われます。実は私、中宮様と二に重じゆうの従姉妹になりますのでそのためではないかと」

「二重の従姉妹？」

「はい。私の母が中宮様のお母上の腹はら違ちがいの妹にございます」

　つまり父方、母方ともに郁子の両親の腹違いの弟てい妹まいということだ。

「それは思っていた以上に、近いご関係でしたのね」

「ええ、なんの因いん果がでこのようにつまらぬ立場になりましたものか………」

　さらりと告げられた一言に、朱子は眼を見張る。

　単なる謙けん遜そんで、主人である郁子を尊重するがゆえの発言とも受け取れる。しかし張りついたような絲子の笑顔に、朱子は彼女の鬱うつ屈くつした不満を感じ取った。

　脇わき腹ばらの叔父と結婚をしているところから考えて、おそらく母親も脇腹の娘なのだろう。その出生の差が二人の中宮と御匣殿という身分に表れている。そう考えると容姿が酷こく似じしていることを皮肉に感じてしまう。御匣殿という上じよう﨟ろうを〝つまらぬ〟と表現したことに、謙遜よりも現状に対する絲子の不満を感じた。

　ひとまず思考を切り替えて、朱子は本題に入った。

「賢子から聞きました。あなたは父がなにを根こん拠きよに私の中宮冊立を持ち出したのか、経けい緯いをご存じなのですか？」

「はい。帝みかどが中宮様にお話をしておられましたから」

　こちらがまだ尋ねてもいないのに、絲子は理由まで述べた。悪びれたようすも臆おくしたようすもない。自分から情報提供を持ちかけたのだから、あたりまえだろうが。

　しかしその話を聞いたときの郁子の心境を思うと、申し訳なさで居たたまれなくなる。そもそも複数の后妃を持つ帝でも正妻となる中宮は一人きりだ。朱子を中宮に立てるということは、郁子が退ひくか、あるいは廃はい后こうを求めているということになる。もちろんなんの非もない后きさきを廃するなどできるはずもないから、父が郁子に自ら退くように求めたことが考えられる。

（関かん白ぱくの権けん威いにものを言わせて？）

　さすがにそこまでするとは考えられなかった。確かに父は強引なところはあるが、それは物事をうまく推おし進すすめるための行動で横暴ではなかった。

　だが朱子が見てきたのは、あくまでも家庭内での父である。父が関白として世間でどのように思われているのか、朱子はまだよく知らなかった。

　ふと事情を聞くことが怖いという感情がこみ上げた。自分が知らない父の一面をあらためて突きつけられるのではという予感があった。

（でも、どうせ逃げたっていずれは分かるのだから）

　朱子は決意を固めるよう、唇くちびるをきゅっと結んだ。

「主上おかみはどのように仰おおせだったのですか？」

　ようやく朱子は切り出した。

「父がどのような理由をつけて私の中宮冊立を申し出たのか、あなたが聞いたことを話してください」

「喜んで」

　間かん髪はつを容いれずに絲子は応こたえた。それがあまりにもはきはきしていたので、ひょっとして彼女は、これを伝えることを心待ちにしていたのではないかと思った。

　朱子は用心深く絲子の表情をうかがう。ゆらゆらと揺ゆれる大殿油の明かりが、彼女の白い面おもてを妖あやしく照らし出した。

「事の発ほつ端たんは、お亡なくなりになられました二に条じようの后きさき様でございます」

　絲子の口から出た名は、思いがけないものだった。二条后というのは先せん帝ていの皇こう后ごうのことである。夫ふ君くんである帝の崩ほう御ぎよ後は二条の里さと邸やしきで暮らしていたが半年ほど前に亡くなっていた。ちなみにこの方は子を生なしておらず、今きん上じようの母親ではない。

「二条の皇后様の崩御が、なぜ私の立りつ后こうと関係があるのですか？」

「皇后の地位が空くう位いになりましたので、中宮様に皇后きさい宮のみや様に転じていただきたいと仰せになられたそうです」

「あ、なるほど」

　意味が分からず目を白黒させる朱子の傍らで、賢子が得とく心しんがいったというようにつぶやいた。

「え、どういう意味なの？」

「藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様の立后に伴ともなって、今上と先帝のお二人の皇后が世に並ぶ形になりましたでしょう。そのため便べん宜ぎ上じよう、もともとは同じ意味である皇后と中宮を使い分けるようになりましたよね」

　賢子の説明に朱子はようやく理解することができた。

　三さん后こうと呼ばれる皇后、皇こう太たい后ごう、太たい皇こう太たい后ごうの地位は、本来はどの帝の后であろうと重ちよう複ふくするものではなかった。郁子が入内したとき、二条后は先帝の中宮の地位に依い然ぜんとしてあった。つまり中宮の地位に空きはなかったのである。

　これまで似たような状況は何度かあったが、大たい抵ていの后は夫君の崩御後に出しゆつ家けしていたので、長くとも数年内に空きができていた。

　ところが二条后は、いつまで経たっても落らく飾しよくする気配を見せなかった。折りあいの悪かった先の関白、すなわち郁子の父に対する嫌いやがらせだともっぱらの噂だった。彼女が后の地位に留とどまりつづければ、空きがないので郁子の立后は不可能となる。

　ところが業ごうを煮やした先の関白は、皇后と中宮を分けるという詭き弁べんを用いて娘の立后を強引に成なし遂とげてしまったのだ。結果として二条后は、中宮から皇后宮という地位に押し上げられる形になった。当時はいまは亡き太皇太后、皇太后も存命だったので、ひとつ余りの四后並へい立りつと揶や揄ゆされていたそうだ。

　同じ策を弄ろうして、今度は郁子を皇后宮に押し上げようというわけだ。この二つの位を比べれば、前例からして皇后宮のほうが〝前の時代の人〟という印象は拭ぬぐえなくなる。

　なんというか先の関白──朱子からすると伯お父じだが──も、よもやこんなしっぺ返しをくらうとは考えてもいなかっただろう。

（すごい、お父上。抜け目がない………）

　思いっきり反発していたにもかかわらず、ちょっと感心すらしてしまっていた。

　同じことを思ったのか、しみじみと賢子が言った。

「なるほど、確かに理り屈くつは通っておりますね」

「駄だ目めよ。理屈は通っても、道理が通っていないじゃない」

　二人のやりとりを聞いていた絲子の表情に、次第に困惑の色がにじむ。普通に聞けば中宮冊立への好材料なのに、朱子当人が批判的なのだからあたりまえだろう。

「あの、女御様は中宮になりたくないのですか？」

　遠慮がちな絲子の問いに、朱子は逆に問い返す。

「そういう御匣殿は、中宮様が皇后宮に押し上げられることに納なつ得とくしているの？」

　情報を提供してもらっておいてこんなことを思うのもなんだが、郁子の女官として絲子の態度は不自然だ。もちろん絲子は事実を伝えただけで、彼女の行動によって状況が変わるわけではない。しかし彼女が郁子側の人間ならば、敵、すなわち朱子達が喜ぶような情報を自分から進んで漏もらす理由が分からない。

　はたして絲子は、虚きよを突かれたような表情をする。

　しかし彼女はすぐに表情を取り戻し、口こう角かくをあげてにっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑顔は初対面のとき、渡わた殿どので見せたものにそっくりだった。丁てい寧ねいかつ穏やかにふるまっておきながら、上うえの御み局つぼねに呼ばれることのない朱子を皮肉ったときのあの表情に。

　警戒する朱子に、絲子は余裕のある口調で語りはじめた。

「確かに先の関白様のふるまいを考えますと、恐れ多いことではございますが〝因いん果が〟というものを感じずにはおられません」

　そこで彼女は一度言葉を切ると、眼を伏せるようにして間を置いた。そのふるまいが朱子の眼には、考えを整理しているというよりなにかを目もく論ろんでいるように映った。朱子は身を固くして、次に絲子の口から放たれる言葉を待った。

　やがて絲子は視線を戻し、勝かち誇ほこったような口調で言った。

「ですが私は、たとえ皇后宮となられても、主上の中宮様に対する愛情は揺るぎのないものと確信しておりますから」
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「なかなか強きよう烈れつな一いち撃げきをくらいましたね」

　腹立たしげではあるが、彼女の性格上あまり怒りをあらわにせず賢さかし子こは言った。脇きよう息そくにもたれていた朱あや子こは、胡う散さん臭くさげに返す。

「面おも白しろがっていない？」

「滅めつ相そうもない。これは次に会ったときには是ぜが非ひにでも反はん撃げきしてやらねばと、いま作戦を練っております」

　拳こぶしを作って賢子は訴うつたえるが、どうも信しん憑ぴよう性せいに欠ける。穿うがちすぎかもしれないが、眼がきらきらしているようにさえ見えてきた。怒りをあらわにしていなかったのは、単に本当に怒っていないからなのかもしれない。とはいえこのあと賢子が考えるであろう反撃は、少々期待していたりもするのだが。

「まあ一いつ矢し報むくいたという点では、中宮付きの女によう官かんとして正しい態度なのだろうけど……」

　歯切れ悪く朱子はぼやいた。自分で口にした言葉ながら釈しやく然ぜんとしなかった。絲くみ子こがそれほど忠義な女官にはどうしても思えなかったからだ。

　中ちゆう宮ぐう冊さく立りつの内幕をわざわざ朱子に伝えに来るなど、まともに受け取れば郁さと子この不幸を喜んでいるようにしか思えない。あるいは目的が朱子を貶おとしめることで、最後の痛つう撃げきな一言を言うための前振りだったのかもしれないが、どちらにしても底意地の悪さしか感じない。

「今日はなんだかひどく疲れてしまったわ」

「色々と毒どつ気けにあてられましたね。今こ宵よいはもうおやすみなさいませ」

　毒気という言葉に、朱子が声をあげて笑ったときだ。

　御み簾すのむこうで影かげが揺らめき、衣きぬ擦ずれの音ともに女によう房ぼうの呼びかけが聞こえた。

「女によう御ご様、御み遣つかいの内ない司しが───」

　朱子はどきりとした。この場合の内司は帝の遣いである。先ほどの宴うたげで機嫌を損そこねたことは自覚していたから、ろくなことが思い浮かばない。

（なんだろう、叱しつ責せきされるのかしら）

　一気に憂ゆう鬱うつになる。もちろんこちらにも言いたいことはあるが、あの場の雰ふん囲い気きを悪くしてしまった非ひは自分にある。

「どういったご用件なの？」

「今こ宵よい、上うえの御み局つぼねに参上するようにとの仰せです」

　しばしの間、思考が真っ白になった。そして言葉の意味を理解したあとは、腰が抜けそうになった。

「なぜ、この時じ宜ぎで？」

　またもやこちらの気持ちを代だい弁べんするようなことを賢子が言った。しかし御簾むこうの女房が答えることはなかった。というのも乳う母ばをはじめとした他の女房達が、準備のために総出で母おも屋やになだれ込んできたからだ。彼女達からすれば〝待ちに待った〟というところだろうが、朱子はすっかり狼ろう狽ばいしてしまっていた。

　ついさっきあんなことがあったばかりなのに、なぜ今宵お召めしがかかる。しかも入じゆ内だいの日からひと月も経たっていないではないか。そんなわずかな期間でその行こう為いに及ぶのなら、なぜ入内の夜に遠慮したのかと問い詰めたい。

「……ひょっとして嫌がらせなの？」

「いや、妃きさきとしての務めですってば」

　動どう揺ようのあまり不ふ遜そんな発言をする朱子に、賢子が素早く突っ込んだ。

　そのあと女房達にされるがままに支し度たくを済ませて弘こ徽き殿でんを出たが、その間も渡わた殿どのを進むときもほとんど物を考えられなかった。記き憶おくとしてはふと見上げた檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根の上の月が、宴のときよりずいぶんと西側に傾かたむいていたことぐらいか。

　清せい涼りよう殿でんの北側から上御局にあがると、大おお殿との油あぶらの明かりが御み帳ちよう台だいの帳とばりをやわらかい橙だいだい色いろに染め上げていた。

　妙みような生々しさにごくりと息を吞のむと、すぐに帳をかき分けて帝が出てきた。この間は夜よるの御おと殿どからやってきたのに、あきらかに勝手がちがう。

（これは……やる気だわ！）

　誰だれかが聞いていたら〝あたりまえだ〟と突っ込まれかねないことを思った。

　その場に立ち尽くしたまま身構えていると、対照的にのんびりと帝は言った。

「ああ、おいでになられたね」

「は、はい！」

　はからずも裏返った声に、とうぜんながら帝は奇き妙みような表情をする。しかしすぐに朱子の表情が強こわ張ばっていることに気づいたようで、なだめるように言う。

「そう硬かたくならないで、こちらにおいで」

　御み帳ちよう台だいの前で手招きをされ、いよいよ覚悟を決めて踏み出そうとする。しかし───。

（う、噓うそっ！）

　血の気が引く気がした。なんと身体が硬こう直ちよくして動かないのだ。そのくせ小刻みに肩と足だけは震ふるえている。

（ど、どうしよう……）

　途方に暮れて立ち尽くす朱子に、帝は訝いぶかしげな顔をする。いっそ手を引いてくれるよう訴えようとしたが、なんと言葉まで出なくなっている。

　そのうち痺しびれを切らしたのか、帝のほうから近づいてきた。

「どうなされた？」

　帝は上半身を倒たおすようにして朱子の顔をのぞき込む。どうしようかと激しく混乱しているさなか、ひょいと身体が持ち上がった。ぐるりと動いた視界に、気がつくと横抱きに抱かかえ上げられていた。

　驚いて顔をあげると、真上に美しい帝の顔があった。

「そんなに怖がらずともよいではないか」

　ささやくように帝は言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに済むから」

「す、すぐですか!?」

　ようやく出た声は、無様なほどにうろたえていた。しかもこうして抱かれていると、華きや奢しやだと思っていた帝の体たい軀くが、思ったよりもたくましいことに気づく。間近で見る胸は広く、長い腕はしっかりと安定して朱子の身体を抱えている。

　そのまま御帳台の中に連れていかれ、茵しとねの上にゆっくりと下ろされる。だが帝は朱子の身体を横たえず、上半身を支えてぺたりと座らせた。一連の動作の間、朱子の身体は一度もぐらつくことはなかった。朱子は背中をがちがちにして、帝の次の行動を待った。彼は朱子とむきあうようにして腰を下ろした。

「よかった。やっと二人きりになれた」

　ほっと一息ついてから、あらためて帝は言った。

「紛まぎらわしい真ま似ねをしてすまぬ。だがこうでもしないと、人に聞かれずに二人で話すことなどできぬではないか」

「そ、そうです………え？」

　朱子は眼をぱちくりさせる。冷静になってみると、帝は自分の衣装を解く気配がいっこうにない。もちろん朱子の衣装を脱ぬがせようという気配も。というかその気なら、夜御殿で準備をしてここに直衣のうしでは来ないだろう。

（あれ？）

　朱子は首を傾かしげて、眼をむけた。帝は片かた膝ひざを抱え込み、なにやら思案している。生き真ま面じ目めなその横顔から、艶つやめいた気配は一いつ切さい感じられなかった。

　どうやら、ちがっていたらしい。

　がっくりと力が抜けた。ほっとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような、どちらともつかぬ気持ちだった。

　やがて帝はおもむろに顔をむけた。

「話したかったのは、今日の宴のことだ」

　ようやく合が点てんがいった。なんのことはない。こんな場所に呼び出したのは叱責のためだったのだ。これまでとは別の意味で緊きん張ちようしたが、腹をくくるしかなかった。

「……はい」

「麗れい景けい殿でんと梅うめ壺つぼ、あの二人を悪く思わないでやってほしい」

　申し訳なさそうな声音に朱子は耳を疑った。口調も言葉の内容自体も、意外すぎるものだった。

「悪くなど……」

「年若く生真面目なあなたが、あの二人の言動に反発する気持ちは分かる。だがあの二人も好きであのようにふるまっているわけではないのだ」

　抑よく制せいした声で語ったあと、帝はふっと口をつぐんだ。そして短い沈ちん思しのあと、詰つめていた息を吐はくように言った。

「彼女達がああなってしまったのは、私のせいだから」

　朱子は眼を見張って、帝の顔を見つめた。帳越しの大殿油の明かりに照らされた面おも差ざしからは、その感情をうかがうことはできなかった。だが朱子には、帝が郁子を愛したことにより生じた、人々のさまざまな苦く悩のうがはっきりと伝わってきた。

「あなたにも……ここ数日無ぶ沙さ汰たをして申し訳なく思っている」

「そんな───」

　あわてて声をあげる。

「大丈夫です。そのようなことは気になさらないでください」

　朱子の答えに、帝は力なく微笑ほほえんだ。それは安あん堵どの笑みというより、己おのれの無力を自じ嘲ちようしているもののように朱子には見えた。そのせつな、朱子の胸になんとかこの方を励はげまさなければという強い思いが満ちてきた。

　複数の妻を持つことは世の男の常だ。色好みであれば、喜んで多数の女人に秋しゆう波はを送るだろう。もちろん世の中には、一人の妻と仲なか睦むつまじく過ごす男もいる。なんであれそれは夫婦の意志に任されている。

　しかし帝という存在は、務めとして多数の妻を持たなければならない。それは義務であり、別に愛いとしく思う相手がいても、意に添そわぬ相手でも拒こばむことはできない。

　不実な帝であれば、想わぬ妃を顧かえりみないということもできるだろう。

　だがこの少年はそんな人間ではない。彼はその誠実さから郁子という妻だけを愛し、そして同じように愛することができない他の妃達に対して心を痛めているのだ。もちろんその中には、朱子も入るのだろうが───。

「中宮様は優すぐれた御おん方かたですから、主上おかみが愛いとしく思われることもとうぜんです」

　自分が口にした言葉はまるで棘とげのようだった。言葉にして出せば、喉のどや口こう腔こうを傷つける。同じく妻である自分の口から、別の妻を愛しているだろうという言葉を言うのだからとうぜんかもしれない。

「だが、それでは………」

「よいのです」

　戸惑うような帝の言葉を、朱子は笑顔でさえぎった。力づくで作りあげた笑顔は、あるいは歪いびつなものになっていたかもしれない。なぜなら帝が息を吞むようにして朱子の顔を見つめていたからだ。

　正直に言うと朱子は、あの二人の女御達のように苦しいとまではまだ思っていない。それでも平静ではいられない。考えると胸がざわついて、息が苦しくなる。

　しかし朱子は、理性と自じ尊そん心しんから言葉を絞しぼり出だした。

「父がなんと言おうと、私はかまいません。中宮様をどうぞいまの地位にお留とどめ置きください」

「え？」

　帝は驚きの声をあげた。朱子が立りつ后こうの件について知っていることが意外だったのか、あるいは郁子をかばうような発言に驚いたのかは不明だった。ともかく彼は短い時間、ぽかんと口を開いて朱子を見つめていた。

「……いや、関白の言い分にも理はある。あなたはご存じないだろうが、中宮の立后には朝ちよう臣しん達もそろって難色を示していた。それを先の関白が強引に押し切ったのだ。ならば今回あなたの父の言い分を聞かないのでは筋が通らないだろう」

「筋は通らなくても、道理は通ります」

　朱子は断言した。

「ご出産を控えた大切なお身体の中宮様に、これ以上ご心労をおかけするようなことは人としてしてはなりません」

　帝はうっすらと口を開けて、まじまじと朱子を見つめていた。やがてその唇から、荒い息いき遣づかいが聞こえてくる。帝の唇が小刻みに震えていることに気づいて、朱子はぎょっとした。

「お、主上、具合でも……」

「ちがう！」

　強い口調に朱子はびくりと肩を揺らす。帝のこんな激しい声も、動揺したようすもはじめて見た。

「お、主上!?」

「道理だって？　そんなもの、筋を通さずにどうやって多数が納得するというのだ！」

　腹立たしげに帝は言った。怒ど鳴なりつけるというほど感情的なものではなかったが、あきらかに普ふ段だんの帝とはちがっていた。

　もちろん朱子は戸惑った。しかし自分がまちがったことを言ったつもりはなかった。だから指を強く握りしめ、勇気を振り絞った。

「ですが道理を通さなければ、世は無理が生じて乱れます」

　挑いどむように放たれた朱子の言葉に、帝は打たれたように口をつぐんだ。

　二人はしばしの間、たがいを威い嚇かくするようににらみあう。帝はまるで苦しい息を補おぎなおうとするように肩を上下に揺らした。口くち許もとまでこみ上げたあらゆる感情が、しかし言葉にならずに荒い息となって御帳台の中で響いている。

　帝はあきらかに様子がおかしかった。そのことに朱子が気づいたとき、御帳台の外が騒さわがしくなった。あるいは騒ぎを聞きつけて、女房がようすを見に来たのかもしれない。

「主上、宜よろしいでしょうか？」

　予想に反して、それは男の声であった。

　うっすらと聞き覚えのある声は、たしか帝の側近である蔵くろう人ど頭のとうのものだ。

　もしかしたら今宵のお召めしがそのような行為に及ぶものではないことを、彼の立場であれば最初から聞かされていたのかもしれない。

「なんだ？」

　ほっと息をついて、帝は問うた。興奮から冷めて、安心しているようにも見えた。

　しかし、次に蔵人の口から放たれた言葉に御帳台の中は凍こおりついた。

「たったいま里さと邸やしきのほうから連絡がございました───先ほど中宮様が、ご崩ほう御ぎよなされたとのことです」
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　里さと邸やしきに戻ってから二日後、中ちゆう宮ぐう郁さと子こはお腹なかの子ともどもに身み罷まかった。詳くわしい死因はまだ伝わってきていない。産み月はまだかなり先だったから妊にん娠しんそのものが理由なのか、あるいは他の要因があったのか───。

　いずれにしろ死の穢けがれは御ご所しよに持ち込まれることなく、葬そう儀ぎは里邸で執とり行おこなわれてそのまま荼だ毘びに付ふされる。

　帝みかどとは、最愛の后きさきの遺体にすら目通りすることは叶かなわない立場なのだ。

「せめてものお慰なぐさめにと、中宮様の衣きぬとご遺い髪はつが届けられたそうですが───」

　そこで女によう房ぼうは堪こらえきれなくなったように、目め許もとを押さえた。

　朱あや子こは一度目を瞑つぶった。語らずとも知っている。数刻前、清せい涼りよう殿でんのほうから弘こ徽き殿でんまで響くような慟どう哭こくが聞こえてきたのだから。

　亡くなったという知らせを受けたとき、帝は思ったよりも冷静で取り乱した姿は見せなかった。かえって朱子のほうが動揺し、帝から落ち着くようにたしなめられたぐらいだ。

　だが先ほどの慟哭を聞いて、朱子は思った。

　帝は冷静を保てていたわけではない。現実を理解できていなかったのだ。

　もちろん蔵くろう人どの報告そのものは分かっていたはずだ。だがあまりの衝撃と信じがたい出来事に、現実のこととして理解することができていなかったのだろう。あるいは本能的に拒きよ否ひしていたのかもしれない。

　しかし形見の品と遺髪が持ち込まれたことで、ついにそれを現実として受けとめざるをえなくなったのだ。

「まことにお気の毒な。花の盛さかりで、いとけない親しん王のう様を残されて………」

　女房の言葉に、朱子の眼まな差ざしは自然と藤ふじ壺つぼがある西側にむけられる。本人の言い分を鵜う吞のみにするのなら、親王の世話は絲くみ子こがしているはずだ。しかし先の関白の死去により、郁子の実家に昔せき日じつのような力はない。父親とはいえ現状の嘆なげきようと立場を考えれば、帝にわが子を気き遣づかえる余裕があるとは思えなかった。

　朱子は賢さかし子このほうに目をむける。

「一いちの宮みや様に、なにかお見み舞まいをさしあげましょう。お役に立ちそうな絹きぬを何なん疋ひきか用意できる？」

「それはよい考えですわ」

　賛同の声をあげたのは、賢子ではなく別の女房だった。

　やけにはずんだ声に、朱子は違い和わ感かんを覚えて彼女の顔を見る。

「そのことがお耳に入れば、主上おかみもきっと女によう御ご様のお優しさに感謝なさるに相そう違いありませんわ」

　朱子は表情を硬かたくした。妙みよう案あんだと言わんばかりの物言いも、自分の同情がそのような意図に解かい釈しやくされていたことも心外すぎた。

「別に、そんなつもりじゃ………」

　歯切れ悪い物言いに不満をにじませたつもりだったが、謙けん遜そんと受け取ったのか女房には臆おくしたようすもなかった。しかし朱子も衝撃で弁べん明めいをする気になれなかった。善意で見舞いを贈ろうとしても、周りにはそのように受け取られてしまう立場、あるいは関係性なのだとあらためて認にん識しきしたからだ。

「さっそく関かん白ぱく様に、その旨むねをお伝えしましょうね」

　うきうきとした乳母の物言いに、頭の芯しんがかっと熱くなる。

「そ───」

「きっと藤壺のほうは助かりますよ」

　声をあげかけた朱子だったが、賢子の発言に出で端ばなを挫くじかれた。おかげで逆の上ぼせ上がっていた思考がすっと冷えた。

　賢子は悪戯いたずらめいた笑みを浮かべ、同意を求めるように目配せをする。

「絹は絹です。背に腹は代えられませんし、お見舞いの言葉だけではお腹なかはいっぱいになりません」

「………そうね」

　あまりにも現実的、かつ的を射た意見に反論する気力をなくしてしまう。しかしそれは紛まごうことない真実でもある。

「こんな状況ですから、あまり大おお袈げ裟さにしないでそっとお届けしましょう」

　賢子の提案に、他の女房達は不満げな顔をした。せっかくの善行を人知れずに行うことはもったいないように感じるのだろう。もちろん朱子からすれば、そんな目的を持ってのものと思われることは心外以外のなにものでもない。

　女房達に説明をするように、賢子はつづける。

「お父上であらせられる主上の立場がございます。あまり派手なことにされては、せっかくの善意も、主上を蔑ないがしろにしていると受け取られかねませんので」

　女房達は顔を見合わせあい、渋しぶ々しぶうなずいた。

　それにしても郁子の崩ほう御ぎよが知らされる直前、帝は尋じん常じようではなかった。いつも穏やかで理性的な人なのにまるで箍たががはずれたように感情をあらわにしていた。しかし朱子はなにが逆げき鱗りんに触れたのか、皆かい目もく見当がつかなかったのだ。

　叱しつ責せきされることは怖いが、非ひがこちらにあるのならもちろん受け入れる。だがあのときのことは、いくら考えても自分に非があったとは思えない。もしも世に自分の知らない理ことわりがあるというのなら、怒るだけではなくはっきりと教えてほしかった。

　だが郁子を失って悲ひ嘆たんに暮れるいまの帝に、そんなことを訊けるはずもない。

　不安と動揺を押さえつけ、朱子は賢子の提案にうなずいた。

「そうね。大袈裟にしないで、人に知られないようにそっとお届けしてちょうだい」
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　ところがこの朱あや子この思惑が酌くまれることはなかった。

　弘こ徽き殿でんの女によう御ごが一いちの宮みやに絹を贈おくったという話題は瞬またたく間まに御ご所しよに広がり、朝ちよう臣しん達は口をそろえて父関かん白ぱくに称賛の言葉を贈っているのだと賢さかし子こから聞かされた。

　朱子は表情を強こわ張ばらせた。

「なぜ、そんなことに？」

「御み匣くしげ殿どのがたいそう感動なされて、誰でも彼でも吹ふい聴ちようして回っているそうでございますよ」

　腹立たしげな賢子とは対照的に、当初の思惑が叶った女房達は上じよう機き嫌げんだ。自分達から広めたわけではなく、相手が広めたのだから問題はないと考えているのだろう。実際そうかもしれないが、もともと朱子の動機がそこにない。なんだか計算高く立ち回ったようですっきりとしない。

　しかもあの絲くみ子こが、とても感謝していると言って回ったのだという。腹の底の読めぬ相手だが、絲子からはこちらに対する好意など感じたこともない。その彼女がなぜ朱子の手て柄がらを宣伝して回るようなことをするのか。

　もろもろ思いを巡めぐらせていると、几き帳ちようのむこうから女によう房ぼうがぱたぱたとやってきた。

「なんですか、忙せわしい」

　咎とがめるような乳う母ばの物言いに、女房は恐きよう縮しゆくしつつ答える。

「すみません。ですが急いでお知らせしなければと。麗れい景けい殿でんと梅うめ壺つぼの女によう御ご様方が、こちらにご機き嫌げんうかがいにいらしたいと」

　殿でん舎しやの中は一気に騒そう然ぜんとなった。主人である朱子は、それまで色々と思い悩んでいたことが一気に吹っ飛んだ。

「な、なんですか？　どういうことですか？」

　乳母の問いに、伝達役の女房も訳が分からないというように首を横に振った。

「そんな急に、なんという迷惑な」

「乳母の君、お言葉にはまったく同意ですが、いかんせん時間がありません。なにはさておき、支度をしながら話をしましょう」

　自らはすでに腰をあげながら、賢子が言った。乳母もはっとした顔で立ち上がる。しかし朱子は彼女らの反応に驚いて声をあげた。

「え、お断りしないの!?」

「先月ご招待を受けておきながら、そのような真似ができるわけがございません」

「招待って、十とお日か余あまりの月つきのこと？　あれは別に好きで行ったわけ───」

「それにお一人ならともかくお二人でいらしたということは、なんらかの目的があるということです。であればここで理由をつけてお断りしたところで、かならず手段を替えておいでになられます。ましてお二人別々においでにでもなられたら、こちらの手間も気苦労も二倍になります。そんな事態になるぐらいでしたら、女御様。ここはどうぞお覚悟を定めてくださいませ」

　朱子の反論をさえぎり、ほとんど一息に賢子は語った。その間に他の女房達は几帳を動かし、畳たたみを運び、茵しとねを敷しくなど迅じん速そくに動いていた。誰一人、断ろうという方向で動く気配はなさそうだ。確かに賢子の言うように、あの二人が一度断られたぐらいで諦あきらめるとも思えない。

　しかたがない。いよいよ朱子が腹をくくったとき、二人の女御の到とう着ちやくが告げられた。

　紫むらさきの小こ袿うちぎに二ふた藍あいの表うわ着ぎをあわせた萩はぎ重がさねの装いの麗景殿。朽くち葉ば色いろの小袿に萌もえ黄ぎの表着をあわせた檀まゆみの重かさねで装った梅壺は、ほとんど横並びで入ってきた。迫はく力りよくにのけぞりそうになった朱子だったが、彼女達の後ろにいたもう一人の女によ人にんに眼を見張った。

　絲子だった。

　従い姉と妹こでもある主人の喪もに服しているのか、藤ふじ袴ばかまの装しよう束ぞくをまとっている。

（なぜ、この人が？）

　見ると先ほどまで余裕を見せていた賢子も、眉を寄せた険しい面持ちになっている。

　二人の女御が用意された座に腰を下ろすと、絲子は彼女達のお付きの女房達と共に少し離れた場所に控えた。

　朱子は警戒しつつも、できるだけ平静を装って尋ねた。

「あら、なぜ御匣殿がご一いつ緒しよに？」

「恐おそれ入いります。先日宮様に頂ちよう戴だいいたしました絹の御おん礼れいを申し上げたく、女御様方にお願いいたしまして同行させていただきました。このたびはお心こころ遣づかいをいただき、まことにありがとうございました」

　よどみなく語り終えた絲子に、朱子はそれ以上追つい及きゆうする術すべを失ってしまう。するとここぞとばかりに二人の女御が口をはさんでくる。

「私どももそのお話を聞きまして、まことに感心いたしましたのよ」

「まことに……弘徽殿様はお若いのに、世のことをよくご存じでいらっしゃる」

　その梅壺の発言には、あきらかな悪意があった。そして麗景殿のほうも、扇の上から言葉とは裏腹に忌いま々いましげな眼をのぞかせている。

　やはりこのような結果になったかと、朱子はため息をつきたくなった。

　なんのことはない。二人の女御のとつぜんの訪問の目的は嫌味を言うためだったのだ。自分達を差し置き、一人だけ帝のご機嫌取りをするような真似をした新しん参ざんの女御に、釘くぎを刺さすつもりで示し合わせたにちがいない。

　十日余りの月の夜、朱子は彼女らにはっきりと反目した。味方に引き入れようとした新参者に牙きばを剝むかれ、攻こう勢せいに転じたということだろう。

「いえ、私は故こ人じんの魂たましいをお慰なぐさめすることができればと思っただけでございます」

「まあ、まるで怨おん霊りように怯おびえているようなことをおっしゃるのね」

　過激な梅壺の言葉に、朱子はびくりとする。はっきりとは断定できないが、この言い方では郁さと子こが怨霊となり朱子に祟たたるかのようにも受け取れる。

　それでも具体的に言われたわけではないので、朱子は問い詰めたい気持ちを懸けん命めいに抑えて無言を貫つらぬいた。それを良いことに麗景殿と梅壺は、好き勝手に会話を重ねてゆく。

「本当に中ちゆう宮ぐう様もご無念でございましょう。この世に思いを残すことも多いやもしれませぬわね」

「まだ花の盛りでございましたのに、本当に解げせないこと。御匣殿、中宮様は以前からお悪かったのですか？」

　とつぜん振られた質問に、絲子はまるで予測していたかのように素早く答えた。

「いえ、お身体は特に。ですがお心のほうは───ずいぶんと思いつめられておられました。あるいはそのあたりが遠えん因いんになったのやもしれませぬ」

　不ふ穏おんな発言に、朱子のみならず女房達も表情を強こわ張ばらせる。聞きようによっては、自じ死しを匂におわせているかのようにも受け取れる。

（なんという───）

　言っていいことと悪いことがあるだろう。そんなふうに怒りを覚えたあと、朱子はふと思いつく。郁子のとつぜんの死因は、あるいは自死という可能性も考えられないのか？　だからこそいまだ死因が公おおやけにされていないのではないのだろうか。

　衝撃に混乱する朱子の前で、二人の女御は会話をつづける。

「まあ、中宮様がそのようにお悩みとは存じ上げませんでしたわ」

「いったい、なにがあったのでございましょう。つまらぬ身である私どもとはちがい、あれほどときめいておられた中宮様が……ねえ」

　扇で口許を隠かくしながら、二人の女御は目配せをしあう。その眼はあきらかに人の不幸を喜ぶ者のそれだった。しかし朱子は、郁子の死因が自死かもしれないという衝撃が強すぎて、彼女らに反発することも忘れていた。

「そういえば皇后きさいの宮みやとなることに、ずいぶんと気を揉もまれていたとお聞きしておりましたが……御匣殿、実際はいかがなものだったかしら？」

　麗景殿の一言に、頭にがつんと一撃をくらったような気がした。

　もとより皇后宮に押し上げられることに、郁子がなんらかの抵てい抗こうを抱いだくことは最初から予想できた。しかし自死の可能性を突きつけられたあとでは、受けとめ方がまったく変わってくる。

（中宮様、もしかしたら………）

　握りしめた手が小刻みに震えはじめる。

　そんな朱子のようすを一いち瞥べつすると、梅壺は上機嫌に言った。

「どう？　たとえばなにか不満を口にされていたとか、あるいは誰かを恨うらむようなことをおっしゃっておられたとか」

　どきりとして顔をあげると、梅壺は扇を口許にあててにっこりと微笑ほほえんだ。

「顔を見たくもない相手が、近頃御ご所しよにおいでになられたとか？」

　さすがに控えていた朱子の女房達もざわつきだした。近頃おいでになられた相手といえば、朱子しかいない。みなの視線が自然と絲子に集中する。まるでその注目が心地ここちよいとでも言うように、絲子はうっすらと微笑んだ。

「さあ、私はなんとも………」

　さらりとかわすような返答に、張りつめていた空気がいくらか緩ゆるみ、女房達も胸をなで下ろした。それでも朱子の動揺は収まらなかった。鼓こ動どうが激しく打ちつづけ、息苦しささえ感じている。

　対して二人の女御は少し拍ひよう子し抜ぬけしたように肩をすくめた。郁子が朱子を恨んでいたという言げん質ちを取れれば絲子を同席させた甲か斐いもあっただろうが、さすがにそこまでは操そう作さできなかったようだ。

「どうなさいました、弘徽殿様。お顔の色が優すぐれないようですが？」

　麗景殿の指し摘てきに、朱子はようやく思考を取り戻す。動揺のあまり、物事をうまく考えられずにいた。

「すみません。女御様は少しご気分が優れないようです」

　賢子は身を乗り出すようにして告げると、目配せをする。それで朱子ははっとわれに返った。どうやらこれを機に、二人の女御へ退出を示し唆さするつもりらしい。朱子は眼だけでうなずくと、脇きよう息そくに倒れ込むようにもたれた。少々わざとらしい気がするが、いまさら相手の心しん証しようを気にする必要もない。

　あんのじょう二人の女御は鼻はな白じろんだ顔つきとなったが、さりとて言いたいことは言ったからか素直に引き下がった。

「では、私どもはお暇いとまいたしましょう」

　梅壺の言葉に麗景殿はあいづちを打つ。二人が同時に立ち上がって、朱子は内心で胸をなで下ろしたのだが───。

「さぞご心痛も多いこととお察しします。物ものの怪けなど依より憑つかせぬよう、よ～く、御お加か持じをなさいませ」

　捨すて台詞ぜりふのように告げられた梅壺の言葉に朱子は凍こおりついた。普通に聞けば具合の悪い者に対してどうということもない言葉だ。しかし前のやりとりからして、郁子が怨霊となって朱子に祟っているという示唆にも聞こえたのだ。

　女御達が立ち去ったあとも、朱子はしばらくなにも言えないでいた。

「どうぞ、お気になさらず」

　不似合いにはずんだ声に、朱子はわれに返る。見ると絲子だけがまだ立ち去らずに、こちらをむいていた。そして朱子と視線をあわせると、ここぞとばかりに話しかけた。

「女御様のようにしっかりした御方が物の怪に取とり憑つかれるなどと、もとよりそのようなことは信じておりませぬ。ですが実は中宮様も、立りつ后こうのおりは同じような噂うわさに悩まされておられましたので」

「え？」

「二に条じようの后きさき様ですわ」

　尋ねてもいないのに、絲子はその人の名を述のべた。

「恐れ多い話でございますが、立后のおりに中宮様はお身体を悪くなされて、それが二条后様の生いき霊りようではないかと、当時は噂されたものでございました」

　よくある話だから気にするなという意図かもしれないが、朱子は悪意を感じずにいられなかった。というのも二人の女御達は、物の怪の正体が郁子の怨霊だとは一言も言っていない。もちろんかぎりなく匂わせはしたが、断言できるような発言ではなかった。言ってみれば絲子の発言は疑ぎ惑わくの段階で追い打ちをかけたようなものだった。

「だから？」

　突き放すように賢子が言った。

　さすがに絲子はむっとした顔つきになったが、かまわず賢子はつづけた。

「ではこたびの中宮様のご不幸は、二条后様の怨霊だとおっしゃりたいのですか？」

　思いがけない解かい釈しやくに、女房達はざわついた。もちろん二人の女御も絲子も、そんなつもりで言ったのではなかったのだろう。彼女らの目的は、郁子の不幸に乗じて朱子を貶おとしめることだ。

　だが絲子の話が真実なら、確かにそのような受け取り方もできる。

　あんのじょう絲子はうろたえた。

「そのようなつもりでは……」

「ならば滅めつ多たなことを申されますな。故人とはいえ、先の后に対して恐れ多い」

　ぴしゃりと切り捨てるような賢子の言葉に、朱子は内心で快かい哉さいを叫んだ。さすが三さん顧この礼れいを尽つくした甲か斐いがある人材だ。心からそう思いながら朱子は告げた。

「御匣殿、今回は聞かなかったことにいたしましょう。以後は口を慎つつしまれたほうがよろしいかと存じます」

「………は、まことに申し訳ございません」

　絲子は悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだが、それでも神しん妙みように謝罪の言葉を述べた。

　彼女が立ち去ってから、賢子は忌いま々いましげに言った。

「中宮様がお亡なくなりになられて、あの女も近々に御所を去ることになるでしょう。それまでの辛しん抱ぼうです」

　御匣殿という女によう官かんであっても、絲子はあくまでも中宮付きの女官だ。しかも郁子の実家から派は遣けんされているのだから、こたびの不幸でおそらく退出するだろう。

　そんな安心材料を得ながらも、朱子は絲子に対して懸け念ねんを払ふつ拭しよくできずにいた。

　理由は彼女の目的が分からなかったからだ。

　麗景殿と梅壺、二人の女御の動機は明確だ。郁子に対する嫉しつ妬と。新参者の朱子に対する敵てき愾がい心しん。彼女らの言動は、これですべて説明できる。

　しかし絲子は立場も境きよう遇ぐうもちがう。

　彼女が郁子に仕つかえる身として朱子に敵愾心を持つのなら納得できる。しかし絲子からはどうしても、郁子に対する忠ちゆう義ぎはうかがえない。もちろん世にはそんな主しゆ従じゆう関係もあるのだろうが、ならば彼女がなぜ朱子に悪意をむけてくるのかが分からない。

　そう、敵意ではなく悪意だった。

　美しく聡そう明めいで、女房として家いえ柄がらも悪くない絲子から感じるものは猛もう烈れつな悪意なのだ。

　その感情が朱子のみならず、郁子にも向けられているように感じた。

　夏の雨雲のように、どす黒い不安がもやもやと広がってゆく。

　朱子は思いを振り払うように、頭かぶりをひとつ振った。もう彼女のことを考えるのはやめよう。賢子が言うように、近々のうちに退出するだろう相手に、これほど惑まどわされることは時間の無む駄だだと言い聞かせた。
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　その数日後、絲くみ子こが一いちの宮みや付きの宣せん旨じに任命されることになったと、ご機嫌うかがいに来た父から聞かされた。ちなみにこの場合の宣旨とは、勅ちよく令れいを伝える文書ではなく女によう官かんの役職名のことである。

「一の宮様が馴なれておられるので、このまま養育係として留とどまるようにとの思おぼし召めしらしい」

「さようでございますか」

　父の説明を朱あや子こは淡たん々たんと受けとめた。失望はしたが、納得できる理由ではある。

　しかし絲子の持つ悪意を考えれば、彼女に郁さと子この忘れ形見を養育させるのはいかがなものかと思う。もちろんそれはあくまでも朱子の主観だから、帝みかどはそんなこと思っていないのだろう。

「なぜでしょうか？　乳う母ばがおいでですのに」

　不満をあらわにしたのは賢さかし子こだった。好き嫌いではなく、絲子の持つにじみ出るような悪意を彼女もはっきりと感じ取っている。

「御ご所しよにあがってまだ一年にしかならぬ乳母だけでは、なにかと不安があると主上おかみは仰おおせだった」

　そこで父は一度言葉を切り、しかたがないというように息をついた。

「しかしそれは建たて前まえで、朝ちよう臣しん達はみな、中ちゆう宮ぐうによく似た御み匣くしげ殿どのを形かた代しろにと思し召しなのではないかと言っている」

　想像もしなかった言葉に朱子は眼を見張った。

　しかし考えてみれば十分ありうる話だった。崇すう拝はいにも近い形で愛していた后きさきを、前まえ触ぶれもなくとつぜん奪うばわれたのだ。その喪そう失しつ感かんは余人が想像できるものではないだろう。

　納得するいっぽうで、ちりちりと炙あぶられるような思いが胸を焦こがす。

　郁子が亡なくなってから、帝は藤ふじ壺つぼに引きこもってしまっていた。もちろん政せい務むは清せい涼りよう殿でんでこなしているが、空いた時間は藤壺にこもって一いちの宮みや以外の人間とは会わずに過ごしている。朱子も含めた他の三人の女によう御ごに、お召めしがかかることはなかった。

　いまさらながら郁子の影響の大きさに、どうしようもない敗北感がこみ上げる。あれほど不安を覚えていた絲子がどうでもよくなるほど、亡き郁子の存在に圧あつ倒とうされてしまう。

「だがそれを条件に、あなたの中ちゆう宮ぐう冊さく立りつを取り付けられそうだから文もん句くも言えまい」

　衝撃的な父の言葉に、朱子は扇の上で眼を円まるくした。

　眼をあわせると、父はなぜか照れたように笑った。

「いや、いや。これは先走ったことを言ってしまいました。女御にははっきりと確定してからお知らせしようと思っておりましたが……」

　つまり父は郁子が亡くなってまだ立ち直れずにいる帝に対して、朱子の立りつ后こうの要よう請せいをつづけていたということなのか？　あるいは一旦は遠慮していたが、絲子の宣旨の話が出たために、交こう換かん条件として持ち出したのか？　いずれにしろ、この状況下で進める話ではないだろうに。

「女御も不ふ愉ゆ快かいではあろうが、御匣殿の身分では寵ちよう愛あいを受けたところであなたの敵にはならぬ。気にせず大らかにかまえておかれなさいませ」

　父の無神経な言葉に、焼やけ火ひ箸ばしで突かれたように頭の奥が熱くなった。

　ちがう、そういうことではない───声を大にして叫さけびたかった。

　帝の気持ちだけではない。父は朱子の気持ちも分かっていないのだ。入じゆ内だい前にしたやりとりでもそうだったが、人の心が地位や身分でどうにかなると思っているのだ。

「むしろ問題は宣旨という地位───」

「お父上」

　父の言葉をさえぎり、朱子は呼びかけた。

　訝いぶかしげな顔でこちらを見る父に、朱子は問いかけた。

「中宮様が、自ら生命いのちを絶ったという噂うわさは本当でしょうか？」

　さすがに父の表情が強こわ張ばった。その反応に、ここぞとばかり朱子は詰め寄る。

「皇后きさいの宮みやに押し上げられることを、ずいぶんと気に病やんでおられたと聞いております」

「だとしたら自分のお立場を顧かえりみずに、ずいぶんなおふるまいだ」

　間かん髪はつを容いれずに返された一言に、朱子はびくりと肩を揺らす。

　父にひるんだ様子はまったくなかった。

　確かに言うとおりだ。郁子が望んだことではなかったのかもしれないが、彼女とて二に条じようの后きさきを同じ目にあわせたのだ。いまひとたび同じことが繰くり返されたところで、郁子に父を非ひ難なんする権利はない。

　帝も言っていたが、理りは通っているのだ。

「ですが………」

「女御が気に病むことはありませぬ」

　きっぱりとした物言いは、励ますというより反論を拒きよ絶ぜつするかのようだった。

　気け圧おされたようになる朱子に、いくぶん口調を和やわらげて父は言った。

「確かにかような噂はありますが、少なくとも中宮の親族からはそのような話は一言も出ておりませぬ。むしろ物ものの怪けに取とり憑つかれたのではという説のほうが大たい勢せいです」

　賢子が絲子をやり込めたときのことを思い出した。さすがにこの場で二条后の名は出さなかったが、どうやら朝ちよう臣しん達の間でもそういう方向で噂されているようだ。あるいは父に気遣った結果かもしれないが。要するに世間で今回の中宮の崩ほう御ぎよは、自分で蒔まいた種という見方になっているのだ。

「それよりも問題は、一の宮付きの宣旨という地位ですぞ」

　忌いま々いましげに父は言った。宣旨は女官の名めい称しようのひとつだが、慣習的に東とう宮ぐう付づきとなることが多い地位だった。つまり父はこの人事に、一の宮の立りつ太たい子しを目もく論ろむ帝の思惑を読んだのだろう。だからこそ引き換えに、中宮冊立の話が通ったのかもしれないが。

　父が帰ったあと、ため息をつきつつ乳母が言った。

「形代とは……まったくどこまで中宮様にお心を残しておいでなのか」

　控えていた女房達もいっせいにあいづちを打つ。さすがに彼女達は、朱子の妃きさきとしての複雑な心情を父よりも理解していた。

「本当に───形代など、なんの意味もないことですのに」

　腹立たしげに言ったのは賢子だった。

「人はたった一人の存在です。誰もその人の代わりにはなれませぬ。亡なき人を失った心の穴を埋うめる術すべなどありはしないのに」

　思いがけない強い口調に、朱子も女房達も驚いた顔で彼女を見る。

　ともすれば帝の行為を非難しているとも取られかねない発言だ。賢子にしては珍めずらしい高こう揚ようしたふるまいに、ふと朱子は思いつく。

（そうだ、賢子は背せの君きみに先立たれて………）

　唇をぎゅっと結んだ賢子からは、細やかな感情はうかがえなかった。

　一度ためらったあと、思い切って朱子は口を開く。

「では大切な人を亡くした方に、周りはなにをしてさしあげたらよいの？」

　すがりつくような思いで、信しん頼らいする目の前の女房を見つめる。賢子は不意を突かれたように眼を見開いたが、やがて穏やかな笑みを浮かべて首を横に振った。

「なにもできません」

「………」

「敢あえて言うのなら、思いのまま嘆なげかせてさしあげればよろしいかと……」

「お慰なぐさめせずともよいの？」

　たまらず朱子は身を乗り出した。だからといってこのままなにもせずに放っておけというのは、あまりにも突き放しすぎていないか。いやそんなことよりもっと単純に、帝のためになにかしなければと焦しよう燥そう感かんに駆かられてしまう。

　そんな朱子の気持ちをいなすように、賢子は静かにうなずいた。

「大切な人を亡くしたとき、無理に悲しみを紛らわそうとする必要はないのです。亡き人のために精せい一いつ杯ぱい嘆いてさしあげれば、おのずと時が癒いやしてくれます。それがいずれその方のお心を救うことになるのですから」
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　その夜、床とこについてからも朱あや子こはなかなか寝つけなかった。

　そっとしておくことが一番だという賢さかし子この言葉には同意しているが、やはり帝みかどのようすが気になってしかたがなかった。郁さと子こが亡なくなってから半月ほど経たつが、一度も姿を見ていない。それに最後の夜のやりとりも気になる。

（なぜ、あのようにお怒りになられたのか？）

　確かに生意気なことは言った。気の短い人なら、声を荒らげるだろう。しかし帝はそのような質たちではない。その彼があれほど感情的になったのには、なにか理由があるはずだ。

　叱しつ責せきされてもいいから、その訳を知りたかった。文ふみを出すということも考えたが、見舞いの文にさえ反応がなかったのだから返事の望みは薄うすいだろう。そもそもいまの帝の心境を考えれば、こちらの一方的な都合でなにかを望むことはできない。

　何度目かの寝ね返がえりを繰り返したとき、遠くからなにか物音が聞こえてくることに気がついた。風だろうとはじめは気にも留とめなかったが、あまりにも長くつづくのでつい耳を澄すます。

　それは本当にかすかな音だったが、断続的につづいていた。玉たま砂じや利りを踏ふみしだく音に似ていたが、それにしては大きさがいっこうに変わる気配がない。足音なら遠ざかるか近づくかで、音の大きさに変化があるはずだ。

　いよいよ気になってきて、朱子は起き上がった。帳とばりを持ち上げて外を見てみるが、女によう房ぼう達はすっかり寝入っているようで起きる気配はない。彼女達を起こして確認させるほどのことでもないし、そもそも申し訳がない。

　しかし一度意識すると、気になってどうしようもない。ついに朱子は、衾ふすまを肩にかけて外に出た。妻つま戸どをそっと押し開けて簀すの子こに出ると、釣つり燈どう籠ろうの明かりがあたりをほのかに照らし出していた。空を見上げると月は出ておらず、漆しつ黒こくの空には星だけが輝かがやいている。

「今宵は月つき隠ごもりなのね……」

　独ひとりごち、簀子を進む。物音は母おも屋やにいたときよりもはっきりと聞こえてくる。あたりをきょろきょろと見回した朱子は、藤ふじ壺つぼとの間の壺つぼ庭にわに庭石のような黒い影が蠢うごめいていることに気づいた。

　さすがにぎくりとして足を止める。石が動くはずはないから、あれは生き物だ。

　しかし猫ねこにしては大きすぎる。あるいは犬かと思ったのだが───。

（も、もしかして物ものの怪け？）

　考えついた瞬しゆん間かん、背筋がぞくりとする。気になって思わず外に出てしまったが、こんな時刻に月明かりもない夜では、物の怪や鬼おにが出ても不思議ではない。迂う闊かつに表になど出るのではなかったと、いまさら後こう悔かいした。

（お、落ち着いて。とにかく戻らなきゃ……）

　震えだしそうになるのを堪こらえ、踵きびすを返そうとしたときだ。暗さに慣れた夜目に白い衣きぬが映る。そしてその影が、まだ小さな子供であることに気づいた。

（まさか？）

　朱子は眼をこすったが、見み間ま違ちがえではなかった。

　そうなると恐きよう怖ふもなにもかも吹っ飛び、階きざはしから庭に駆け下りる。とうぜん裸足はだしのまま駆け寄って、子供の傍かたわらにしゃがみ込んだ。

「ど、どうしたの？」

　足を投げ出して玉砂利に座る子供は、どう見ても赤あかん坊ぼうに毛が生えた程度の幼おさな子ごだ。振り分け髪がみに白い衣では、男だん児じか女じよ児じかも分からない。紅葉もみじのような小さな手で玉砂利をつかみ、それを落とすという遊びを繰り返していた。先ほどから絶えず聞こえてきた音はこれだったようだ。

　こうなると恐怖はなくなったが、ますます〝なぜ〟と首を傾かしげてしまう。

「ね、どこから───」

　言いかけて朱子ははっと思いつく。

「ひょっとして、一いちの宮みや様？」

　子供はぴたりと手を止めた。そしてはじめて朱子のことを認識したように、まじまじと見上げてくる。

「一の宮様でしょう？」

　相手を驚かさないように声を抑えめにして問うと、一いつ拍ぱく置いてから子供はこくりとうなずいた。

「なぜ、こんなところに？」

「おかあちゃまが───」

「え？」

「おかあちゃまがそこにおいでだから」

　そう言って一の宮は、ぴっと暗くら闇やみを指さした。とうぜんながらそこにはひたすら闇の空間が広がっているだけだった。朱子はぞっとして立ちすくんだ。短い混乱のあと、それでも気を取り直して話しかける。

「い、いけませんよ、そんなことを言っては」

「どうちて？」

「どうしてって……」

　そこで朱子ははっとする。母親はこの間亡くなったばかりだと、この年頃の子供はどう理解しているのだろう。悪ふざけではなく、敏びん感かんな子供にはこのようなことがあると以前に聞いたことがある。

　答えに戸惑っていると、とつぜん一の宮は鼻をすすり上げる。

「おかあちゃま、いるもん」

　震えた声に、朱子はおのれの失言を悟さとった。

　しかし時すでに遅く、一の宮はぐずぐずとしゃくり上げはじめた。

「み、宮様……」

　うろたえた声を出したとき、がたがたと音がして藤壺の妻戸が押し開かれた。奥から袿うちきを羽は織おった女房と、その後ろから絲くみ子こが姿を見せた。

「い、一の宮様、なにゆえこのようなところに!?」

　女房があわてて階を駆け下り、完全に泣きだした一の宮に手を伸ばす。ぐずっていたので激しく抵抗したが、女房はほとんど力ずくで抱かかえ上あげた。

「あ、あのいったいこれは？」

「乳う母ばの君、早く宮様をお床とこにお連れしなさい！」

　驚くほど鋭するどい絲子の声に、朱子の問いは打ち消された。

　乳母は泣きじゃくる一の宮を抱えたまま、まるで逃げるように階を駆け上がった。朱子はぼう然として、ぱたんと閉じた妻戸を眺ながめていた。

「なにがございましたの？」

　上から降りかかるような権けん高だかな声に、朱子は驚いて顔をあげる。見ると絲子が簀子の上からこちらを見下ろしていた。

「なにがって………」

　それはこっちが訊きたい。なぜこんな時刻に、子供が一人であんな場所にいたのだ。怪け我ががなかったからよかったものの、そちらがそのような態度に出るのなら、こちらも親しん王のうを預かる身として気が緩ゆるんでいないかと糺ただしたい。手をついて這はうようにして下りたのだろうが、階などよく転がり落ちもせずにすんだものである。

　もろもろの反論を頭の中で整理していると、先手を取るように絲子が問い詰めてくる。

「あのようにお泣きになられて、いったい女によう御ご様は宮様になにをなされたのですか？」

「は？」

　あまりの言葉に一瞬なにも考えられなくなった。確かに泣かせてしまったのは朱子の失言からかもしれないが、子供を預かる立場としてはそちらの非ひが圧あつ倒とう的てきに大きいではないか。それを自分達の不ふ首しゆ尾びを棚にあげて、朱子に非があるようなその言い分はなにを根こん拠きよにしているのか。これは発言ではなくもはや暴ぼう言げんだろうと怒りさえ湧わいてきた。

「こんな暗い中幼子がお一人でおられたのですから、とうぜんお泣きになるでしょう。そもそも宮様をこんな刻こく限げんにお一人で外にお出しするとは、そちらの女房はなにをしていたのですか？」

「女房達は厳しく叱しつ責せきしておきます。よもや二つにもならないお子様が、このようなことをなさるとは考えもしませんでしたので」

「………」

　もっともな言い分だが、それを世話する者が弁べん明めいに使うのは開き直りではないか。痛いところを突かれても反省するそぶりもなく、あくまでも尊そん大だいにふるまう絲子に朱子は苛いら立だちを覚えずにはいられなかった。そもそもこちらにほぼ非がないのに、なぜ御み匣くしげ殿どのが女御相手にここまで尊大にふるまえるのだろう。身分を笠かさに着て横暴なことは言いたくないが、この場合あきらかに絲子の言動は傲ごう慢まんである。

「御匣殿」

　朱子は首をもたげ、絲子の眼をまっすぐに捉とらえた。

「女房達の失態は上じよう﨟ろうであるあなたの責任となります。中宮様との縁えんを頼たよりに、あなたにわが子の世話を委ゆだねた主上おかみの御み心こころを裏切りませぬようお気をつけなさい」

　絲子を形代に望んでいるという父の言葉は、もちろん頭の中にあった。それでも彼女の身分が世話役であることにちがいはない。こんな刻限に母親の幻まぼろしに頼って表に出てきた幼子のことを思うと、朱子は物申さずにはいられなかった。

　きつい口調に絲子はむっとしたように眉を寄せたが、その表情がたちまち微笑ほほえみに変わる。

「もちろん、主上の御心をきちんと受けとめられますよう、心からお仕えしたいと願っております」

　一瞬なにを言っているのかと思った。絲子が仕えるのは一の宮であって帝ではない。だがこの言い方ではまるで己おのれが寵ちようを受けたかのようではないか。

（まさか……）

　郁子の形代として、帝が絲子を望んでいるという噂うわさは父から聞いていた。では、この自信満々の表情は───。

「なにしろ、主上がなにより大切に思おぼし召めしの一の宮様でございますから」

　そこで絲子は言葉を切り、曰いわくありげに間を置く。朱子は不気味なものを感じたが、自分からその真意を訊くと相手の術じゆつ中ちゆうにはまりそうだったので彼女の出方を待った。

　絲子がそれを言いたくて、うずうずしているのが伝わってきたからだ。だから意地でもこちらから訊いてやるものかと思った。その反面、耳に入れておかなければ、大変なことになるのではという不安もあったのだが。

　二人は高こう欄らんを挟んで、上と下でにらみあった。

　やがて絲子が堪こらえきれなくなったように、満面の笑みを浮かべて言った。

「こたびの女御様のご立りつ后こうに、主上はずいぶんと抵抗なされたそうでございます」

　針で突かれたような痛みを感じて、朱子は顔をしかめる。まだ公おおやけになっていないにもかかわらず絲子が知っているのは、帝から直接知らされたからなのか。

「なにしろ新しい中宮様が皇おう子じを儲もうけるようなことがあれば、一の宮様の立場が危うくなりますからね」

「………」

　それはちがう、朱子は心の中で反論した。

　ならば帝が〝関かん白ぱくの言うことに理がある〟などと言うはずがないではないか。そうではなく、郁子を亡くしたばかりの帝に朱子の立后を願ったことが無神経なのだ。故こ人じんをあまりにも蔑ないがしろにするそれらの行為に、帝は抵抗したのではないのか？

　しかし朱子が自分の気持ちを言葉にする前に、得意げに絲子は言った。

「主上はなにがあっても一の宮様をお守りしたいと、そのためには他の妃きさきとの間に子はいらぬと仰せでした」
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「関かん白ぱく様が拝はい謁えつを願われておいでですが……」

　遠えん慮りよがちな言葉に、帝みかど──篤あつ迪みちは不ふ機き嫌げん顔がおで経きよう典てんから顔をあげた。その表情に蔵くろ人うど頭のとうはひるんだようだったが、それでも責任感からか踏ふみとどまった。

「いかがいたしましょうか？」

「よい、通せ」

　短く告げると、蔵人頭は踵きびすを返して引き下がっていった。

　篤迪は脇きよう息そくにもたれてため息をついた。

　日常的に顔をあわせている相手が、あえて拝謁を求める目的は薄うす々うす分かっている。

（さすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたか）

　郁さと子こが亡なくなってから三年になるのだ。関白の意図は大体想像がつく。正直よくここまで、真っ向から抗こう議ぎもせずにきたものだと思う。

　幼少であることを理由に、朱あや子こを上うえの御み局つぼねに呼ばないまま今日まで来てしまっていた。しかも郁子が亡くなってからは弘こ徽き殿でんを訪ねることも控ひかえていたので、もう二年以上顔も見ていない。

　朱子を遠ざけるきっかけとなったのは、関白の彼にしては珍しい失言が原因だった。

　郁子が亡くなって日も浅いうちに朱子を中ちゆう宮ぐうとするよう求められたときは、怒いかりしか覚えなかった。中宮冊さく立りつ自体は、前例を踏まえれば通さねばならぬと観かん念ねんしていたが、あの間合いでそれを言ってくるのはあまりにも礼れい節せつを欠いている。要求どおり朱子を中宮にあげはしたが、それ以来関白との関係はぎくしゃくしつづけている。

　自分のやり方がまずかったことは関白も自覚しているようで、これまでこの件で面とむかって抗議を受けたことはなかった。朱子一人だけが上御局に呼ばれないのなら黙ってはいなかっただろうが、他の二人の妃きさきも同様だったからだ。

　ちなみに蔵人頭や女によう官かんの情報によると、朝ちよう臣しんの間では〝藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐうを亡くされた悲しみがまだ癒いえていない〟とか〝まことにあはれな（気の毒だ）〟というふうにささやかれているらしい。しかし同情的なそれら言葉のあとに〝だが、いいかげんに……〟と語ご尾びを濁にごすことも忘れていないそうだ。

（まあ、とうぜんだろうな）

　とはいえ周りがそう思っているおかげで、表面上だけは諍いさかいを起こさずにいるわけだ。もしも関白が篤迪のもうひとつの本音を知ったのなら、きっと黙ってはいなかっただろう。

　やがて衣きぬ擦ずれの音と共に、黒の束そく帯たいを着けた関白が簀すの子こに姿を見せた。彼は謁えつ見けんの許可を得たことについて慇いん懃ぎんに礼を述のべた。

「かまわぬ。して、用件とは？」

　先を急ぐこちらの心境をじらすように、関白は一いつ拍ぱく置いてから切り出した。

「実は一いちの宮みや様の袴はかま着ぎのことでございます」

「ああ」

　四歳になる一の宮の袴着を、来月の水み無な月づきに予定していた。本当は夏の更衣ころもがえの頃に行いたかったが、色々あって皐さ月つきに入った今月にようやく日取りの目め途どがついたのだった。

　当初の予定どおり卯う月づきのはじめであれば、一の宮の住まいの藤ふじ壺つぼの藤が美しく咲いていたので、きっと華はなやかな儀ぎ式しきになっただろうに残念だった。たった一人の子供で皇后きさい腹ばらの親しん王のうの袴着を盛せい大だいに執とり行おこなうことで、後うしろ盾だてのない弱みを少しでも払ふつ拭しよくし、その先に彼の東とう宮ぐう冊さく立りつを考えていたのだが、現実はうまくいかないものだ。

　そんなことを考えている篤迪の前で、関白はおのれの用件を述のべた。

「まことに心苦しくはあるのですが、実は親族の容体が芳かんばしくなく、いつどうなるのかも分からない状態となっております。それゆえ袴着への参加を見合わせていただきたくお願いにあがりました」

　衝しよう撃げきに息を吞のんだ。確かに身内に不幸があれば、儀式に参加することはできない。いまはまだ存命だが、いつそのような状じよう況きようになるや分からぬので、早いうちに断りを入れておこうというわけである。

　だが篤迪が知っている範はん囲いで、関白にそのような身内はいない。

　魂こん胆たんは明白だった。関白が袴着に出席しないなど、一の宮の沽こ券けんにかかわる問題だ。関白にとって一の宮が疎うとましい存在であることを、世間に公表するようなものである。しかも結果として、関白に気を遣つかった朝臣達が芋いもづる式に欠席を表明しかねない。そんなことになれば、もともと立場の弱い一の宮はますます孤こ立りつしてしまう。

　混乱して物が言えずにいると、関白は猫ねこなで声ごえで話しかけた。

「もちろん病人が相手ですので、どのように変わるかは分かりません」

「!?」

「私は一の宮様の大おお叔お父じにあたりますから、出席したいのはやまやまなのですが……」

　曖あい昧まいに語尾を濁にごし、どうする？　と訴うつたえてくる眼めに合が点てんがいった。

　このまま決けつ裂れつしてしまうことは、関白も望んではいない。仮に無理矢理篤迪を退位させても、現状では代わりとなる手て駒ごまの親王はいないのだから。

　これは関白の警告なのだ。娘の朱子を后きさきとして遇ぐうすれば、袴着に出席しようという。

　袴着まであとひと月。その間に朱子を上御局に呼ばなければ、一の宮の袴着は惨みじめな結果に終わってしまう。

　猶ゆう予よはまだある。指をぎゅっと握り、冷静さを取り戻すように己おのれに言い聞かせる。

「───では病人が回復するよう、私も神仏に祈いのることにしよう」

　絞しぼり出だすように告げると、関白はうっすらとした笑みを浮かべて答えた。

「光栄な御言葉でございます。病人にも主上おかみの真心が、きっと通じますことでしょう」





[image: ]






　関かん白ぱくが帰ってすぐ、篤あつ迪みちは内ない侍しの司つかさの女によう官かんを呼んだ。

「中ちゆう宮ぐうに今こ宵よい、上うえの御み局つぼねに参上するように告げよ」

　十じゆう三さん夜やの宴うたげ以来途と絶だえていた命めいに、女官は耳を疑うような顔をする。とはいえとやかく言うこともなく、すぐに立ち去ってくれたのは幸いだった。おそらくそうしないうちに、台だい盤ばん所どころで他の女官達に話しまくるだろうけれど。

　十九歳になった自分が足あし掛かけ三年もの間、誰だれも寝しん所じよに呼んでいなかったのだから、さぞ心配されたことだろう。あげく梅うめ壺つぼと麗れい景けい殿でんの二人の妃きさきは、里帰りという名目で事実上退出してしまっていた。郁さと子こが存命中もあまり呼ぶことがなかったのに、彼女が亡なくなってからなおもこれでは愛あい想そを尽つかされてとうぜんだ。

　正直なことを言えば、そのほうが気楽だった。申し訳ないと思っているが、郁子を失ってからどうしてもその気になれなかったのだ。その根底に郁子に対する罪つみの意識と、忘れ形がた見みの一いちの宮みやを守りたいという思いがあった。

　他の后こう妃ひ、特に中宮となった朱子との間に皇おう子じが産まれれば、どうしたって一の宮の立場は弱くなる。それだけはなんとしても妨さまたげたかった。

　后妃達を呼ばなかった、もうひとつの理由である。

　そのために他の三人の后妃を蔑ないがしろにすることになっても、一の宮を守ることは親としての務めだと開き直ってしまっていた。

（結局、私は誰も幸せにできなかったな……）

　自じ嘲ちよう的てきに考えたとき、外から子供の悲鳴が聞こえてきた。童わらべ殿てん上じようの男だん児じや女によう御ご付きの女めの童わらわなど、御ご所しよに子供は複数いる。喧けん嘩かなど珍しくもないと気にも留とめなかったが、その泣き声がやけに切せつ羽ぱ詰つまっていたので、さすがに気になって簀すの子こに出てみた。

　声は藤ふじ壺つぼのほうから聞こえてきていた。すぐに一の宮のことを思い出し、もしや怪け我がでもしているのではと小走りになる。

　しかし北側の簀子に出て、ぎょっとした。藤壺と後こう涼ろう殿でんを結ぶ渡わた殿どのの先にある壺つぼ庭にわで、一の宮が女童に玉たま砂じや利りを投げつけていたからだ。顔と頭を覆おおうようにしてしゃがみ込む女童の背中や肩に、はしゃぎ声をあげ、石を拾っては投げを繰くり返かえすわが子の顔は、まるで遊ゆう戯ぎでもするように楽しげだ。

　頭の芯しんに火がついたようになり、篤迪は制御が利かないまま怒ど鳴なりつけた。

「なにをしておるのか！」

　一の宮はびくりとして手を止めた。騒さわぎを聞きつけたのか、藤壺と後涼殿から女によう房ぼうや女官達が出てきた。今頃のこのこ出てくる体ていたらくに、さらに怒りが煽あおられた。

「そなた達はなにをしておるのか！　幼い子にこのように不ふ埒らちなふるまいをさせるとは、女房としてどう心得ておる」

　彼女達は篤迪の怒鳴り声で出てきた。つまり先ほどの女児の泣き声は気にも留めていなかったということである。この場所なら一の宮のはしゃぎ声もまちがいなく聞こえていたはずなのに。

　大きな声をあげることも滅めつ多たにない帝みかどの叱しつ責せきに、藤壺の女房達はすっかり震ふるえ上がっている。いっぽう後涼殿の女官達は、驚おどろきながらもしたり顔だ。彼女らの反応で篤迪は、一の宮の暴ぼう挙きよが日常的であることを悟さとった。それに対して咎とがめるでも止めるでもない藤壺の女房達に、常々不満を抱いだいていたのだろう。

「早くその女童の手当てをしてやらぬか。可か哀わい想そうに………」

　後涼殿から女官の一人が壺庭に下りて、泣きじゃくる女童を奥に連れていった。どうやら所属はこちららしい。だとしたらもう少しかばいようがあるだろうにと、今度は後涼殿側にも苛いら立だった。

　一息ついて渡殿にあがると、壺庭で一の宮はばつが悪い顔で立たち尽つくしていた。

「なぜ、あのように無む慈じ悲ひなふるまいをした？」

　怒りを抑おさえきれず、子供に対して詰きつ問もんするような口調になってしまう。

　対して一の宮はふて腐くされたまま返事もしない。少し落ち着いたと思った怒りがふたたびこみ上げる。この子の将来のために自分がこれほど苦労しているのに、なんという情けない態度なのか。

「そなたは帝のたった一人の子ぞ。いずれ東とう宮ぐう、やがては帝へとなる身にありながら、なんという態度なのか───」

　言い終わらないうちに、一の宮はぱっと顔をあげた。

　それまでばつが悪そうに眼をそらしていたのに、はじめて真正面からにらみつけてくる。反省のかけらもうかがえない態度に、怒りを通り越して情けなくなった。

「一の宮───」

「主上おかみ、どうぞそのあたりで」

　藤壺のほうから出てきたのは絲くみ子こだった。光こう沢たくのある白の唐から衣ぎぬに萌もえ黄ぎ色いろの表うわ着ぎをあわせたこの季節らしい衣きぬは、かつて郁子がまとっていたものだ。形見分けにもらったのだと以前話していたのを聞いた気がする。

「私どもの眼が行き届かずに、主上の御み心こころを煩わずらわせてしまい申し訳ございませぬ。宮様にはよく言ってお聞かせいたしますので、どうぞ今日ばかりはご容よう赦しやくださいませ」

　懇こん願がんするように言われ、少し頭が冷えた。無言のままうなずくと、絲子に命ぜられた女房が、一の宮を藤壺の殿でん舎しやの中へと連れ戻していった。

　やり場のない感情を持てあまして立ちすくんでいると、右側に人の気配を感じた。顔をむけると、いつのまに来たのかすぐ近くに絲子が立っていた。

「なんだ？」

「弘こ徽き殿でんの中ちゆう宮ぐうを上御局に呼ばれるというのは、まことにございますか？」

　耳の早さに呆あきれつつ、彼女の非ひ難なんするような目つきから顔をそむける。

「しかたがない。関白直じき々じきの要よう請せいだ」

「茵しとねを共にしたうえでも、不ふ首しゆ尾びに終わることは多々ございます」

「………」

　わりと露ろ骨こつな発言に篤迪は眼を円まるくしたが、実はそれで通すことも考えていた。

　意に添そわずそのような結果になったとすれば、関白も強くは言えまい。かなり不ふ名めい誉よな誤解は受けるが、背に腹は代えられない。

　答えないでいるのをどう思ったのか、絲子は叱しつ責せきとも励はげますともつかぬ声で言う。

「一の宮様のためです」

「……分かっている」

　短く答えると絲子はひとまず安心したようだが、すぐに表情を引きしめた。

「よろしいですか、お傍そばに仕つかえさせる女によ人にんはよくお選びください。くれぐれも身分の高い女人をお近づけになりませぬよう」

　帝に対するものとは思えぬ要望だが、一の宮のことを考えれば理りはあるのだ。もちろんそんなことはこっちの都合で、夫として不実な態度の言い訳にはならない。だから一の宮を思っての絲子の要望も、即そく座ざにうなずくことはなかなか難しい。

「………分かっている」

　間をどう思ったのだろう。絲子は口調をあらため、まるでなだめるようにささやく。

「女御様方が退出されたことをお気になさる必要はございません。以前にも申し上げましたが、梅壺と麗景殿のお二方は、藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様のご不幸に快かい哉さいを叫ぶような情けない方々なのですから」

　正直その話を聞いたときは、心中穏おだやかではなかった。しかしその元げん凶きようは、自分の不誠実さにある。帝の義務として受け入れた妃達を、平等に遇ぐうすることができなかった。そのことが彼女達の心を歪ゆがめてしまったのだ。

　ならば絲子の批判を咎める資格が自分にあるはずもない。それでも妃達に対する酷こく評ひようを看かん過かできずに、篤迪は反論を試みる。

「弘徽殿……中宮はそのようなことは申しておらぬであろう」

　郁子の死の報告がなされた直前、朱子と上御局で話をした。あのとき彼女は郁子の人となりを褒ほめ、彼女をかばうようなことを言った。十三歳という年ねん齢れいもあったのかもしれないが、彼女からは人に対する悪意がまったく感じられなかった。

（そういえば、彼女はそんな女によ人にんだった）

　ふと最後に会った夜の、朱子のことを思い出した。単純に無む邪じや気きなのではなく、自分の周りの汚お泥でいに気づきながら、頑かたくなに清せい廉れんであろうとする。ある意味で歪いびつな、だが目に眩しいほどに清らかな笑顔を彼女は見せたのだ。

　だからつい、その顔に釘くぎ付づけになってしまった。

　絲子は虚きよを突かれたように無言になったが、すぐに表情を厳しくして言った。

「弘徽殿中宮は藤壺中宮様を追いつめた、関白の娘ではありませんか」

　他の二人の女御を語ったときとはちがう、焦あせりとも敵意ともつかぬものが絲子の声こわ音ねににじんでいた。中宮である彼女が皇子を儲もうけるようなことがあれば、一の宮の東宮冊立はほぼ不可能になるのだから、宮付きの宣せん旨じとしてとうぜんの反応だろう。

　反論をせずにいると、納なつ得とくしたのか絲子は表情を和やわらげた。

「藤壺中宮様に対する主上の深い愛情、この宣旨も理解いたしております」

　そこで絲子は一度言葉を切り、そっと眼を伏ふせた。紅べにを塗ぬった形のよい唇くちびるがなにかを含ふくんでいるように蠢うごめく。やがて絲子はついと視線をあげ、篤迪の袖そでをそっとつかんだ。

「だからこそ、時折おいたわしく思うことがございます」

　吐と息いきを交まじえつつ、絲子は言った。長い睫まつ毛げに縁ふちどられた眼は郁子に似ていたが、彼女にはけして見られなかった媚こびを売るような色が浮かんでいた。

　篤迪はそっと眼を伏せ、絲子の視線を避さけた。

　彼女の顔を見ることが苦痛だった。なまじ姿が似ているだけに、よりいっそう郁子がいないことを痛感してしまう。絲子に非ひがないことは分かっていても、嫌けん悪おさえ覚えてしまうのだ。

　篤迪はそっと袖を引き、さりげなく絲子の手を払はらった。絲子は驚いた顔をしたが、そのまま踵きびすを返すことで自然な動きを装よそおった。しばしぼう然としていた絲子だったが、追いすがるように背に声をかける。

「主上、中宮様を追いつめたのが誰なのか、決してお忘れくださいますな」

　少し離れた位置で立ち止まると、篤迪は横顔をむけてうなずくとも横に振るとも見える動作をした。絲子がどんな反応をしたのかは分からなかった。しかし篤迪は彼女に聞こえないよう小声でつぶやいていた。

「郁子を追いつめたのは…………私だよ」
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「中ちゆう宮ぐう様が上うえの御み局つぼねにお出ましになりました」

　衝つい立たて障しよう子じのむこうから女によう官かんがそう伝えてきたのは、篤あつ迪みちが『朝あさ餉がれいの間ま』で半はん月げつより少し肥こえた臥ふし待まち月づきを見上げていたときだった。

「分かった」

　浮かない顔で立ち上がると、のろのろと襖ふすま障しよう子じを開く。

　丸々二年、足掛け三年も顔を見ていない后きさきのもとにどんな顔で行けばよいのか、皆かい目もく見当がつかなかった。そのうえ久しぶりに呼び出しておいて、さらに不誠実を働こうというのだからひどいものだ。朱あや子こはようやく后として扱あつかわれることを、きっと期待しているだろう。彼女の失望を考えれば、自分の不名誉など些さ細さいなことである。

　身み支じ度たくを済ませてから、上御局にむかう。しかし戸の前まで来て、篤迪は深いため息をついた。

（結局私は、みなを不幸にしてしまった………）

　郁さと子こ然しかり、三人の妻まで。

　中に入ることがとてつもなく憂ゆう鬱うつだった。なにしろ、これからさらに朱子を傷つける結果になるのだから───。

　しかし逃げたところでどうしようもない。こうなったからには、朱子からの罵ば倒とうに甘あまんじよう。どう考えたって非ひは自分にある。敢あえて言うのなら関かん白ぱくの娘であることが朱子の非だが、とうぜんそれは彼女の責任ではない。

　だからといって関白の強ごう引いんなやり方に自分一人だけが眼を瞑つぶらなくてはならないのかと考えると、やはり納得ができなかった。

　なにより朱子との間に皇おう子じを儲もうけるわけにはいかない。一いちの宮みやのことは、自分の中でなにより優先すべきことだった。

　とはいえそのために妻を不幸にすることを繰り返しているという事実が、篤迪の心を重くしていた。この懊おう悩のうは、人の心を持ちながら身の程知らずにも帝みかどという至し高こうの地位を得てしまった自分に科された罰ばつなのかもしれない。

（ならば、己おのれで背負ってゆけ───）

　腹をくくり、音をたてて戸を開く。

　室へやに入ると同時に、御み帳ちよう台だいの絹の帳とばりが蝶ちようのようにはね上がった。奥から出てきたのは紅色の小こ袿うちぎに紫むらさきの表うわ着ぎをあわせた、撫なでし子この重かさねをまとった女によ人にんであった。

　この場所から出てくる人間はたった一人しかいないわけだが、凜りんとしたその美び貌ぼうに篤迪は思わず眼を見張った。

　上うわ背ぜいがあり、背筋をまっすぐに伸のばした立ち姿が美しい。その長身よりさらに長い黒くろ髪かみは肩や腕に豊かに広がり、水のように床ゆかに流れている。黒々とした知的な瞳ひとみは力強い光を放って臆おくすることなく篤迪を見つめてくる。女人に対して適当な表現ではないかもしれないが、堂々として凜り々りしい美び貌ぼうの持ち主だった。
















「……弘こ徽き殿でん？」

　漸ようやく言葉を絞しぼり出だすと、彼女はゆっくりとうなずいたあとに問い返す。

「主上おかみですか？」

　訊きくまでもない。この場所に帝以外の男が入ってきたら大問題である。

　同様にうなずいたあと、篤迪はまじまじと中宮───朱子を見つめた。

　あの幼かった娘が、なんと変わったことだろう。三年足らずの月日で、堅かたかった蕾つぼみが大輪の花となって開いたように洗せん練れんされているではないか。

　驚きのあまり、当初の思おも惑わくも忘れて食い入るように見つめてしまう。

「早く中に入ってください」

　ささやきながらも強い口調で言われ、篤迪は虚きよを突かれる。

「え？」

「早く、女によう房ぼう達が聞いています」

　言うなり手首をつかまれ、ぐいっと引き寄せられる。帳をくぐると朱子は畳たたみの上に座り込んだ。手を引かれて中に入った篤迪も、そのまま腰を下ろす。そうやってむかいあい、ほの暗い御帳台の中で二人はたがいの出方を見るように息をひそめあった。

　少しして篤迪のほうに、さすがにどうにかしなければという義務感が芽生えてきた。

　要はどうにもできなかったという展開に持ってゆかなければならないわけだが、それでも一応努力の姿勢は見せなければ関白を欺あざむけない。想像すると心底情けないし、今後立てられるであろう噂うわさを想像すると不名誉だが、夫として最低のことをするのだからそれぐらいの泥どろはかぶる覚かく悟ごである。

「ち、中ぐ──」

「すみません、父がまたなにか悪だくみをしたようで」

　呼びかけをさえぎられたこともだが、朱子の口から出たとんでもない言葉に眼が点になる。

「父が一の宮様の袴はかま着ぎをたてに主上を脅おどしたこと、女房達から聞きました」

　とっさにどう反応して良いのか分からなかったが、その中で唯ゆい一いつ確信を持って考えられたのが〝女人の口に戸は立てられない〟ということだった。

　いっぽう朱子は昔と変わらぬ勢いで、一方的にまくしたててゆく。

「ですが父の気持ちも分かるのです。だって主上にもそれなりに非はありますから」

「あ、ああ……」

「もちろん主上が父に対してご立りつ腹ぷくなのは承知しておりますし、私を近づけないのも連れん座ざ制せいと思えば納得できますが───」

「いや、それは……」

　確かにそのような意図がまったくないわけではないが、どう考えても朱子にとっては理り不ふ尽じんであって納得する必要はない。せめてもの良心からそう言いたかったのだが、本人を目の前にして（しかも帝を相手に）堂々と〝非がある〟と言い切る朱子の勢いに圧あつ倒とうされて言葉がつづかない。

「ですが麗れい景けい殿でんと梅うめ壺つぼの御おん方かた達に対しては、主上はちょっとひどいと思います」

「………」

「私が母を亡なくしたのは幼い頃なので、大切な人を亡くした哀かなしみがどれくらいつづくのかは分かりません。だからいいかげん立ち直るべきだとかは申しません。ですがちょっとひどいことをしているという自覚はしておいてください」

　正論すぎてぐうの音ねも出なかったが、黙っているとふて腐くされていると受け取られかねないので短い言葉で答える。

「言われるまでもない」

「ならばそれでよいと思います。ついでに噓うそでもいいから胃痛がひどいとか、白しら髪がが増えたとかでも言ってくだされば、お二方もいくらか救われると思います」

　胃はともかく白髪は、十九歳の自分の発言として信しん憑ぴよう性せいに欠けるだろうと内心で突っ込んだ。それはともかくあっさりと引いた朱子を篤迪は訝いぶかしく思った。もっととやかく言われると覚悟していたこともだが、なぜあの二人への罪つみ滅ほろぼしが、呼び戻すことではなく反省することになるのかが理解できなかったからだ。

「郁さと子このことを、いいかげんに忘れろとは言わぬのか？」

「申しませぬ、そのような無む駄だなこと」

「………無駄？」

「だって心だけは、他人がどうこうできるものではありませんから」

　まるで宣言でもするように告げられた言葉に、篤迪は胸を突かれる。

　心だけは他人にはどうにもできぬ。さまざまなものが思うとおりにできぬ立場を痛つう感かんしているからこそ、篤迪は朱子の言い分を唯一の光のように眩まぶしく感じた。

　だがすぐに自分でも思うままにならぬ己の心を思い、やや皮肉めいた口調で言う。

「されど心というものは、自分でも歯は痒がゆいほどどうにもならぬことがある」

「ですが仏のもとで行うあらゆる苦行は、苦しみを自分の力で克こく服ふくするから価値があるのではありませぬか？」

　きっぱりと、迷うことなく朱子は言った。

　迷うことも苦しむことも、それが己の意志であるのなら価値があると言うのだ。

　篤迪は息を詰め、目の前の少女の顔をじっと見つめる。

　聡そう明めいで意志の強そうな彼女の顔に、最初に見たときとは別の感かん慨がいを受けた。

「要するにですね───」

　朱子は切り出し、篤迪は物思いから引き戻される。

「私、今宵のことは首しゆ尾びよく終わったとみなに言いますから、どうぞ遠慮なく御ぎよ寝しんあそばしませ」

「………え？」

「大だい丈じよう夫ぶです。御帳台の中でなにをやっているのかなど、誰ものぞきませんから。御帳台の中のことは二人だけの秘密です。もし感想を訊かれたら適当にごまかしておきます」

　ものすごく冷静に朱子は述のべるが、篤迪はなにをどう判断してよいのかなかなか理解することができずにいた。

（要するにいたしてしまったふりをする、ということか？）

　経けい緯いを考えれば願ってもないことなのだが、なにか釈しやく然ぜんとしない。よいのだろうかと悩む篤迪の前で、朱子はさっさと衣きぬを脱いで小こ袖そで姿になった。

「それではおやすみなさいませ」

「ち、ちょっと！」

　衾ふすまにもぐり込もうとした朱子の袖をつかみ、あわてて引き止める。

　しかしなぜそんなことをしたのか、自分でも分からないでいた。まさに渡りに船だというのに───。

　自分の袖を握ったまま困こん惑わく顔がおをする篤迪を、朱子は不ふ審しんげに見つめた。

「なんでしょうか？」

「せ、せっかくだから、少し話でもしないか？」

　苦くるし紛まぎれに口にした言葉に、朱子はますます不審を募つのらせた顔をする。彼女のその反応に、篤迪は少なからず落ち込んだ。

（そうだよな、虫がよすぎるよな）

　自分から理不尽に彼女を遠ざけておいて、いまさらこの言い草はないだろう。顔も見たくないぐらいに思われていても不思議ではないのに。

　袖を握られたままぽかんとしていた朱子だったが、ふいに肩をぶるりと震わせてひとつくしゃみをした。それで篤迪は、朱子を小袖姿のまま座らせていたことに気づく。夏とはいえ、朝晩の空気は肌寒い。同じ格好を自分もしているわけだが、一般的に女人のほうが寒さに弱いものだ。

「す、すまない」

　急いで手元の衾を取って肩に着せかける。朱子は驚いた表情でこちらを見た。そのはずみで視線がぶつかり、しばし結ばれたように見つめあう。

（なんという瞳ひとみだろう………）

　篤迪はつい見入ってしまった。朱子の瞳は黒こく曜よう石せきのように強い光を放ち、じっと見ていると吸い込まれてしまうかのようだ。同じ黒々とした美しい瞳でも、どこまでも透とう明めいで潤うるんだような光を湛たたえていた郁子のそれとはまったくちがっていた。

「そうですね」

　泰たい然ぜんとした朱子の言葉に、篤迪はわれに返る。まっすぐに自分を見つめてくる瞳に、内心で前言撤てつ回かいした。朱子の瞳は吸い込まれそうなときもあるけれど、時には射い貫ぬくように鋭するどいのだ。痛いように感じるのは、こちらに引け目があるからだろうか。そんな強い眼まな差ざしをそらすことなく、まるで釘くぎを刺さすように重みのある口調で朱子は言った。

「ちょうどよろしゅうございました。私も主上にお尋たずねしたいことがあったのです」

　その言葉に一いつ瞬しゆん身構えたが、すぐに観かん念ねんする。

　そりゃあ、尋ねたいことも言いたいことも山ほどあるだろう。その可能性に気づかず、自分から話をしようなどと切り出した間ま抜ぬけさにとことんあきれてしまう。

「とうぜんそうだろう。よい、なんでも聞こう」

「藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様が身み罷まかられた夜、同じようにここで二人で話をしたことを覚えていらっしゃいますでしょうか？」

　間かん髪はつを容いれずにされた問いは、篤迪にとって意外なものであった。てっきり足掛け三年にもなる無ぶ沙さ汰たを責められると思っていたのだ。

　ほっとしながらも少し悩んだ。郁子が亡くなった前後は混乱し、なにがどの頃に起きたことか記き憶おくが曖あい昧まいだったからだ。

　表情で悟ったのか、補足するように朱子は言った。

「帝が私を上御局にお呼びになり、女御のお二方を悪く思わないでほしいとおっしゃったときです」

「あ……」

　短く声を漏もらしたあと、篤迪はこくりとうなずく。そうだ、そういえばあの夜は───。

「道理を守るために中宮様をその地位にお留とどめ置きくださいと私が申し上げましたら、主上はひどくご気分を害されたようでございました」

「…………」

「大変に恐れ多いことでございますが、私は自分の言葉がなぜあそこまで主上をご不快にさせてしまったのか、いまだに分からないのです」

　朱子の説明ではっきりと記憶がよみがえる。

　そうだ。あれは完全な八やつ当あたりだった。朱子はなにもまちがったことを言っていなかった。むしろ称しよう賛さんすべきまっすぐな心の持ちようだった。

　もちろん現実は理想どおりにいかないが、それでも言い含めて納得させる術すべはあったはずだ。この聡明な少女であれば十を話さずとも分かってくれたと思う。それなのに痛いところを突かれたあまり、つい感情的になって怒おこってしまったのだ。

「あれは……済まなかった」

　絞しぼり出だすように篤迪は言った。

「郁子を手放した無念から、動どう揺ようしていたのだろう。つい感情的になって………」

　その言葉に朱子は首を傾かしげる。

「ですが中宮様が身罷られたという知らせは、そのあとでしたが」

「そうではないよ」

　普通に受けとめれば確かにそう思うだろう。自分の言葉足らずに、思わず苦く笑しようが漏れる。朱子は眉を寄せ、一拍置いてから首を横に振る。

「いいえ、確かにそうです。私達がお話ししているときに、蔵くろう人ど頭のとうが───」

「ああ、そうじゃないんだ」

　また自分の言葉足らずに気がついた。そうではないという自分の言葉を、朱子は彼女の言葉を否定したものと取ったようだ。普通に考えればそう受けとめるだろう。

「郁子に皇きさ后いの宮みやにあがるように言ったのは、私なんだ」

　思ったよりもさらりと告げることができた言葉に、朱子は眼を円まるくした。彼女は父親の関白がそれを帝に無む理り強じいしたと思っていたのだからとうぜん驚くだろう。

「もちろん先に話を持ってきたのは関白だし、当初はとんでもないことだと拒こばんだ」

　軽い口調で語りながらも、喉のどにずっとつかえてこびりついた物を吐き出すような労力を要した。言葉をひとつ出すだけでも身体に力が入り、精神的にも肉体的にもひどく消しよう耗もうしてしまいそうに思う。

　それでも朱子の問いには、きちんと答えなければと思った。自分が不幸にしてきた妻達に少しでも誠意を見せるために、身を切ることぐらいなんだというのだ。

「だけどあなたにも言ったとおり、筋が通っている話だと考え直した。郁子に対する愛情だけで関白の申し出を拒むことは、帝として許されないことだと思ったんだ。そうでなければ二に条じようの后きさきも納得できないだろう。関白の権勢に押されたのではない。私が納得して、それを郁子に告げたんだ」

　そこで一度言葉が途切れた。喉の奥に石が詰つまっているようで、いよいようまく言葉が出てこなくなった。

（言うんだ、言わなければ……）

　己に必死に言い聞かせる。ここで言わなければ、自分の所しよ業ぎようとむきあうことができないではないか。

　ふうっとひとつ息を吐はいてから、篤迪は拳こぶしを作って力をこめる。

「私が彼女をかばわなかったことで、郁子は絶望して御ご所しよを下がることを決めたんだよ」
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　篤あつ迪みちの口から放たれた意外すぎる真相に、朱あや子こはしばらく物が言えずにいた。

　とつぜん決まった郁さと子この里帰りには、そのような背景があったというのか。確かに後うしろ盾だてをなくし、唯一頼たよりにしていた帝みかどからのその仕打ちは、彼女を打ちのめすのに十分すぎるものだったのだろう。つまり郁子を手放したというのは、亡なくなったことではなく文字どおり彼女の手を離したという意味だったのか。

　そこで朱子は、ふと思いついた。

「ですが十じゆう三さん夜やの宴うたげに父が欠席したのは、帝が私の中ちゆう宮ぐう冊さく立りつをお認めにならなかったからだとお聞きしました」

　あの宴は郁子が里帰りをした翌日に催もよおされたものだった。里帰りの前にすでに中宮冊立を容よう認にんしていたのなら、父が宴を欠席する理由がない。

　記憶にはっきりとあるのか、その問いに帝は即そく答とうした。

「関かん白ぱくは口約束ではなく、宣せん旨じまでを求めていたからね。郁子の里帰りで動揺した私が翻ほん意いするのを懸け念ねんしたのだろう」

　父の執しゆう念ねんに朱子は言葉を失う。なぜかは分からぬが、朱子の中宮冊立にかんして父の行為はらしからぬことが多い。郁子が身み罷まかった直後にその話を持ち出して帝の怒りを買ったことも、日頃の計算高さからすると首を傾かしげてしまう軽けい挙きよだ。

　それは郁子だって、御ご所しよに残って朱子の中宮冊立と自分の皇きさ后いの宮みやへの宣旨を同時に聞くことは耐たえがたかったであろう。あるいは里帰りは帝に対する抗議だけではなく、彼女自身その状況から逃げ出したかったという動機もあったのではないだろうか？

　そうやって郁子に同情するいっぽうで、朱子は篤迪の行動も理解できた。

　道理が通らぬと言いはしたが、それは朱子がただの妃きさきだったから言えた言葉だ。一人の人間として情で動くことができる立場だからだ。

　しかし帝という存在は、そのように動くわけにはいかない。

　誰よりも仁じん徳とくを求められる立場にありながら、時としてその仁徳を守るために〝泣いて馬ば謖しよくを斬きる〟ことを求められてしまう存在なのだ。

　ふと朱子は、郁子をはじめて見たときのことを思い出した。いよいよ明日里帰りをするという日の夜、上うえの御み局つぼねに着いた彼女を、篤迪はまるで女め神がみに対するように出迎えた。つい天あま照てらす大おお御み神かみと大おお国くに主ぬしの命みことを連想してしまったが、いまにして思えばあれは、郁子に嫌きらわれたのではという篤迪の恐きよう怖ふが取らせた行動だったのではなかったのか。

　考えを巡めぐらす朱子の前で、篤迪は自じ嘲ちよう的てきに漏もらす。

「私がかばっていたら、郁子はあのように急に里帰りをすることもなかったのだろう」

「ですがそれは……いずれ近々にそうせねばならなかったことでございますから」

　かばうようなつもりで朱子は口をはさんだ。確かに結果として今こん生じようの別れにはなってしまったが、懐かい妊にんを理由にした里帰りとしてはむしろ遅すぎるぐらいのものだったのだ。

「本当に出産のためだけだったと思うか？」

　篤迪の問いに朱子はどきりとする。自分でも白しら々じらしかったことは分かっている。間合いを考えればそんなはずはなかった。臨りん月げつはずいぶん先だった。宣旨を耳にしたくなかったのか、あるいは諸もろ々もろの仕打ちに対する抗議に決まっている。

　篤迪は一度眼を伏せ、そのまま唇をこすりあわせるようにして微笑ほほえんだ。




「私は郁子が、自じ死しをするために里に戻ったように思えてならないのだ」




　今度こそ朱子は言葉を失うほどの衝撃を受けた。

　郁子が自死ではないかという疑念はあの当時も確かに出ていたが、どちらかというと二に条じようの后きさきの祟たたりという説のほうが世間には流る布ふしたと聞いていた。もちろん物ものの怪けが自死に導いたということもありうるだろう。

　最終的に病死と公表されはしたが、はっきりしたことは分からないまま憶おく測そくと疑念だけが残る結果になった。しかしそれも、月日とともに薄うすらいでいったのだ。

　だが帝は郁子が亡くなってから二年以上、ずっと変わらない罪つみの意識に苛さいなまれてきたのだろうか？　朱子も当初は、二人の女御達から自死の原因が自分の中宮冊立にあるのではと匂におわすように言われ、それだけでも穏やかではなかったというのに。

　居たたまれなくなって、朱子ははっきりと告げる。

「私、中宮様は自死ではないと思います」

　対して篤迪は言葉では答えず、力のない笑みを返しただけだった。朱子が自分を慰なぐさめるため、なんの根こん拠きよもなく言っていると思ったのだろう。

　そうではない、というように朱子は首を横に振った。

「実は私、里帰りをなさる日の朝、中宮様とお会いしたのです」

「え？」

「あのとき中宮様は、私に帝のことをよろしく頼むと仰おおせになられたのです」

　朱子の告白に篤迪は口くち許もとを歪ゆがめた。とうぜんだ。考えようによっては遺ゆい言ごんとも受け取れる言葉ではないか。

「ですが一の宮様のことは、なにも仰せになられませんでした」

「とうぜんだろう。あなたは宮となんの関係もない」

　なにを馬ば鹿かなことを、とばかりに帝は返した。

「そうですよね。では主上は中宮様から一の宮様の件について、里帰りの直前になにかお聞きになりましたか？」

「いや、別に……」

　朱子の意図が分からぬのか、戸と惑まどいがちに帝は答える。次の言葉をどうしようかと少し悩んだが、篤迪が自死の責任を感じるよりましだと思って朱子は告げた。

「中宮様は、主上にはもう頼らないとお覚悟を決めておられていたのかもしれません」

　とうぜん篤迪は眉み間けんに皺しわを寄せて朱子を見た。とどめを刺すというか、傷口に塩を塗ぬる発言になりかねない。

　確かにあの当時は朱子も自死を疑った。しかしいまになって朱子は、当時の郁子の心はそんな単純なものではなかったのではと思っていた。

　朱子の中宮冊立を受けても、郁子の帝への愛情はおそらく変わらなかったのだろう。だがこれまで后きさきとしての権けん勢せいと彼の愛情を独どく占せんしていた郁子は、この出来事で自分の夫つまが個の感情で動くことができない立場であることを突きつけられたのではなかったのか。

「だから主上のことだけを私に託たくして、一の宮様とお腹なかの御お子こはご自分でお守りになる決意をなさっていたのではと思うのです。だって自死をするつもりであれば、夫のことを頼んでおいて、わが子のことを誰にも頼まないなどありえないではありませんか？」

　郁子が初対面の朱子に篤迪のことを託たくした意図は、いまとなってはわからない。

　単純に皮肉ということも考えられるが、できることならあの〝優しいのね〟という言葉を信じたい。彼女が屈くつ託たくや失望を抱きながら、なお五歳年少の夫への愛情と憂ゆう慮りよを消すことはできなかったのだと思いたかった。

「中宮様は、最後に私に笑いかけてくださいました」

　朝あさ靄もやの中で自分にむけられた笑顔を思い出す。さまざまな懊おう悩のうや苦労を背負っていながら美しかったあの顔は、泥の中だからこそ美しく咲さき誇ほこる〝泥でい中ちゆうの蓮はす〟を連想させた。

　不安と疑問を交まじえた表情で自分を見る篤迪に、朱子は力強くうなずいた。

「中宮様は主上に絶望したのではなく、自分の人生を生きて闘たたかうために里帰りを決められたように、私は思えてならないのです」

　だからこそその死は無念で痛ましいものではあるが、篤迪がこれ以上自分を責める必要はないと朱子は告げた。

　はじめは険しく硬かった篤迪の表情が、次し第だいにほころびはじめた。決けつ壊かい寸前の堤てい防ぼうのように、必死で堪こらえていたものが少しずつ漏れはじめている。小刻みに震えだした唇をきゅっと嚙かみしめ、瞬まばたきを耐えるかのように眼を見開きつづけている。

　郁子の遺い髪はつが届けられた日、清せい涼りよう殿でんから聞こえてきた慟どう哭こくを朱子は思い出した。

　ひょっとして自分は、いまこの場に居るべきではないのではないか？　立ち去ることが気の利きいたふるまいなのではないか？　思い悩んでいるさなか、朱子の中で先ほど自分でも口にした郁子の最後の言葉がよみがえった。

　───主上をおよろしくね。

　郁子の最後の想いに、胸を貫つらぬかれた気がした。

　分かっていたのだ、あの美しい人は。自分が離れたあと、この真しん摯しで誠実な人がどれほど自責の念を抱いて苦しむのかを。加えて立場と性別が、その苦しみをさらに逃げ場のないものにしてしまうことを───。

　朱子は篤迪の顔をのぞき込み、すべてを肯こう定ていするようにうなずいた。

「大丈夫です」

　篤迪はびくりと肩を震わせた。

「御帳台の中のことは、二人だけの秘密ですから」

　警けい戒かいするように朱子を見つめる篤迪の眼が潤うるみ、みるみる涙の膜まくが浮かぶ。一度瞼まぶたを閉ざしたあと、にじみ出るように涙が頰ほおを伝い落ちた。そのまま彼は肩を震わせ、それでも声を押し殺して泣きはじめた。

　そばに寄より添そいながら、朱子は思った。

　十三歳という若さで即そく位いしてから、篤迪には同じような苦く境きようが何度もあったにちがいない。そのあまりにも若く幼かった篤迪を、郁子はずっと支えてきたのだろう。

　しかし郁子は帰らぬ人となった。その耐たえ難がたいほどの哀しみを、篤迪はもはや誰にも支えてもらうこともなく内に押さえつけて過ごしてきたのだ。箍たがが外れたような反応に、朱子はそう思った。

（───じゃあ、宣せん旨じの君きみは？）

　いまは一の宮の宣旨となっている、美しいが高こう慢まんな上じよう﨟ろうのことを思い出す。郁子によく似た彼女を、帝は形かた代しろにするつもりにちがいないと人々は噂をしていた。だが賢さかし子こは、形代などなんの意味のないことだと断言した。

（賢子の言うことが正しかったのね……）

　郁子を深く愛した帝は、他の誰も身代わりにはできず、結局その喪そう失しつ感かんをいまでも埋うめられずにいるのだ。

　もちろん朱子だって郁子の身代わりにはなれないし、なりたくもない。それでも自分なりの方法で、この御方を支える手段はないものだろうかと思った。それほど篤迪の姿は痛ましく、それ以上に自らの立場を貫こうとする姿勢に共感した。
















　どれくらい経たったのだろう。

　すすり泣きの声が次第にかすれてゆき、ついに途絶えた。篤迪は、以前のように慟哭する姿は最後までなかった。

「すまない、見苦しい姿を見せて」

　朱子は首を横に振った。そして何事もなかったように微笑んだ。

「大丈夫ですよ。御帳台の中のことは二人だけの秘密ですから」

　本日三回目の宣言に、篤迪は虚を突かれた表情をする。やがて一拍置いてから、小さく噴き出した。久しぶりに見た彼の心からの笑顔に、朱子はほっと胸をなで下ろした。

「どうぞ、御寝あそばしませ。実は私、眠くなりました」

　そう誘いかけると、篤迪は今度は破は顔がんした。





[image: ]






　ふわっと地上に浮かび上がるように、ごく自然に篤あつ迪みちは目覚めた。

　起き抜けはいつも重苦しい頭と身体が、しごくすっきりとしている。気がつくと帳とばりのむこうには、眩まぶしいというほどではない穏やかな光が広がっていた。

「朝か……」

　いつも頻ひん繁ぱんに夜中に眼を覚ますのに、ちょっとした驚きだった。そういえばいつも夢を見るのに、今朝はなにも覚えていない。こんなにぐっすりと眠ったのはどれくらいぶりだろう。

　衾ふすまを払って起き上がると、隣となりで「うんっ……」と愚ぐ図ずるような声が聞こえた。上うえの御み局つぼねに呼ばれた后こう妃ひは明け方のうちに自分の殿でん舎しやに戻るものなので、ひとまず起こそうとして朱あや子こを見下ろした。

「……」

　そのまま篤迪は、朱子の寝ね顔がおに見入ってしまった。

　昨夜はすっかり大人びた姿に驚いたが、こうして見るとあいかわらずあどけない。

　郁さと子こが亡くなってから、自分の中で時は止まってしまっていた。唯一それを動かすのは一いちの宮みやだが、正直身体が大きくなった以外に息子の成長を感じたことはなかった。

　しかしやはり時は流れていたのだと、再会した朱子の成長ぶりで認にん識しきする。考えてみれば十六歳にもなったのだからあたりまえだ。

　その反面、あいかわらず高貴な女によ人にんとしては変わり者で、話をしていて馬があうのも変わらなかった。以前本人にも言ったが、朱子といると二つ上の兄あに宮みやのことを思い出す。

　一いつ緒しよにいるとただただ安らぎ、落ち着いた心地ここちになれた郁子とはちがう。

　朱子といると心がはずみ、高こう揚ようするのだ───まるで少年の頃のように。

　篤迪は引き込まれていくように、じっと朱子の寝顔を見下ろしていた。白い頰に射ぬ干ば玉たまの黒髪が打ちかかるさまを見下ろしているうちに、すっかり彼女を起こすという目的を忘れてしまっていた。

　まるで少年のようだった少女が、なんと美しい姫君に成長したことだろう。見つめていると、身体の内側に灯ともされた火がじりじりと焦こげ、全身に広がってゆくような気がする。

　久しく覚えのなかった感かん慨がいに耽ふけっていると、とつぜん朱子がぱっちりと眼を開いた。たがいに驚き顔で、上と下で視線をつなぐように見つめあう。

　戸惑う篤迪の前で、朱子はぱっと花が咲いたような笑顔を浮かべた。

「おはようございます」

　一瞬どきりとしたあと、あわてて返事をする。

「お、おはよう」

「よく、おやすみになれましたか？」

「あ、ああ……」

　朱子が起き上がろうとしたので、ぶつからないように急いで身をそらす。すれすれで触ふれかけた髪かみから、ほのかな薫かおりがかすめた。

「……荷か葉よう？」

　思わずつぶやくと、朱子は動きを止めてこちらを見た。

「そうです。さすが主上おかみ、お気づきになられましたか」

　一度確認するよう、朱子は自分の肩のあたりに鼻を近づけた。

「私、蓮はすの花が好きなのです。だから───」

「ああ」

　篤迪は納得した。荷葉は蓮れん華げの薫かおりを擬ぎして練った香こうである。といえどの香でも調合の方法は家ごとにちがっているので、薫りは画一ではない。

「中ちゆう宮ぐうは蓮の花が好きなのか？」

「はい。だって生きざまが素す敵てきではありませんか」

　眼を輝かがやかせて朱子は言う。花の生きざまというのも変な表現だが、泥の中でも美しく咲く蓮の花は、仏教において人の生き方の理想のひとつとされる。

「泥でい中ちゆうの蓮か……」

　なるほどとあいづちを打ったあと、自然と言葉がこぼれた。

「あなたにぴったりの花だね」

　朱子は虚を突かれたように眼を円まるくする。強い光を放つ生気に満ちた瞳は吸い込まれてしまいそうで、そのまま眼が離せなくなってしまう。

　そのとき、御み帳ちよう台だいのむこうで女によう房ぼうが呼びかけた。

「中宮様、お目覚めでございますか？」

　篤迪も朱子もびくりと身体を震わせる。同時に現実を取り戻した。

　人目につかないうちに弘こ徽き殿でんに戻らなくてはならないが、そのためにはある程度身み支じ度たくを整えなくてはならない。

「待って、いま行きます」

　肩にかけていた衾を引き寄せると、朱子は腰を浮かしかけた。その彼女の腕を、篤迪はとっさにつかんでしまった。朱子はびっくりした顔でこちらを見る。

「なにか？」

「そ、その……」

　切り出しただけで語尾を濁にごす。朱子はますます不思議な顔をしているが、自分でもなぜこんなことをしたのか分からないのだからどうしようもない。

　しどろもどろになったあげく、ついに言葉を引っぱり出す。

「………今こ宵よいも呼んでよいか？」

「は？」

　短く声をあげた朱子に、ひどく慌あわてる。呼んでどうするのだ。昨晩は朱子の気き遣づかいでやり過ごしたが、一の宮に対する自分の決意はなにも変わらないというのに。

　答えに窮きゆうする篤迪を朱子はじっと見つめ、やがて得とく心しんしたようにうなずく。

「そうですよね、昨夜一回だけでは疑われますよね」

「え？」

「分かりました。これからも程ほどよく適当にお呼び寄せください」

　朱子はどんと胸を叩たたいたが、なにかが激しくちがう気がした。しかし朱子はこちらの困惑などおかまいなしに、悪戯いたずらを企たくらむような表情で言う。

「大丈夫です。御帳台の中のことは、二人だけの秘密です」

　やはりなにかがちがう。だからといって、なにが正しいのかと言われれば自分でもよく分からない。ただ、今宵も朱子が来てくれるということに、とても安心した。

「それでは、また今宵」

　はきはきと告げると、朱子は帳をくぐり抜ぬけて出ていった。

　御帳台の中に一人残された篤迪はしばしぼうっとしていたが、その表情は次第にほころんでいた。口許を緩ゆるめながら、つくづく彼は思った。

　なんと気持ちの良い朝だろう───と。
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　好こう奇きの眼で殿でん舎しやで待ち受ける女によう房ぼう達を「疲れているから」の一言で追い払うと、朱あや子こは賢さかし子こを御座所おましどころに呼び寄せた。

「賢子の言ったとおりね。疲れているからって言ったら、みんな一気に引き下がったわ」

「まあ、事実上答えを言ったようなものでございますからね」

「え？」

　首を傾かしげる朱子を無視して、賢子は袖そで口ぐちで口くち許もとを押さえつつずいっと詰つめ寄よる。

「して、やはり原因は関かん白ぱく様でございましたか？」

　大きくうなずいた朱子に、賢子は眉み間けんをぎゅっと押さえてため息をついた。

　そんな彼女の反応に、内ない侍しの司つかさから知らせが来たときのことを思い出した。

　今こ宵よいは上うえの御み局つぼねにに参さん上じようするようにと、女によう官かんが二年半ぶりの知らせを持ってきたのは昨日の昼過ぎだった。もちろん単純に浮かれる女房は一人もいなかったが、絶対おかしいと断言したのはさすがに賢子だけだった。

　調べさせた結果、篤あつ迪みちと父のやりとりが分かった。

　朱子は篤迪の意図を酌くみ、父や女房達を欺あざむく決意をした。そしてその計画を、いまや乳う母ばよりも信しん頼らいのおける賢子にだけ告げたのだ。

　それだけ父のやり方に憤ふん慨がいしていた。

　その反面、帝みかどに対しても反発があったことは事実だった。これまで放っておいて、いまさら父に言われて渋しぶ々しぶ受け入れられるぐらいなら、このままのほうがましだと思った。

　この二年と半年の間、篤迪が意図的に自分を避けていることは承知していた。いくらなんでも自分の若さが原因だとは、もはや思ってもいない。

　篤迪のほうにも色々と事情があることは察している。だがこちらにも意地がある。せめてなんとも思っていないようにふるまおう。上御局に呼ばれることがなくとも、なにも変わることなく楽しく日常を過ごしてやろうと思っていた。

　そんな朱子にとって今回の篤迪の呼び出しはけして喜ぶようなものではなく、なにをいまさらという思いしかなかったのだ。だから上御局に行ったとき、むこうの意を酌んだふりをして拒こばんでやったのだ。

　だがむきあって話しているうちに、気持ちが変わってきた。帝の状況を察さつするうちに次第に気持ちが寄り添えるようになっていた。その思いを決定的にしたのは、郁さと子こを想っての篤迪の涙だった。

　あれは決定的だった。意地とか義務とかではなく、人間のもっと深い部分にある純じゆん粋すいな感情に圧倒され、これまでのわだかまりを水に流さなければと素直に思えた。

　しかし朱子は、そのことだけは賢子に言わなかった。篤迪の尊そん厳げんもあるが、なによりそれを思い出すと朱子の胸が痛んだからだ。

　───なぜだろう？　もっと純粋に感動してよいはずなのに。

　昨夜のことをかいつまんで話し終えたあと、締しめくくるように朱子は言った。

「だから、今後も協力してあげることにしたのよ」

「それで宜よろしいのでございますか？」

　不満と不安を入いり交まじえたような賢子の問いに、朱子は訝いぶかしげな顔をする。

「どうして？　私は主上おかみと仲直りをしたのよ。協力したいと思ってとうぜん───」

「そうではなく」

　朱子の発言を、賢子はさえぎった。

「このまま真まことの夫婦にならないまま、それで宜しいのですか？」

　とっさに朱子は言葉を失った。内侍司からお召めしがかかったときは、反発しかなかった。だが再会して、以前抱いていた想いを取り返したから協力したいと思った。

（抱いていた想い───）

　そこで朱子の思考は停止する。

　弘こ徽き殿でんの御座所で、地図や史し書しよを広げて語りあった。一緒にいるだけで楽しかった。

　だがそれだけならば、女おんな一いちの宮みやと会うのとなんら変わらない。実際、彼らが兄きよう妹だいということもあり、同じような感情を抱いていた。

　いつの頃からだろう。

　更ふけ待まち月づきの入じゆ内だいの夜から、郁子の死の報がもたらされた十じゆう三さん夜やまでの日々の間。まるで月の満ち欠けのように気持ちが変化していった。純粋に親しんでいただけの当初の想いから、他の三人の后こう妃ひ達を意識するようになった最後の想いはあきらかにちがっていた。

　日数にして、ひと月にも満たない期間の想いまでもが自分の中によみがえっているとしたら。

　───本当に〝それで宜しいの〟だろうか？

　ふと生しようじた漠ばく然ぜんとした疑問を、朱子は急いで打ち消す。

「詮せん無ないこと」

「はい？」

「だって主上は、いまだ藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様のことをお忘れではないもの」

　わざとらしいほど明るい口調で言ったが、賢子は硬かたい表情のままだった。自分でも見えない部分を見み透すかされている気がして、朱子の胸は強くざわついた。
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　朱あや子こを寝しん所じよに召めすようになってから関かん白ぱくも安心したらしく、一いちの宮みやの袴はかま着ぎもどうやら無事に行えそうなあんばいになってきた。関白に怪あやしまれぬようにと、ひとまず一日おきに召している。毎晩だとさすがに照てれくさいし、朱子にも迷めい惑わくだと思ったからだ。

　そんなこんなでお召の数も二ふた桁けたに上ったある夜、朱子は早々に茵しとねに転がって話しはじめた。彼女は以前と変わらず快かい活かつで、打てば響ひびくような才を会話の端はし々ばしに見せてくれる。その才気と活発さに、二年前は兄あに宮みやと遊び興きようじた日々を思い出したものだった。

　しかし現い在まは少しちがっていた。

　朱子と会話をすること、話を聞くことはあいかわらず楽しい。だがそれだけではなく、ひたすら一人で話しつづける横顔、先に眠ってしまったあとの寝顔、それらを見ているだけで胸が温かくなり、満たされた心地ここちになるのだ。

　その日も篤あつ迪みちは横に並び、涅ね槃はん像ぞうのように手て枕まくらをして朱子の横顔を眺ながめていた。

「袴着の日取り。藤ふじの季節にできなかったのは本当に残念でしたね。今年の花付きは見事で、先せん端たんが地面につきそうなものもありましたよ」

　朱子の大おお袈げ裟さな表現に、篤迪は苦く笑しようした。いくら立派な藤でも、地面につくなどそれはない。そう指し摘てきすると朱子は悪戯いたずらめいた表情でこちらをむく。

「藤ふじ棚だなを低くすれば、そんなことも可能でございましょう」

「しかしそれでは、一の宮のような子供しか下をくぐれないだろう」

　篤迪の言葉に、朱子は不意に黙だまり込こんだ。

「いかがいたした？」

「一の宮様は、お健すこやかにお過ごしですか？」

　篤迪は訝いぶかしげな表情をした。話題としては自然かもしれないが、一の宮そのものが朱子が関心を持つ存在とも思えなかったからだ。

「あなたは一の宮と面識があるのか？」

　口にして、篤迪の心にふと不安がよぎる。以前眼めにした、わが子の心無いふるまいを思い出した。ひょっとしてあんな現場に、朱子も遭そう遇ぐうしたのではあるまいか？　そのことを気にしての、いまの思わせぶりな問いではないのだろうか？

「……一度だけ」

　気乗りしないように朱子は答えた。

「藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様がはかなくなられて少し経たった……真夜中でした」

「真夜中？」

　郁さと子こが亡なくなったとき、一の宮は二つにもなっていなかった。いまでも同じだが、真夜中に起きているような年ねん齢れいではない。

　不ふ審しんな顔をする篤迪に、朱子は噓うそではないというように訴うつたえる。

「夜よ更ふけに物音がしたので出てみたのです。すると庭で砂利遊びに興きようじておられました」

「砂利遊び？」

　あまりの不審な行動に耳を疑う。朱子も自身で口にして納なつ得とくできないのか、それとも昔のことすぎて記き憶おくがおぼろげなのか、慎しん重ちように言葉をつむぐ。

「実は、母上様がそこにおられるからとおっしゃって……」

「!?」

　顔を強こわ張ばらせる篤迪に、朱子は失言でもしたようにあわてる。

「女によう房ぼう達から聞いたのですが、そういうことは幼おさな子ごに時折あるということなのです」

「………そうなのか？」

　ひとまず胸をなで下ろした篤迪に、朱子はうなずく。

「はい。ですからいまはいかがお過ごしなのかと。がんぜない一の宮様が、お母上が鬼き籍せきに入いったことを、どのように理解なされておられたのかと気になっていたのです」

「私の印象では、母親のことはほとんど覚えておらぬようだが………」

　それ以上、篤迪は答えることができなかった。言えるほどに一の宮のことを知らなかったからだ。帝みかどという立場上、思うようにわが子にかまけることはできない。父ちち帝みかども自分に対してそんな感じだったから、帝というのはそういうものなのだと諦あきらめている。

　かといって父帝からの愛情は感じていたし、自分も一の宮に対する愛情はある。十五歳と若くして父になったが、郁子が出産したわが子を見たとき、これほど愛いとしいものがこの世にあるのかと思った。その思いはいまも変わっていない。わが子として、郁子の忘わすれ形がた見みとして、あらゆることをしてやりたいと思っている。

　しかし先日の一件以来、資し質しつに疑いを覚えている。四歳にしかならぬわが子に対してありえない考えだと何度も打うち払はらおうとした。だがいくら払っても疑いが消えずに、ふと気を緩ゆるめたはずみに、不安が雨雲のように広がってゆくのだ。

「分かった。宣せん旨じの君きみに尋たずねてみよう」

　絲くみ子この名を出すと、朱子はあからさまに眉まゆを寄せた。一の宮付きのあの女によう官かんが、内ない侍しの司つかさをはじめ他の女官達からあまり評判が良くないことは知っていた。この朱子の反応からみても、あんがい弘こ徽き殿でんの者達にも同様なのかもしれないと思った。

　本当のことを言えば、篤迪も絲子のことは苦手だった。聡そう明めいで美び貌ぼうの持ち主で、文もん句くのつけようのない女によ人にんなのに打ち解けられなかった。立たち居い振ふる舞まいも言こと葉ば遣づかいも貴婦人として完かん璧ぺきなのに、なぜか感じてしまう独特の品のなさが苦手だった。それゆえ周りがどう言おうと、最初から郁子と似ていると思ったことはなかったのだ。

　かといって絲子の仕事ぶりに不満を抱いだいているわけではないから、彼女を遠ざけようとまでは思っていない。なにより母を亡くした一の宮の環かん境きようを、これ以上変えることは忍しのびなかった。

　絲子の名に少し嫌いやそうな顔はしたものの、すぐに朱子は表情を取り戻した。

「かようなことを申しましたが、あれから二年以上経っておりますし、宮様はまだほんのお子様でございましたから、ご自身では覚えておられないでしょうが」

　母親のことを覚えていないのだから、とうぜんそうだろう。しかしそのような事態が、父親である自分の耳にずっと入ってこなかったことに、女房達に対して篤迪は不信を覚えてしまう。もちろん父親として、自分ももう少し気き遣づかってやるべきだったのだろうが。

「記憶がないからなのだろう。一の宮は特に母を懐なつかしがることもないのだよ」

　ぽつりと告げた言葉に、朱子は戸と惑まどった顔をする。篤迪は一度言を切り、ゆっくりと自分に言い聞かせるように語った。

「知らぬからこそ悲しむこともない。それを不幸中の幸いと言う者もいるだろうが、私は母を知らぬあの子をあはれ（可哀想）だと思っている。亡き人を惜おしむことができるのは、その人と共に過ごした時間が幸せだったから───つまり幸せの記憶があるからだと思うのだ」

　自分が口にした言葉で、一の宮に対する思いが明確になった。

　なんというあはれな幼子だろう。一の宮には母と過ごした記憶がない。それは大たい抵ていの人に与あたえられる、その自覚もないほどに幸せな時間を彼が覚えていないということだ。先日はあまりにも情けないふるまいに怒いかりを覚えたが、あの行動にはそのような生せい育いくも起き因いんしていたのかもしれない。

　人のせいにはできなかった。一の宮を守ることは務めだ。父親としてはもちろん、郁子への罪つみ滅ほろぼしのためにも。

　ふと視線を感じ、顔をむける。気がつくと朱子からまじまじと見つめられていた。

　胸に刃やいばを突きつけられたような痛みを押し隠し、平然とした表情で問う。

「いかがいたした？」

「主上おかみは……」

　そこで朱子は一度言葉を切り、ふうっと一息ついた。

　鼓こ動どうがひどく速まり、落ち着かなくなる。彼女の艶あでやかな唇くちびるがふたたび動く。

「藤壺中宮様を、いまでもお慕したいなのですね」
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　翌日、篤あつ迪みちは関かん白ぱくを呼び出した。奏そう上じようされた案件に判断に迷うものがあったので、彼の意見を聞きたいと思ったのだ。

　先の関白の時代は、彼がもともと幼年の自分の摂せつ政しようだったこともあって、裁さい可かを下すのに言いなりになっていたところもあった。その関係に疑問を覚え、自分の意見を口にするようになったのは即そく位いから二、三年経たった頃だった。しかし異い論ろんを唱えると、関白はあからさまに不満の色を見せた。丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいの裏に〝こしゃくな、小こ童わつぱ〟という本音が透すけて見え、そのようなことを何度か繰くり返かえし微び妙みようなひずみを感じるようになった頃、なんの偶ぐう然ぜんなのか先の関白はあっけなく身み罷まかってしまったのだ。

　おかげで二人の間にあった軋あつ轢れきは、周りには伝わらないままだった。世間では最愛の中ちゆう宮ぐうを挟はさんで、最後まで良好な舅しゆうと、婿むこ関係だったと思われているのだろう。

　しかし実際はそうではなく、その余波から一いちの宮みやの東とう宮ぐう冊さく立りつが成されないまま終わってしまっていた。どちらかが反対していたわけではなく、関係が悪化したことで両者が協力して物事を成すことができなくなっていたのだ。あのとき事を動かしていれば、一の宮の立場もいまより少しは安定していただろうにと悔くやまれてならなかった。

　程なくして関白が姿を見せた。朱あや子この殿でん舎しやにいたのか、呉くれ竹たけの方向から簀すの子こを通ってやってきた彼は、正面で足を止めて一礼をする。

「主上おかみ、お召めしとうかがいまして参上いたしました」

「ご苦労だった。近ちこう」

　弘ひろ廂びさしまで呼び寄せると、さっそく案件について意見を求めた。関白は忌き憚たんなく自分の意見を述のべ、それが納得できるものだったので取り入れることにした。

「ありがとう、助かったよ」

「いえ、主上を補ほ佐さいたしますことは関白の務めでございますから」

　真っ当な返答に、篤迪は複雑な気持ちになる。

　先の関白はそうではなかった。そして自分が少年から青年への過か渡と期きにあることを理解しないまま身罷った。幼い頃は父とも慕っていた相手と、よりによって晩年に仲なか違たがいをし、そのまま逝ゆかせてしまったことに忸じく怩じたるものがあった。

　その点では、いまの関白はなにかと動きやすかった。

　公こう明めい正せい大だいでは絶対にないが、いかんせん理り詰づめで動く人間なので、先の関白のように目を覆おおうほどのごり押しをしない。人の好き嫌いもあまり出さないので、朝ちよう臣しん達も前ほどに関白の機き嫌げんを気にせずに済んでいる。なにより朱子の件でずっと屈くつ託たくを持っていたであろうこの二年余り、私情を交まじえず関白としての責務を果たしてきた。

「朱子……中宮は、そなたに似たのであろうな」

　とうとつに口にした言葉に、関白は不意を突かれた顔をする。だがすぐに苦笑を漏もらしつつ答える。

「はあ、まあよく言われますな」

「中宮の母、北きたの方かたは先の斎さい院いんであらせられたな。たしか私の伯お母ば上うえにあたる。しかしそなたよりずいぶん上ではないのか？」

「十とおばかり年長でございましたかな」

　思った以上の年齢差に驚おどろいた。貴族社会では珍めずらしくもないが、普通に考えて兄である先の関白に嫁かしたほうが自然だったのではないか。たしか二人は八歳差の兄弟きようだいだったはずだ。

　そのことを率そつ直ちよくに問うと、関白は口くち許もとを歪ゆがめるようにして笑った。

「はじめはそのつもりで話が進んでいたそうでございますが、実は当時の兄は色好みで名を馳はせておりましたので、お父上であらせられた院様がご懸け念ねんなされたそうです。その点で私は、結婚して三年経っても妻以外に通う女もおらず〝尻しりに敷しかれている〟と情けない噂うわさを立てられておりましたから、好都合だと父と兄が私に結婚を命めいじたのです」

　その妻というのは、朱子の異い母ぼ兄けいでもある右う衛え門もんの督かみの母親だろう。彼は父親とはちがった柔やわらかな美貌の持ち主で、かつて今いま小こ町まちと謳うたわれたという母親似だと評判だった。

「それはずいぶんと失しつ敬けいな噂だな。そなたが妻に一いち途ずであった証あかしであろうに」

「まことに。私は妻以外の女によ人にんに興味がなかっただけでございましたのに」

　冗じよう談だんでごまかすように告げられた言葉だったのに、篤迪はどきりとした。昔を懐なつかしむような言葉の奥に、晴らせぬ遺い恨こんを感じたからだ。

「では、そなたは伯母上との結婚に気乗りしていなかったのか？」

　非ひ難なんと受け取られないよう、口調に気を配りつつ問う。すると関白はまさかとばかりに首を横に振った。

「そのような滅めつ相そうもない。内ない親しん王のう様を妻に迎えることは、男としてなによりの誉ほまれでございます」

　その言葉を篤迪は単純に信じることができなかった。

　確かに一いつ般ぱん的てきには名めい誉よだ。しかし愛妻がいる若い男にとって、十も年長の女人を押しつけられることはどうだったのだろうか？　まして相手が内親王ともなれば、否いや応おうなしに彼女を正妻にせざるをえない。愛妻を妾めかけの座に落としてまでも───。

　それは男にとって、名誉の一言で片付けられることではないのではないか。

　顧かえりみて自分も、公平という点から納得せざるをえなかったが、郁さと子こを皇后きさいの宮みやに押し上げることに心が痛んだ。まして関白の場合、原因は双そう方ほうの父親の都合と兄の不ふ品ひん行こうだ。

　そもそも考えてみれば理り不ふ尽じんな話ではないか。真面目に妻一人を守った男が、その性質ゆえに別の妻を強きよう要ようされてしまうなど。

　そこでふと篤迪は気づいた。

　これまで関白が姪めいの郁子に冷たかったのは、朱子との敵対関係ゆえだと思っていた。

　だがそうではなく、ひょっとして日ひ陰かげの身に落としてしまった妻子のために報ほう復ふくめいた気持ちもあったのではないのだろうか？

「それでは、私はこれで」

　平へい淡たんに言われてわれに返ると、関白はすでに腰を浮かしかけていた。

「中宮のところに寄って帰られるのか？」

「いえ、ここに来る前にご機き嫌げんをうかがってまいりましたので、本日は退たい庁ちよういたします」

　立ち上がり際ぎわ、思い出したように関白は言った。

「そうそう、明後日あさつての一の宮様の袴はかま着ぎ。楽しみにしております」

「………ああ、よろしく頼む」

　朱子との上うえの御み局つぼねでの実態を知れば、とてもこんなことは言えないだろう。裾きよを引きながら、今度は漢かわ竹たけの方向に立ち去ってゆく関白の後ろ姿にさすがに罪ざい悪あく感かんを覚えた。しかし一の宮のために、いまは朱子との間に子を作るわけにはいかなかった。

　ひとしきり思いを巡らせてから、篤迪は西にし廂びさしの『朝あさ餉がれいの間ま』に戻って女によう官かんに絲くみ子こを呼ぶよう申し付けた。昨晩朱子から聞いたことを確認する必要があった。先日女めの童わらわをいじめていた経けい緯いやそのあとのことも詳くわしく聞かなければと思ったので、ひとまず他の女官達は下がらせた。

　脇きよう息そくにもたれて待っていると、衣きぬ擦ずれの音がして簀子に絲子が姿を見せた。彼女は正装の唐から衣ぎぬ裳もではなく、褻けの衣い装しようである袿うちき姿すがただった。どこかで見覚えがあると思ったら、郁子が普ふ段だん着ぎに着ていたものではないか。どうやらこれも形見分けの品らしい。

　絲子はそわそわしたそぶりで、簀子に膝ひざをついた。

「このような装よそおいで参じまして申し訳ございませぬ。お急ぎとお聞きいたしましたので」

「かまわぬ。休みのところを済まなかった。なにか夢見が悪かったと聞いたが……」

　正装を解いていたのは、出しゆつ仕しをしていなかったからだ。良くない夢を見たとき、人は夢を変えるために誦ず文もんを唱え、時に行動を慎つつしむ。

「はい。ですが夢ゆめ違たがえも済みましたので、ご心配には及およびませぬ。私は主上のお召とあらば───」

「実は昨夜、弘こ徽き殿でんの中ちゆう宮ぐうから一の宮のことで妙みような話を聞いたのだ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせる絲子の語りをさえぎって言うと、彼女は顔を強こわ張ばらせた。篤迪は気づかぬふりをして話をつづける。

「藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐうが亡くなったばかりの頃、一の宮に不ふ穏おんな行動が見られたと聞いたが」

　その問いに、絲子は硬かたい表情のままうなずいた。

「二年以上前のことですので記憶も定さだかではございませぬが、子守り役の女房が寝ね入いっている隙すきに、寝ぼけて外に出られたようです。たまたま弘徽殿様に見つかったようで、大変に激しくお泣きになっておられました。大事になる前に見つけることができてよろしゅうございました」

　絲子の言い方に篤迪は引っかかった。額面どおりに受けとめることもできるが、聞きようによっては朱子が一の宮を泣かせたかのような言いまわしである。

「なにゆえ一の宮は泣いていたのか？」

「存じ上げませぬ。弘徽殿様にお尋ねしても、お答えいただけませんでした」

　無念でならないとでも言うように、絲子は唇くちびるを嚙かんだ。

　もはや気のせいではなかった。絲子はあきらかに、朱子が一の宮になにか危害を加えようとしたと匂におわせている。朱子がそんなことをするとは思えないが、絲子がここで噓をつく理由もない。いっそ一の宮に訊きいたほうが上じよう策さくかと思ったが、当時二つにもならない子供に当時の記憶があるはずもない。

　どちらに対する不審も拭ぬぐえないまま思案していると、しばらく黙っていた絲子が堪こらえきれなくなったように口を開く。

「主上、今朝私が見た夢なのですが───」

　そういえば出仕を取りやめた理由が、夢見の悪さだと言っていた。しかしそれ以上のことは関心がなかったので、気にもしていなかった。

「藤壺中宮様が出て参られました」

　篤迪は表情を硬くする。

　絲子は申し訳なさそうに眼を伏ふせ、かすかに声を震ふるわせた。

「恐おそれ多おおきことでございますが、中宮様が一の宮様を案ぜられて私に訴うつたえに参られたのではと思えてならないのです」

「案じる？」

　視線を元の位置に戻した絲子は、妙に粘ねばっこい眼まな差ざしをむけてきた。

「あれからずっと、弘徽殿中宮を上うえの御み局つぼねにお召めしになられておられますね」

「…………」

　意図は分かったが、篤迪はひどく不快を覚えた。

　もともと寝しん所じよでの行為に意見をしてくるなど、分ぶを弁わきまえない発言はあった。

　夜が不ふ首しゆ尾びに終われば、朱子も関白も黙ってはいない。しかしそうなっていないのだから、事が成されてしまったと絲子は思っているのだろう。

　実際はなにも起きてはいないが、それはあくまでもこちらの意志と朱子の厚こう意いで、絲子の発言を吞のんだわけではない。だからいちいち彼女に説明してやる必要もない。

「郁子はそのように、愚おろかな女によ人にんではなかった」

　抑おさえた声こわ音ねで告げた言葉に、絲子はぎくりとしたように眼を剝むいた。そのまま瞬まばたきもせずまじまじとこちらを見つめている。篤迪の怒りが伝わったのか、あるいは己おのれの訴えが通らなかったからなのか、絲子の衝しよう撃げきの理由は分からなかった。

「………なにが違うとおっしゃるのです」

　絲子がぼそりとつぶやいた言葉に篤迪は眉を寄せる。意味がまったくつながらない。なにが違うのかなどと、別に誰だれかと比ひ較かくして言ったわけではない。

（まさか？）

　ひょっとして先ほどの言葉を、絲子は自分へのあてこすりと勘かん違ちがいしたのだろうか？　郁子はそなたのように愚かな発言をする女人ではなかったというふうに。

（それはさすがに………）

　いくら腹立たしくとも、絲子の人格否定までするつもりはなかった。一言言っておくべきかと気を取り直したときだった。

「お教えくださいませ。御ご所しよにいる誰もが口をそろえ、私が中宮様の形かた代しろのように似ていると申しております。それなのになぜ主上は───」

　予想外の方向への絲子の非難に、篤迪はあ然として言葉を失う。しかし意味を問うにしても弁明するにしても、絲子が感情的になりすぎて手がつけられない。

「主上は、主上はひどうございますっ」

「……宣せん旨じの君きみ？」

「このままでは、一の宮様があまりにもあはれでございませぬか！」

　一の宮の名を出されて、篤迪はどきりとする。その動どう揺ようを知ってか知らずか、絲子は一気にまくしたてる。

「弘徽殿中宮が皇おう子じを授さずかりましたら、関白はまちがいなく立りつ太たい子しに動くでしょう。そうなれば一の宮様は退しりぞけられてしまいます。そのように理り不ふ尽じんな。皇后きさい腹ばらの一の宮が立太子を阻はばまれるようなことが、これまでありましたでしょうか？」

　それを言われると篤迪も胸が痛む。先の関白が存命のうちに立太子をしておけばこんなことにならなかったのに、自分の都合で時じ宜ぎを逃のがしてしまったようなものだからだ。

　それだけではない。郁子が亡くなった直後、二歳にもならぬわが子がそのように不ふ穏おんな状態にあったというのに、朱子から聞かされるまで実情を知りもしなかった。父親としての自分が情けなく、慚ざん愧きの念がこみ上げる。

　そんな心の惑まどいを突くように、絲子は矢や継つぎ早ばやに言葉をぶつけてくる。

「弘徽殿中宮が皇子を授かりましたら、関白も中宮も一の宮様を蔑ないがしろになさることはまちがいありません。現に明後日あさつての袴着も欠席をほのめかしてきたではございませぬか」

　絲子の訴えのひとつひとつが、確かな説得力を持って胸に突つき刺ささった。

　揺ゆらぐ心にとどめを刺すように絲子は叫さけんだ。

「一の宮様には主上しかおられませぬことを、どうぞお忘れくださいますな」

　胸に突き刺さっていた剣けんを、さらに深く押し込まれたような衝撃を受けた。絲子の訴えになにか応じようとするが、うっすらと開いた唇は震えるばかりでうまく言葉をつむぎ出せない。

　そのせつな、火がついたような子供の泣き声が聞こえてきた。

　なかば放心していた篤迪はわれに返る。

「一の宮様ですわ」

　絲子に指摘されるまでもなく分かっていた。篤迪は立ち上がり、声が聞こえてくる方向に足を走らせる。北の簀子まで出ると、藤壺と弘徽殿に挟まれた壺庭で地じ団だん駄だを踏ふむ一の宮が見えた。

「いかがいたし───」

　言い終わらないうちに息を吞のむ。一の宮の右眉の上あたりに鮮せん血けつが溢あふれていた。

　なにが起こったのか分からず、混乱して立ち尽くす。

「まあ、おいたわしい」

　大おお袈げ裟さな声とともに、絲子が後ろから声をあげる。藤壺から出てきた乳う母ばが急いで階きざはしを駆け下りている。動揺したままあたりを見回した篤迪は、弘徽殿側の階の中ほどで唐から猫ねこを抱いて立ち尽くす朱子を見つけた。

「いったい……」

　朱子はその表情に困こん惑わくをにじませたまま、こちらに顔をむける。

　視線が重なったせつな、彼女の眼に悪びれた色が浮かんだ。

「あいつが悪いんだ」

　素す早ばやく叫んだのは一の宮だった。彼が指さしたのは、他でもない朱子だった。対して朱子はむっとしたように一の宮をにらみつけた。手当てのため傷口を拭ぬぐっていた乳母は、剣けん幕まくに押されて後あと退ずさる。幸いなことに血はもう流れてはいなかった。溢れていたと思った血はすでに固まっていたのか、あるいは最初から大きな傷ではなかったのか。

「あいつはぼくが嫌きらいなんだ。だってみんな言っているもん。あいつがいるからぼくが東とう宮ぐうになれないんだって」

　およそ子供の口から出たとは思えぬ言葉に、篤迪は耳を疑う。

「誰がそなたに、そのような───」

「なにが起きたのですか！」

　絲子の叫びが、篤迪の問いを阻んだ。彼女の問いが乳母に対するものか一の宮に対するものか、あるいは朱子に対してなのかが分からなかった。しかし真っ先に応じたのは乳母だった。

「も、申し訳ありません。ちょっと眼を離したすきに、お一人で……」

「中宮、なにがあった？」

　乳母の話をさえぎって篤迪は問う。四歳の一の宮に問うても、この興奮した状態では詳しよう細さいは分からぬと思ったのだ。しかし朱子は、怒りと困惑を入り交えた表情のまま黙っている。事態がつかめぬ苛いら立だちに、篤迪は声を尖とがらせた。

「いかがいたしのかと問うておる」

「猫を追いかけ回されていたので、お諫いさめいたしました」

　挑いどむように朱子は返したが、それでなぜ一の宮が怪け我がをしたのかが分からなかった。猫に引っかかれた傷だとしても血が流れすぎている。

　疑問に思っていると、傍かたわらで絲子が声をあげた。

「だからといって、このように怪我をさせるなど！」

「自じ業ごう自じ得とくです！」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたように、朱子も負けず劣おとらず感情的な声をあげた。状況が分からず苛立っていた篤迪は、わが子への怪我をそのように言われてかちんとしてしまう。

「そのように心無いことを……」

　自然と非難めいたものになった声こわ音ねに、朱子は怒りを込めた眼でこちらをにらみつけてきた。あいかわらずまっすぐすぎる眼差しに臆おくしかけたが、この状況を父親として曖あい昧まいにはできない。

　そもそも〝怪我をさせるなどと〟という絲子の問いを、朱子は否定しなかった。つまり一の宮の怪我は朱子にも原因があるのではないか。それに怪我をした子供に、自業自得とはどういう言い分なのか。そう考えているうちに腹立ちが抑えられなくなった。

「中宮、あなたを見み損そこなったぞ」

　朱子の表情が強張った。少なからず衝撃を受けたようだが、唇をきゅっと結び、気の強さを表に出してにらみつけてくる。

「なんと仰おおせになられても、一の宮様がご自分で蒔まいた種でございます！」

「なんという！」

　悲鳴のような声をあげたのは絲子だった。

「中宮様！　いかに関白様の娘むすめ御ごであろうと、皇后腹の宮様に対してなんというあさましきお言葉でございますか！」

「皇后腹だろうが、更こう衣い腹ばらだろうが、悪いことは悪いのです」

　負けじと朱子は言い返した。一歩も引かぬ態度に絲子は怒りで顔を青くする。騒さわぎを聞きつけて、女によう官かんや女によう房ぼうだけではなく朝ちよう臣しん達までもが集まってきた。

　絲子は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうでぎりぎりと歯は嚙がみをしていたが、やにわに手を伸ばして篤迪の袖そで口ぐちをつかんだ。

「主上、なんとかおっしゃってください」

　自分を見上げる絲子の表情が、それまでの怒りに満ちたものから、すがりつくようなものになる。先刻まで中宮相手に堂々とやりあっていたくせに、なぜ急にこんな弱々しげな表情になるのか不思議だった。

　だいたい一の宮の悲鳴が聞こえたときも、絲子のほうが篤迪より近い場所にいたのにあとからのこのこやってきた。しかも一の宮のそばに行くどころか手当ての指示もしない。なにより〝大だい丈じよう夫ぶか〟の一言もない。

　そう考えると、心に冷えた風がふっと入り込んできたようになった。

「乳母の君」

　絲子から眼を逸そらし、一の宮の横でおろおろする女房に呼びかける。

「宮を藤壺につれてゆき、手当てをするように」

「し、承知いたしました」

　乳母はなにごとか一の宮にささやいた。その当人はといえば、女達の感情的なやりとりにおびえたのか、先ほど泣きわめいていたのが噓のようにぽかんとしている。それをよいことに、乳母が子供を抱き上げて藤壺に戻っていった。

　二人が姿を消すと、篤迪は威い圧あつするようにあたりとぐるりと見回した。遠巻きにようすを見守っていた女官や朝臣達は、びくりと肩を揺らすと急いで持ち場に戻っていった。

　あとには朱子と絲子、そして自分の三人が残された。傍らで絲子がなにかごちゃごちゃと言っていたが、篤迪の視線はひたすら朱子にだけむけられていた。

　詳しい事情は分からない。だが朱子はふて腐くされて釈しやく明めいをしようともしないから、こちらも知りようがないではないか。なにも言わないのなら、自分は父親として一の宮をかばうしかないのだ。特に先ほどのように人ひと目めがある状況ではいっそう、自分がわが子を守っているということを世間に知らしめなければならないのだ。そうしなければ世間は後うしろ盾だてのない親しん王のうを、いよいよ蔑ろにしてしまう。

　高こう欄らんを挟んでむかいあい、篤迪は朱子がなにか言ってくるのをじっと待った。しかし彼女は完全にへそを曲げたようで、けして口を開かなかった。しばらく根こん競くらべのように見つめあっていたが、しまいになぜ帝である自分がこんな思いをしなければならないのかといっそう腹立たしくなってきた。

　くるりと踵きびすを返すと、絲子が「主上？」と呼びかけた。しかし朱子はつんとしたままでなにも言わなかった。それがいっそう腹立たしい。

「戻る」

　短く告げると、篤迪はそのまま足音をたてて簀子を進んでいった。
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　怒りのまま朝あさ餉がれいの間まに戻ったが、しばらくするとさすがに冷静さを取り戻した。

　先日の行いからして、一いちの宮みやが猫をいじめていたという朱あや子この言い分は情けないが信しん憑ぴよう性せいがある。絲くみ子この〝怪我をさせる〟という抗こう議ぎに朱子は〝自じ業ごう自じ得とく〟と反論したが、どういった経けい緯いで怪我をしたのかを明らかにせねばなるまい。朱子もあまり我が慢まん強づよい人間ではないし、なにより理り不ふ尽じんであることを極きよく端たんに嫌う。あの状況で、自分と同じく冷静さを欠いていたことはまちがいない。

　加えてあの混乱の中でひとつ疑問に感じたことは、絲子をはじめとした藤ふじ壺つぼの女によう房ぼう達の適性だった。一の宮が口にした〝朱子のせいで東とう宮ぐうになれない〟という言葉の背景には、日頃の藤壺の女房達の言動が関係しているような気がした。でなければ四歳の子供があんなことを口にするはずがない。

　以前から世話をしているという彼女にそのまま一の宮を任せてしまったが、絲子からはどうしても一人の人間を養育しているという責任感が伝わらなかった。むしろ彼女は帝みかどである自分のほうに秋しゆう波はを送りつづけている。

　将来的に一の宮を東宮に立てたいという思いから、敢あえて彼女を宣せん旨じという地位につけた。個人的に好きになれないという面もあるからこそ、できるだけ冷静に判断しようと思っていたが、こうなってみるとやはり人じん選せんを誤ったとしか思えなかった。

（いかがいたしたものか……）

　脇きよう息そくにもたれて考え込んでいると中ちゆう宮ぐう職しきの朝ちよう臣しんがやってきて、朱子が里帰りを願い出ていることを告げた。

　あ然とする篤あつ迪みちに、朝臣はさらにつづける。

「三さん条じようのご実家ではなく、縁ゆかりの北きた山やまの寺で参さん籠ろうしたいと仰おおせでございます」

　篤迪は不快を覚えた。そんなこと建たて前まえに決まっている。昼のことが原因で御ご所しよにいたくなくなったのか、あるいはもっと強気に腹いせの行為なのかそのどちらかだろう。敢あえて実家にしなかったのは、父親からとやかく言われることを避さけるためか。なんと気の強い女によ人にんなのかと驚き半分、あきれ半分でいると、遠えん慮りよがちに朝臣が口をはさむ。

「許可いたしますれば、御所に妃きさきが一人もいないという状況になってしまいます。幼よう帝ていや女じよ帝ていならいざ知らず、そのような異常な事態は………」

　朝臣の指摘はそのとおりなのだが、かといってここで引き留めるのも足あし下もとを見られているようで癪しやくに障さわる。そもそも当てつけのように里帰りなどと言われて、篤迪はすっかり機き嫌げんを損そこねてしまっていた。

「好きにさせよ」

　ぶっきらぼうに言い捨てると、朝臣は困り果てた顔をした。

　公こう衆しゆうの面前であれだけやりあっていたのだから、とうぜん事情は中宮職のほうにも広がっているだろう。第三者からすれば子供じみた意地の張りあい、もしくは詳細もよく調べないままここまでこじらせるなど馬ば鹿か馬ば鹿かしい以外のなにものでもない。しかしいくらか怒りが収まり、詳しいことを一の宮に訊こうと考えた矢先にこの朱子の申し出を聞き、篤迪は完全に機き嫌げんを損ねてしまっていた。

「本当によろしいのですか？」

「くどい。少し頭を冷やせばよい」

　取りつく島もないように言い捨てたが、それはひょっとして自分に言っているのではないのかと篤迪は思ったのだった。
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「本当によろしいのですか？　まして関かん白ぱく様にご連れん絡らくもなさらないなど」

　なんとか翻ほん意いさせようと必死に詰め寄ってくる乳う母ばを、この狭せまい牛ぎつ車しやに同乗させたのは失敗だったと朱あや子こは心から思った。大勢いる女によう房ぼうを全員連れてくることは控ひかえたが、乳母を残してくるという選せん択たく肢しは最初からない。乳母の心配は真っ当なものだが、いまさらどう言われても御ご所しよに戻るつもりなどなかった。

「なにがいけないの？　主上おかみからはお許しをいただいているでしょう」

　詭き弁べんと分かりつつ白々しく告げると、さすがに気まずく感じた。あの帝の勅ちよつ許きよが快くなされたものではないことぐらい、子供にだって分かることだ。などと少し反省していた朱子だったのだが───。

「ではせめて、主上にお詫わびの御お文ふみを」

「なぜ私がお詫びをしなければならないの？　悪いのは一いちの宮みや様で、子供だから大目に見ることぐらいはできるけど、悪くないことを謝あやまるなどできるはずがないでしょう」

　乳母の言葉に猛もう然ぜんと反論すると、朱子はぷんっとそっぽをむいた。しかし困り果てた乳母の顔が視界の片かた隅すみに入ったときは、さすがに心が痛んだ。そのくせ元々の気の強さもあり、あまりにも理不尽な展開にいらいらが募つのってしまう。

（なによ、いったい!?　どうして私が責められなければならないのよ）

　怒りで腸はらわたが煮にえくり返るとはまさにこのことだ。

　あの場で一の宮の行状をあますことなく暴ばく露ろしては、周りで聞いている朝ちよう臣しん達の手前まずいと思ったから黙っていたのに、なぜ〝見み損そこなった〟などと言われなければならないのか。まして詫びの文など書けるはずがないではないか。

「ああ、関白様がなんとおっしゃるか……」

　言っても無む駄だだと諦めたのか、聞こえよがしに乳母は嘆なげいた。確かに父に知られたら大変なことになるだろう。感情的に怒おこることはしないだろうが、理詰めで説得されて言い負かされるか、あるいは問答無用で連れ戻されるか。

　父を説得するにはどうしたら良いだろう？　上うえの御み局つぼねでの実じつ態たいを告げればとは思うが、さすがにそんな卑ひ怯きような真ま似ねはできない。あれは父のやり方に反発した朱子から篤あつ迪みちに切り出したことだ。

　このまま永久に帰らないとまではもちろん考えてはいない。だから複数の女房を弘こ徽き殿でんに残してきたのだ。ただ落ち着いて物事を考える時間と空間が欲ほしかった。そのために父を説得する言葉を探したが、なにも思いつかないまま牛車は進み、目的の寺に着いたときにはすっかり日は落ちてしまっていた。

　中ちゆう宮ぐうの行ぎよう啓けいともあれば、他の参さん拝ぱい者しやのように局つぼねをひとつというわけにはいかない。必然寺側は、他の参拝者を断って室へやを用意することになる。かなり迷惑をかけることになるからという賢さかし子この意見に従い、納おさめる供く物もつはうんとはずむことにした。

　ひと段落つくと、女房達はさっそくお堂に足を運んだ。朱子も礼らい拝はいだけはすませたが、もう遅いという理由から誦ず経きようは明日行うことにした。

　御座所おましどころに入ってようやく一息ついた朱子は、おもむろにあたりを見回す。

　用意された室は広く清せい潔けつで、調度も品よく整えられていた。ほどよい加減で薫たかれた香こうがしめやかな薫かおりをただよわせている。仏具を置いた机には仏ほとけに供える水、閼あ伽かを満たした閼あ伽か杯つきがあり、閼伽の花として白びやく蓮れんが浮かんでいた。花を切るためか、あるいは剃てい髪はつに使うのか銀色の刃を光らせた剃かみ刀そりが置いてあった。

（そういえば、ここのお寺は……）

　幼い頃の記き憶おくをよみがえらせていると、庫く裏りからもらってきたのか賢子が麦むぎ湯ゆを運んできた。

「ありがとう、夜は少し冷えるのね」

　茶ちや碗わんを受け取りながら言うと、賢子は口では返事をせずに目配せだけでうなずいた。朱子は気まずげな面おも持もちで麦湯をすすったあと、努めて明るく話しかけた。

「実はこのお寺には、子供のときに何度か来たのよ。お庭の蓮はすがとても見事だから、朝になったら見に行ってみましょう」

「さようでございますか」

　木で鼻をくくったような返事に、朱子は耐たえきれなくなって言う。

「言いたいことがあるのなら、はっきり言えば？」

「いえ、高貴な方々のお考えは、私のような下しも々じもの者には分からないと思っただけでございます」

　怒ったというより、あきらかにあきれ返った口調である。怒られたほうがましだと思いながらも反論する。

「いくら主上おかみが相手だからといって、悪くないことを謝ることはできないわ」

「ご事情をお聞きしたかぎり、謝る必要は私もないと思います。さりなれど日頃はあれほど口くち達だつ者しやな中宮様が、なにゆえきちんと主上にご説明をなさらなかったのかを理解いたしかねます」

「…………」

　ぐうの音ねも出ない。確かにあの場で事情を説明することはできなくとも、里帰りを願う前に話す術すべはあったはずだ。それを感情に任せて飛び出してしまったのは、いまにしてみれば痛つう恨こんの極きわみである。

　だがそれを帝はあっさり許可したのだ。虫のよい考えだと分かってはいるが、引き留めてもらえなかったことに少なからず失しつ望ぼうした。

　同時に自分の帝に対する気持ちを思い知らされた。

　好意を抱いていることは以前から分かっていた。

　だがその想いは理性で制御できる程度のものだと思っていた。だから上うえの御み局つぼねでのことを秘め、世間の目を欺あざむくことにも協力した。最初の数日はそれで大丈夫だったのだ。

（それなのに……）

　十日、二十日と過ぎるうちに、次し第だいに苦しくなってきた。

　帝みかどに協力することに、いまでも異論はない。にもかかわらず内側で堪こらえていたものが蠢うごめきだし、それを抑えることで手て一いつ杯ぱいになってしまっている。

　一の宮の粗そ暴ぼうは関係ない。あれはただのきっかけだ。

　───私は、あの御おん方かたにきちんと妻として扱あつかわれたい。

　その願いが夏の雨雲のような勢いで広がり、手がつけられなくなっている。

　だがこの想いを告げてはいけない。なぜならあの御方は、亡なき人をまだ想っている。これ以上、あの優しい人を苦しめることはできない。

　黙りこくってしまった朱子に、賢子は諦めたようにひとつ息をつく。そしてどこからか陸奥みちのく紙がみを差し出した。

「？」

「せっかくのお寺参りなのですから、今こ宵よいのうちに燈あかし文ぶみをお書きなさいませ」

　燈文とは願がん文もんのことで、寺参りをするさい願い事を記して、御み燈あかしと共に奉ほうじるのである。普通は出しゆつ立たつ前に用意するものだが、急に決めたことなので、とうぜんそんなことまで考えが及ばなかったのだ。

「あら、私としたことが。墨すみと筆ふでをお持ちいたしますね」

　賢子は腰を浮かした。立ち去る彼女の後ろ姿を見送ったあと、朱子は手の中の陸奥紙に視線を落とした。
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　朱あや子こが御ご所しよを去った翌朝、どこから聞きつけてきたのか関かん白ぱくが飛び込んできた。

　彼はひどく恐きよう縮しゆくして娘の浅せん慮りよを詫わびたが、こちらにも負い目があるだけに複雑な気持ちで聞くことしかできないでいた。

「これから北きた山やまに参りまして、中ちゆう宮ぐうを説得してまいります」

「昨日の今日だぞ。少し間を置いたほうがよくはないか？」

　その問いに関白はしばし思案したが、程なくして答えた。

「さもありでしょうが、父親としての責任もございますので」

　父としての責任という言葉が胸に突き刺さった。しかし篤あつ迪みちもまだ完全には頭が冷えていなかったので、この状況で戻ってこられても落ち着いて話ができそうにはない。

「ところで立ち入ったことをお訊ききいたしますが、中宮と一いちの宮みや様との間になにが起きたのでございましょうか？」

　関白の疑問はもっともであるが、篤迪はそれに答えることはできなかった。

　一の宮当人に事情を訊こうと思っていたが、朱子の里帰りを聞いて頭に血が上った状況で呼ぶことは抵てい抗こうがあった。少し落ち着いたときにはもう夜で、四歳の子供が起きている時間ではなくなっていた。

「実は私もよく分からぬのだ。女によう房ぼう達に訊いても要よう領りようを得ず、中宮とはそなたも存じているような状況だ。あとで一の宮にも問うてみようと思っている」

　関白が退出してから、篤迪は己おのれの言葉を考えた。問うたところで一の宮の口から答えが出るだろうか？　四歳という年齢もだが、先日女じよ児じに石をぶつけていたときの態度を思うと、あの子が素す直なおに自分の非ひを認めるとは思えなかった。

　父親としての義ぎ務む感かん、そして罪ざい悪あく感かんから朱子を問い詰めるような形になってしまったが、いまになって考えれば、原因となったのはかなりの確率で一の宮のほうだろう。そう疑わざるをえないことが、父親として情けなく、はてしなく不安だった。

　郁さと子この忘わすれ形がた見みという理由だけで東とう宮ぐうにしたいと躍やつ起きになっていたが、自分の中にもあの子の中にも、なにかが欠けつ落らくしているような気がして大きな不安を覚えてしまう。

（どうしたらよいのか………）

　そのとき壺つぼ庭にわから聞こえてきた笑い声に、物思いを断たち切きられる。

　篤迪は驚いて耳を澄すます。後こう涼ろう殿でんのほうから聞こえてくる笑い声は子供のものだった。それも複数の、心の底から楽しそうな子供らしい笑い声だった。

（誰が？）

　簀すの子こに出て声の聞こえてくる方向に歩く。後涼殿への渡わた殿どのから簀子にあがると、藤ふじ壺つぼの前で蹴け鞠まりの鞠まりを手で投げあっている二人の男だん児じがいた。

　一人は一の宮で、もう一人は見覚えのない同じ年頃の子供だ。それが誰なのかと考えるより先に、笑い興きようじる一の宮の表情に驚いた。無邪気な笑みを満面に浮かべた、本当に子供らしい姿だったからだ。

　眼を疑っていると、二人のそばに冠かんむり直のう衣し姿の青年が近づいていった。

　二ふた藍あいの穀こめ織おりで作った夏の直衣での参さん内だいは、勅ちよつ許きよを得た者のみである。

「ちょっと私に貸してごらん」

　明めい朗ろうで快活な声こわ音ねには聞き覚えがあった。子供達から受け取った鞠を、足で巧たくみに操あやつって空に蹴けり上げてみせる。

「すご～～い」

「ちちうえ、ぼくも～」

　もう一人の子供が言ったとき、それまで垂すい直ちよくに飛んでいた鞠が方向を違たがえた。胸に飛び込んできた鞠をとっさに受け止めたあと、篤迪はぼう然としてつぶやいた。

「兄上……」

　汗ばんで紅潮した頰でこちらを見上げる青年は、四年ぶりに会う異母兄あにだった。

　彼は特に驚いたふうでもなく、昔と同じ屈くつ託たくのない笑顔を浮かべて言った。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、主上おかみ」

　とっさに返す言葉をなくしていると、二人の子供の恨うらめしげな眼まな差ざしに気がついた。なんだろうと思ったあと、自分が鞠を抱かかえたままでいることに気づく。はからずも子供の遊び道具を奪うばった形になってしまっていたのだ。

「す、すまぬ……」

「ちちうえ」

　一の宮が声をあげた。その声がこれまでとちがってはきはきしたものだったので、篤迪は一いつ瞬しゆん耳を疑った。

「宮？」

「きのうはごめんなさい、ちゅうぐうさまは悪くありません」

　地面と平行になるぐらいに頭を下げた一の宮に、ただひたすらあ然としてしまう。そんな表情がおかしくてならないというように、異母兄が声をあげて笑った。

「猫をいじめていたところを中宮に注意され、取り上げられたそうです。それで宮が癇かん癪しやくを起こして投げた石が高こう欄らんにあたって跳はね返かえって、ご自分の額を直ちよく撃げきしたということですから、まあ自じ業ごう自じ得とくですよ」

「はあ？」

　怒られることを覚かく悟ごしているのか、一の宮は泣きだしそうな顔をしていた。それでも唇くちびるをきゅっと結んで、まっすぐに自分を見上げている。

　───この子は本当のことを言っている。

　どの状況で自分が現場に駆かけつけたのかは分からないが、そのとき朱子は階きざはしの途と中ちゆうにいた。一の宮が朱子にむかって投げた石が高欄にぶつかったのなら、彼女はおそらく簀子にいたはずだ。ということは、朱子は泣き叫ぶ一の宮を心配して駆け寄ろうとしていたのかもしれなかった。自分に石を投げつけた相手にもかかわらず。そうでなかったとしても一の宮が怪我をしたことは、異母兄の言うとおりまちがいなく自業自得である。

「そうだったのか……」

「よぉーし、宮様。ちゃあんと言えましたね。ではむこうで太た郎ろうと一いつ緒しよに、粉ふ熟ずくをいただいていらっしゃい」

　そう言って異母兄は後涼殿のほうを指さした。振り返ると背後で、年配の女によう官かんが折お敷しきを手に笑いかけている。父ちち帝みかどの在位中から勤めている女官で、そういえば子供の頃はよく兄と二人で彼女から菓か子しをもらったものだ。二人の子供がはしゃぎながら階を駆け上がるさまを見ているうちに、篤迪の心にどうしようもない自じ己こ嫌けん悪おの念がこみ上げてきた。

「さて、ご挨あい拶さつが遅れました」

　いまさらながらの異母兄の言葉にわれに返る。視線を動かすと、彼は泣きたくなるほど懐なつかしい、昔のままの表情で明るく告げた。

「一いつ昨さく日じつ、武む蔵さしの国くにより戻ってまいりましたよ」





[image: ]






　十二歳で元げん服ぷくをした異母兄あにが、武蔵むさしの国くにに赴ふ任にんをしたのは彼が十七歳になった四年前のことだった。早く戻ってきてもよいという勅ちよつ許きよがあったにもかかわらず、きっちり任期を勤め上げたゆえの結果だ。

「主上おかみもご壮そう健けんのようで、なによりでございます」

　簀すの子こから一礼をした兄は、都にいたときよりも日焼けをして、身体つきもずっとたくましくなったように見えた。

「ありがとう。あなたが無事に戻ってきてくれて本当に嬉しく思っている。よろしければ昔のように膳ぜんなど共にいたそう」

「光栄なお誘いでございます、喜んで」

　武む蔵さし野の守かみから今後は宰さい相しよう中のちゆう将じようと呼ばれる立場になる兄は微笑ほほえんだ。その笑顔が自分でも不思議なほど心に染しみた。それまで心に凝こごりつづけていた暗く重いものが晴れてゆくような気持ちになる。

　幼い頃は共に遊び、共に学んだ仲だったが、異母兄の臣しん籍せき降こう下かをきっかけに確実に隔へだたりができた。御ご所しよで顔をあわせることはほとんどなくなり、彼の東とう国ごく赴ふ任にんをきっかけにずっと消しよう息そくを知らないままでいた。

　女によう官かん達に申し付けて膳を用意させている間、篤あつ迪みちは話を切り出した。

「しかしなぜ一いちの宮みやが、あなたと太た郎ろう君ぎみと？」

「私わたくし事ごとですが、実は昨年妻を亡なくしました」

「………」

　少なからず衝撃を受ける篤迪に、異母兄はあいづちを打つように微笑んだ。

「藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐうが身み罷まかられたことは赴ふ任にん先さきで聞いておりましたが、私も妻を亡くしてみて、わが子と同じ歳ということもあり、いっそう一の宮様のことをいたわしく思うようになりました。ですから帰き郷きよういたしましたら是ぜ非ひごようすをおうかがいしようと考えていたのです。本来なら真っ先に主上おかみにご挨拶すべきところでしたが、ちょうど関かん白ぱく殿どのにお会いしているとのことでしたので──」

　切々とした異母兄の語りを、篤迪は黙って聞き入った。

　おそらく互いに妻を亡くすことがなければ、彼は一の宮のことなど気にもかけなかっただろう。それどころか今日訪ねてきたのかも怪あやしかった。しかし妻を失った夫、母を失った子を持つ父という共通の立場が、異母兄の感情を取り戻させたのかもしれない。

「それで色々とお尋ねしたのです。なに、鰥夫やもおの生活も一年になりますからね。子供の扱いは得意なのですよ」

「あの子は、あなたには話をしたのだな」

　父親である自分に対してはふて腐くされたようにしていたのに。少なからず衝撃を受けていると、異母兄は茶ちや目めっ気けのある表情で片目を瞑つぶってみせた。

「最初はなかなか口を割ろうとはなさりませんでしたが、粉ふ熟ずくを引ひき換かえに訊いたらすぐに話してくださいましたよ」

「…………」

「あれで実は、中宮に申し訳ないとずっと悔くやんでいたようです」

　言葉を失う篤迪の前で、異母兄はその快活な表情をはじめて曇くもらせた。

「藤壺の女房達は、少し入れ替えたほうがよいやもしれませぬ」

「───それは私も薄うす々うす感じていた」

　さしたる衝撃も受けずに同意すると、かえって異母兄のほうが驚いた顔をした。しかし彼はすぐに気を取り直して理由を説明する。

「私が藤壺に参ったとき、宮様は簀子にお一人でおられました。この季節ですから格こう子しをあげているとはいえ、女房達はみな奥の廂ひさしに入ったままでした。それも問題かと思われますが、私の息子むすこが〝遊ぼう〟とお声をおかけいたしましたら、宮様は二つ返事で下りてこられました。しかし女房達はすぐには誰も出てまいりませんでした」

　やはりそうかと、あらためて思った。

　虐ぎやく待たいをしているということではない。一の宮はいつも身み綺ぎ麗れいで健康的で、その点で女房達が気き遣づかっていることは確かだった。

　だが誰も細さい心しんの注意を払っていない。おそらく自分以外の誰かがやっているだろうという心持ちが全員にあるのだ。確かにどの殿でん舎しやでも気が利きかない者はいる。しかし藤壺の女房達は、全員が一の宮に対して無関心に接しているように思えてならなかった。あるいは女じよ児じや猫等の弱い者をいじめるという一の宮の暴ぼう力りよくは、そのあたりにも起き因いんしていたのではあるまいか。

「藤壺の環境では、中宮に謝罪したいというお気持ちも口にできなかったのかもしれませぬ───根は素直なお子様でございますよ」

　異母兄のその言葉に、胸のつかえが取れた気がした。

「本当に……あの子が、あのように明るく笑うのを久しぶりに見た気がする」

「子供は自分の悪戯いたずらを、親には隠かくそうとしますよ。私と主上だって幼い頃はそうだったではありませんか。清せい涼りよう殿でん前の萩はぎの花を蹴け散ちらしたことを、どのようにしたら父ちち帝みかどにごまかせるだろうかと二人で懸けん命めいに考えたでしょう？」

「……そうだったな」

「子供はやはり子供同士で遊ばせて、その世界で揉もまれないと駄だ目めですよ。大人の世界だけでちやほやされて育ったら、人の痛みが分からない人間になってしまう」

　どこまで意図があるのか分からなかったが、言っている言葉自体は同意できた。異母兄の言うとおり、このままではいけない。あの子の環境を整えなくては。一の宮の立りつ坊ぼうを願うのならなおさらだ。

「それにしても、あなたに太郎君ができたことはずっと知らなかった」

　そのつもりはなかったのに、なぜか恨うらみがましげな口調になった。驚きと同時に焦あせったが、異母兄は気にしてないのか〝あっはは〟と声をあげて笑った。

「これは文ふみも出さずに申し訳ありません。実は大おおい君ぎみ（長女）もおりますよ」

「なんと!?」

「今度お目にかけましょう。太郎とひとつ違いですが、これが次じ郎ろうかと疑うほどやんちゃでして、一の宮様のよき遊び相手になるやもしれません」

　などと語っている間に膳が運ばれてきたので、篤迪は異母兄の席を自分のはすむかいの位置に引き上げさせた。畳たたみの厚さがちがうだけでほぼ同じ高さだ。しかし異母兄は特に遠慮することもなく茵しとねに腰を下ろす。人によっては一度くらい辞じ退たいするだろうに、そのような遠慮はまったくない。それが好ましくて、つい苦笑してしまう。

「主上、いかがなさいましたか？」

「いや、昔のことを思い出してね。あなたとは幼い頃に、よくこうやって食事を共にしていたね」

　なんだ、とばかりに異母兄は笑った。

「そういえば帝は鮒ふなが苦手で、乳母の眼を盗ぬすんではこっそりと私の膳によこされましたな」

「………いまは大丈夫だ」

「ほう、それでは先日近おう江みの国くにから届いた鮒ふな寿ず司しを献けん上じよういたしましょうか？」

　からかうような物言いに、篤迪は思いっきり顔をしかめた。子供ではないから食べられはするが、今でもあまり好きなものではない。食べずにすむのなら、そのほうがよい。

　そのあとも異母兄は快活に赴任先の話題を語りつづけていた。言葉遣いこそかしこまったものになってはいたが、話の中身はとりとめもなく、だからこそ面おも白しろおかしい。元げん服ぷく前に二人で遊んだときと同じような気がした。

　やがて、ふと話がやんだ。

　しばしの間のあと、おもむろに異母兄は告げた。

「東あずま下くだりの途中で、富ふ士じを見ました」

　眼を円まるくする篤迪に、異母兄はこくりとうなずく。

「伊い勢せ物もの語がたりにあったように、富士の山は本当に皐さ月つきでも山頂が白いのですよ。あそこまで高い山は、京はおろか畿き内ないにはまずないでしょう。日ひ和よりのよいときは武蔵からでも見ることができます。富士にかぎらず東とう国ごくは西に比べて高い山が多いように感じました。まことにこの国は広い、そして都は狭いと痛つう感かんいたしました」

　物語を語るように話す異母兄は、遠くを見るような眼をしていた。

　不意に篤迪の胸に、どうしようもないほどの羨せん望ぼうがこみ上げた。まるで塗ぬり籠ごめに閉じ込められたような、逃げ場のない自分の閉へい塞そくした状況に堪たまらなくなってしまう。

　ぐるぐると渦うず巻まく思いをなんとか押さえつけ、篤迪は尋ねた。

「あなたが東国に赴任を希望されたのは、ひょっとしてそれが目的だったのか？」

　武蔵国への赴任は異母兄自身が望んだものだった。でなければいくら臣しん籍せき降こう下かしたとはいえ、元もと親しん王のうが遠おん国ごくに派は遣けんされるはずがない。確かに実入りのよい大国ではあるが、彼の立場であれば遙よう任にんで済ませることが普通だ。

　はたして異母兄はにっこりと微笑ほほえんだ。

「よいものですよ、自由というのは」

　この異母兄には、人の心を読む能力があるのではと疑った。

「とはいえ正直に申し上げれば、父上から臣籍降下を言われたときは穏おだやかではありませんでしたがね」

　それまで一点の曇りもなかった異母兄の眼に、はじめて影かげがさした。しかしそれは俄にわか雨あめの雲のように、すぐにまぶしい光に押されて消えていった。

「ですがそのおかげで私は富士を見ることができ、なによりこの手で妻の死に水を取ることができたのです」

「………」

「帝というのは大変に重く、お苦しいお立場でございますな」

　皮ひ肉にくでもなんでもなく、異母兄の物言いは心からの同情に満ちていた。

　郁さと子この臨りん終じゆうどころか死に顔さえ見ることが叶かなわなかったとき、本当に己おのれの立場を恨んだ。同じように幼い子を残して妻に先立たれた異母兄は、だからこそ四年の月日を隔へだててこうして顔を見せてくれたのではあるまいか。

　それでも───篤迪は目配せをするようにうなずいたあと、短く告げた。

「だが、天てん命めいだ」

　確かに自分の立場を窮きゆう屈くつに感じることはある。それでも授さずけられた運命から逃げるつもりはない。

　異母兄は軽く眼を見張り、やがてくすっと声を漏もらして笑った。

「ご立派でございます」

　その言葉に、篤迪ははじめて表情をほころばせた。

「ですがたまには気晴らしでもせねば……そうですね、以前のように騎き射しやか鷹たか狩がりなどいかがですか？」

「どうせ危ないと止められる。それに行ぎよう幸こうとなると、準備で朝ちよう臣しん達が大わらわになってしまうから気軽には言えない」

　揶や揄ゆするような篤迪の言葉を、異母兄は一いつ笑しように付ふした。

「なにを危ないことがありましょう。主上は騎射でも鷹狩りでも、なんでも上じよう手ずにこなされておいでだったではありませぬか。確かに行幸は一大事でございますが、たまにはようございましょう。少しはお気持ちに則そくしてふるまわないと、お心が持ちませぬぞ」

　最後の一言に、篤迪ははっと胸を突かれる。目の前で異母兄は、発言を促うながすようにこくりとうなずいてくれた。だからこそ自然に言葉がこぼれる。

「───私はいま、新しい中宮を立てている」

　胸のつかえを吐と露ろするように、篤迪は言った。

「存じております。関白の大君でございますな」

「とても聡明で明るい女によ人にんだ。だがこの人を愛してしまえば、父として一の宮を裏切ることになりはしないかと、躊ちゆう躇ちよしている」

　一の宮の件が誤解だと分かったいま、朱子にはどうあっても謝罪をするつもりだ。それと同時に、これまで懸けん命めいに抑えていた気持ちが溢れ出しそうになってしまった。郁子を愛したように朱子を愛したいと思い始めている。

「しかし一の宮の将来を思えば───」

「さにあらず」

　静かに告げた異母兄は、晴れ晴れと笑っていた。

　ぽかんとして見つめていると、彼は今度は悪戯めいた表情で言った。

「それに私は、弟がいてくれて楽しかったですよ」

「………」

「そういえば一の宮様からお聞きいたしましたが、明日は袴はかま着ぎを行うそうですね。ぜひ私も参加させていただければと思います」

　朗ほがらかな異母兄の声音に、篤迪はきっといまの自分より彼のほうが幸せなのだろうと思った。それがなぜか嬉しくほっと安あん堵どするのだから、不思議なことだと感じた。
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　父関かん白ぱくがやってきたのは、御ご所しよを出た翌日だった。昨晩話題にしていた蓮はす池いけを見て戻ってきたところで報告を受けた朱あや子こは、露ろ骨こつに眉をひそめた。

「来るとは思っていたけど、まさかもう来るとは……」

「ていうか、昨日来なかったことのほうに私は驚きましたが」

　嫌いや味みったらしい賢さかし子この言葉に、朱子はしかめっ面つらのままそっぽをむいた。

　とはいえ自分でしでかしたことだ。会わないわけにはいかない。女によう房ぼう達に命じて、几き帳ちようやら衝つい立たて障しよう子じやらで設しつらえを整えて座を作りはじめた。

「中ちゆう宮ぐうにつづき関白も迎え入れなくてはならないなんて、このお寺の方々も大変ね」

「どのお口がそのように白しら々じらしいことを仰おおせですかね」

　やむことのない賢子の皮肉に、朱子はついに観かん念ねんして口を閉ざした。せっかく蓮の花を見て心を洗ったのに、またひと悶もん着ちやく起きそうだ。

　やがて早足でやってきた父は、開口一番にとりあえず戻るようにと言った。

「なにがあったのかは存じませぬが、お立場を考えなされ。あなたは中宮であらせられるのですぞ」

「申し訳ありませぬ。私も自分の短たん慮りよを反省いたしております」

　素直に謝罪の言葉を述のべると、父はかえって疑わしげな顔をした。娘の気き性しようをよく分かっている。

「されど、もうしばらくこの寺でお籠こもりをいたしたいと考えております」

　この発言に、父はあまり驚いたようすを見せなかった。むしろ素直に謝った先ほどのほうが、彼にとっては不気味だったのかもしれない。やはり父は朱子のこうした気性に慣れていた。だからこそ効果的な言葉で説得をしてくる。

「反省をしておいてその行動をあらためないなど、善悪が分からぬことより罪つみが深ふこうございますぞ」

　悪いと分かっているのに、敢あえてそれをつづけるというのだから言うとおりだ。正論すぎる言い分に返す言葉をなくしていると、どう思ったのか父はいくらか声を和やわらげた。

「なにより主上おかみが心配しておられます。若い殿との方がたが共とも寝ねをする者もおらずお一人で、まことにおいたわしいことだ」

「二年以上、お一人でおやすみになられておられましたが」

「………」

「もちろん宣せん旨じの君きみも召めされておりません。お父上はあのようにおっしゃいましたが、主上はあの人を形かた代しろになどなさるつもりは最初からなかったようです」

　郁さと子こが亡なくなってから敢えて情報を入れなかった朱子とちがい、父のもとには後こう宮きゆうの情報がすべて届いているだろう。篤迪が絲くみ子こを召したかどうかなど、とっくに耳に入っているにちがいない。

　姿形が似ているなど、なんの支えにも慰なぐさめにもならない。思いが深ければ深いほど、他の者が代われるはずがないのだ。郁子を失った篤あつ迪みちの悲しみは、形代などと安易な言葉を口にする父をはじめ、御ご所しよの者達には想像も及ばぬほど深いのだ。

「なにしろ主上は、いまだ亡き藤ふじ壺つぼの中ちゆう宮ぐう様を忘れがたく想っておいでですから」

　喉のどの奥から引きずり出すようなつもりでその言葉を言うと、父は眉をひそめて埒らちもないというように蝙かわ蝠ほりを揺らす。

「しかと、さようでございますな。されど人の心は動くもの。それが証しよう拠こにいよいよ中宮をお召めしになられたではございませぬか」

　白々しい発言に、朱子はかっとする。

「それは、お父上が無む理り強じいなさったからではありませぬか？」

「げに！」

　少し語気を強めた朱子に、父は毅き然ぜんと言い放つ。

　気け圧おされたようになった朱子に、父はしっかりした口調で告げた。

「されどそれは、帝がご自分のお務めを果たそうとなさらぬから、私が関白としてお諫いさめ申し上げたまでのこと」

　朱子はぐっと言葉を詰つまらせた。理はあっても情に欠ける父の言い分がこれほど強く胸に突き刺さるのは、他ならぬ父自身がそうしてきたことを朱子が知っているからだ。父は四し条じように住む妻を愛していたのに、内ない親しん王のうという身分の母を押しつけられ、色々なものを守るために本妻として彼女を愛した。父が守ろうとしたそれらのものの中には、家や身分の他に妾めかけに落としてしまった四条の方、そしてその子達も含ふくまれていたにちがいない。そんな父の眼には、篤迪の行いはあまりにも幼よう稚ちに映るのだろう。

　それでも朱子は、篤迪の心に根を張ったようにある、深い哀かなしみと自じ責せきの念ねんを無視することができなかった。確かに父が言うように、人の心は動く。しかしその動きは櫂かいのない船と同じで、人の意のままに動かせるものではない。他人はもちろん自身でさえ、風が吹くのを待つしか術すべはないのだ。

　篤迪の心は朱子の力ではどうにもならない。なにより篤迪自身がどうにもできないでいるのだから、彼はあれほどに苦しんでいる。

　だから、はじめは同情から協力しようと思った。

　だが昨日の一いちの宮みやの一件で、朱子の心でなにかが砕くだけてしまった。

　父が子を大切に思う気持ちはとうぜんだ。そして一の宮の粗そ暴ぼうも暴ぼう言げんも、他人である朱子がとやかく言うことではない。しかし一の宮をかばう篤迪から、彼の亡き人に対する深い想いを朱子は突きつけられた。

　───郁子には敵かなわない。

　これまで何度か思ったことを、これ以上ないほど強く思い知らされた。

　篤迪の中にいまだ郁子に対する強い想いがあるのなら、朱子がそばにいることは彼にとって禍わざわいにしかならない。なぜなら朱子は、父との間に軋あつ轢れきを生む要よう因いんでしかないのだ。

　───好きな人が自分の存在によって苦しんでいる。

　その事実を思い知り御所を出た。距離を取って風が吹くのを待とうと思った。

　せめて朱子の存在が禍にならなくなるまで離れていたかったのに、帝と中宮という関係にあって、それは許されないと父は言うのだ。

　黙り込んでしまった朱子をどう思ったのか、関白は閉じた蝙蝠を手のひらに打ちつけるように上下させて間を取る。

「お分かりいただいたか？」

　朱子は是ぜとは言わなかったが、かといって反発もしなかった。理は父にあるから、それ以上反論することができなかった。

　だが自分の中での道理を守るために、父の言葉に従うわけにはいかない。

　篤迪をこれ以上、苦しめてはいけない。

「中宮様……」

　先ほどまで少し意地の悪いことを言っていた賢さかし子こも、さすがに心配そうな眼まな差ざしをむけている。

「少々お待ちを───」

　朱子の言葉に父は眉を寄せた。この期ごに及んでとでも思ったのだろう。そうではないと朱子は首を横に振った。

「昨夜記しました燈あかし文ぶみを納おさめてまいります」

　なんだというように、父は気抜けした表情を浮かべた。賢子はほっとしたように「ではお持ちしましょう」と言って腰を浮かしかける。

「自分で行くわ」

　朱子の言葉に、賢子は動きを止めた。昨夜書いた燈文は、仏具を載のせた机に供そなえるようにして置いていた。

　父や女房達に背をむけて歩きながら、朱子は自分に言い聞かせる。

　───これしかないのだ。

　御座所おましどころから少し離れた机の前まで来て、決意は一瞬でついた。

　膝ひざをついて机に手を伸ばしたせつな、賢子が叫んだ。

「なりませぬ！」

　しかし朱子は止めなかった。

　右手で剃かみ刀そりをつかむと、左手で胸の前に集めた髪を一気に断ち切った。
















　近づいてきていた床ゆかを踏ふみ鳴ならす足音が、女房の悲鳴にかき消された。

　力が抜けたように頭が軽くなり、ばさりと音をたてて黒髪が床に落ちた。大だい蛇じやのようにうねった束にさすがにぞくりとした。

「……ああ」

　忌いま々いましげに賢子がうめいた。

　父と他の女房達は声をあげることもできず、ただぼう然と周りに立ち尽くしていた。
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　日が沈んだ頃に戻ってきた関かん白ぱくからの、朱あや子こが髪を下ろしたという報告に篤あつ迪みちは耳を疑った。

「なにゆえ、そのように早まったことを………」

　ぼう然としてつぶやいたあと、朱子が御ご所しよを出る前に起きたことを思い出して〝なにを白々しい〟と自己嫌悪に陥おちいる。

「気持ちも高ぶっていたようなので、ひとまず寺に預けてまいりました。女によう房ぼう達と僧そう都ず達に見張らせております」

　さすがに動揺が収まらぬようで、関白の声も珍しく上うわ擦ずっている。

「衝しよう動どう的てきに己おのれの手で御お髪ぐしを下ろしましたゆえ、世間には知られておりません。とはいえ本人の決意は固く、寺から袈け裟さを出させて尼あま装しよう束ぞくに身を包んでいるような次第でございます」

　そこで関白は一度言葉を切り、あらためて告げる。

「いまにして思えば主上おかみが仰せのように、日にちを置くべきでございました」

　痛つう恨こんの極きわみと言わんばかりに関白はうなだれた。

「まことに申し訳ございません。私の浅せん慮りよが中ちゆう宮ぐうを追いつめてしまいました」

　関白は殊しゆ勝しように謝罪をするが、もしも朱子が最初からそのつもりで寺にむかったのなら、そんな配はい慮りよは最初から無駄な費ついえである。そもそも朱子が御所を出るきっかけを作ったのは自分である。

「そなたのせいではない」

　低い声で篤迪は言った。関白は少し意外な顔をした。

　郁さと子こへの罪の意識と一いちの宮みやに対する親心から、何年も朱子を見ようとしなかった。彼女に好意を抱くようになってからも、自分の想いを伝えることができなかった。そんな自分を朱子はいつだって受け入れようとしていてくれたのに───。

　異母兄あにの言葉がよみがえる。

　弟がいてくれて楽しかった。いまはあの言葉を信じよう。

「蔵人くろうど頭のとう」

「はい？」

　端はしのほうに控えていた蔵人頭が返事をする。

「明日の早朝、行ぎよう幸こうを行う」

「は？」

　驚きの声をあげたのは、蔵人頭ではなく関白だった。声をかけられた当人である蔵人頭は、驚きですぐに返事ができないでいる。

　さもありなんかと篤迪は思った。なにしろ上じよう皇こうとちがい、帝の行幸は細かい規き式しきが伴ともなって大変に大おお掛がかりなものになる。吉きつ凶きようの占うらないだけではなく、物理的にも警備に従じゆう者しや、宮門の開閉、従者への禄ろく等々、何日も前から入念な準備が必要となってくる。乗り物は牛ぎつ車しやではなく、少なくとも葱そう花か輦れんの輿こしである。なによりも帝の移動は神器を伴うことになっている。それを前日の、しかも日も暮れた頃に言うなど迷めい惑わく千せん万ばん、非常識の極み、もっと言えばできるわけがない。

「あ、明日でございますか？」

　蔵人頭が声を震わせた。

「さように大おお袈げ裟さなものにせずともよい。夜明け前にこっそりと牛車で出かける。他の者には物もの忌いみで夜よるの御殿おとどに引きこもっておるとごまかしておけばよい」

「この季節の昼に、夜御殿に引きこもることは少々不自然かと………」

　真面目に受けとめたのか、蔵人頭は律りち儀ぎに突っ込んだ。夜御殿はいわゆる塗ぬり籠ごめなので、夏の昼間に引きこもることは相当につらい。

「そもそも物忌みなどと称しようしましたら、袴はかま着ぎへの参加も中止にせざるをえなくなります」

　ただの一例としてあげた言葉を理詰めで否定されて苦りきった顔をする篤迪に、信じがたいように関白が問う。

「主上、北きた山やまに参られるのですか？」

　篤迪がうなずくと、関白はぽかんとこちらを見つめている。この男もこんな表情をするのかと、物もの珍めずらしいものを見た気持ちになった。

「娘のためにそこまでしていただけるとは、親としてまことに恐縮ですが、お立場を考えますとやはり……それに明日は一の宮様の袴着もございますれば」

「袴着は、戻ってから必ず執とり行おこなう」

　きっぱりと言ったあと、篤迪は一度間を置く。

「私は亡なき中宮の死に目にさえ、死の穢けがれに触ふれるという理由で会えなかった」

　とつぜん出てきた先の中宮の名に、関白は警けい戒かいするような表情を浮かべる。対して篤迪は苦笑交まじりに答えた。

「穢れに触れるわけでもない、生きている者を取り戻しに赴おもむくぐらいかまわぬだろう」

「…………」

　関白はしばし押し黙り、やがて静かに告げた。

「げに───。及ばずながら私がご出立の準備をいたしましょう」

「頼む」

　関白が退席してから、篤迪は蔵人頭に一の宮を呼ぶように言った。

　程なくして姿を見せた一の宮は、絲くみ子こに付き従われていた。

「ちちうえ、まいりました」

　簀すの子こではきはきとした声をあげた一の宮に少し驚く。これまでの印象といえば、声も小さくおよそ男だん児じとは思えぬおとなしさだったからだ。同じことを思ったのか、絲子も驚いたような表情を浮かべている。

（ふん、太た郎ろう君ぎみの影えい響きようか？）

　今日会ったばかりの、異母兄の長男を思い出す。快活で少しやんちゃなぐらいの子供だったが、本来男児というのはああいうものなのだろう。

「宮、こちらにおいで」

　手招きをすると、一の宮はぽんっと飛び上がるようにして廂ひさしに移った。篤迪が呼ばなかったので、絲子は所在なげに簀子に立ち尽くしたままだ。

　手を伸ばせば届くほどの距離まで来たわが子の顔を、篤迪はのぞき込んだ。

「粉ふ熟ずくは美お味いしかったかい？」

　こくりとうなずいたあと、一の宮は心配そうな顔で言う。

「ちゅうぐうさま、出ていっちゃったの？」

「兄う……中ちゆう将じようから聞いたのか？」

「いいえ、にょうぼうたちがはなしておりました」

　篤迪ははじめて、後ろにいる絲子を見た。彼女はひどく緊きん張ちようした面おも持もちのまま、うろたえたように眼をそむける。

（なるほど……）

　おそらく藤ふじ壺つぼでは、この件を悪あしざまに言っているのだろう。一の宮の口から告げ口のような形になるのを恐れているにちがいない。

「ぼくのせい？」

　なかば泣きだしそうな一の宮に、篤迪は微笑ほほえんだ。

「実はお父様は、これから中宮のところに謝りに行ってくるのだよ。だからそなたのぶんもちゃあんと謝っておくから安心しなさい」

　ぱっと顔を輝かがやかせる一の宮とは対照的に、絲子ははっきりと表情を強こわ張ばらせた。そのようすは視界に入ったが、特に反応をせずに話をつづける。

「だからすまないが、明日の袴着が少し遅くなるかもしれない」

「うん、だいじょうぶ！」

　なんの屈くつ託たくもなく一の宮は言った。安心はしたが逆に拍ひよう子し抜ぬけしていると、むしろうきうきしたように一の宮はつづける。

「それまで太郎君とあそんでいるね」

「!?」

　そういうことかと思わず声をあげて笑いたくなった。明日の袴着には異母兄も参加をするように言っていたが、そのむねを一の宮にも教えたのだろう。そりゃあ儀ぎ式しきよりも友達と遊ぶほうが、四歳の子供には楽しいに決まっている。

「ありがとう。唐から菓子くだものがあるから、台だい盤ばん所どころに行ってもらっておいで」

　その声を聞きつけたように襖ふすま障しよう子じが開き、女によう官かんが姿を見せた。唐菓子という言葉に一の宮は顔を輝かせ、台盤所に走っていった。

　訳の分からぬ顔で立ち尽くす絲子に、篤迪は断だん定てい的てきに告げた。

「一の宮を後こう涼ろう殿でんに住まわせることにした」

「!?」

「藤壺の者達は、乳う母ばの君きみ以外は近々に退出するように」

　絲子の眼が驚きよう愕がくに見開かれる。

「な、なにゆえでございますか。私どもになにか不ふ手て際ぎわでもっ！」

　篤迪は眉を寄せた。はっきり言わなければ分からないのかと思ったが、要するに彼女にはまったく自覚がなかったということだ。帝の寵ちようを得るため、一の宮の世話係という立場を利用していることをすでに見み抜ぬかれているという───。

　しかしそこまで言って、事じ態たいをこじらせるつもりはなかった。

「年若いあなたにあの子の母親代わりを任せて、若い時間を費ついやさせたことを申し訳なく思っている。これからは御所を出て自分の人生を過ごすがよい。あなたであれば求きゆう婚こん者しやは引く手あまたであろう」

「いいえ、主上！」

　許可も得ないまま絲子は廂に乗り上がり、御お引ひき直衣のうしの袖そでに文字どおりすがりついた。非ひ礼れいに眉を寄せたが、絲子は必死の形ぎよう相そうで訴える。

「私は亡き中宮様の意を受けて主上にお仕えしようと、二年間ずっと過ごしてまいりました。どうぞ私を中宮様の身代わりと思おぼし召めして───」

　偶然か計算か分からぬが、こぼれ出た本音に篤迪は鼻はな白じろんだ。

「郁子は私のことなど心配していなかった」

　言葉の意味がつかめなかったのか、絲子は眼を見開く。かまわず篤迪は、突き放したように冷静につづける。

「彼女は母として、わが子達を守ることに精一杯だった。その郁子が、そして私があなたに任せたのは一の宮のことだけだ」

　もともと利り発はつなだけあって、それだけでこちらの意図は伝わったようだった。魂こん胆たんを見抜かれた形になった絲子は、白い面おもてを月の光のように青ざめさせた。その表情に篤迪はこれまで冷ひややかな思いしか抱いていなかった絲子に対して、はじめて憐れん憫びんのような感情を抱いた。

　彼女は郁子と朱子の従い姉と妹こであり、才色共に二人に引けを取らない。いや、むしろ勝っている部分さえある。だが身分の低さのために彼女達に仕える立場になった。なまじ才気と美び貌ぼうがあるだけに、それはひどく理不尽なことに思えたのだろう。ゆえに絲子は郁子が亡きあと後あと釜がまに据すわり、自分が郁子に、あるいは朱子にも劣らないことを証明しようとしたのかもしれない───帝の寵を得ることで。

　そう考えるとひどく哀あわれだが、あくまでもそこまでだった。

　人には逆らえない定めと、与えられた使命がある。もちろんその定めを受け入れずに闘うことで、ちがう道が開けることもあるだろう。その生き方はけして否定しない。しかしそれに囚とらわれ、狂きよう奔ほんしてしまうのは不幸なことだ。

　同じ帝の子でありながら、母のちがいから自分と異母兄は異なる立場となった。

　最初は不満を感じていたであろう異母兄は、だからこそ進める途みちを見つけ、帝となった自分よりあきらかに満たされた生活を送っている。

　だから篤迪は自分も与えられた使命を果たすことで、いま己おのれの中にある空くう虚きよを満たすものを見つけようと思った。

　篤迪はいくらか物言いを和やわらげつつ、それでも一定の距離を取って絲子に告げた。

「形代などではなく、あなたをあなたとして愛してくれる人を探しなさい」
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　河か鹿じかの鳴き声で眼が覚めた。

　向むこう机づくえに伏せるようにしていた身体をむっくりと起こすと、関節のあちこちがぎしぎしと音をたてた。

　薄うす暗ぐらい本堂にはまだ護ご摩まの匂いが残っている。寝ね惚ぼけ眼まなこをこすったあと、朱あや子こは正面の仏像に手をあわせて頭を下げた。徹てつ夜やで読ど経きようをするつもりで挑んだが、情けないことに途中で寝入ってしまったようだ。

「申し訳ありません」

　顔をあげると、胸むな元もとで揺れる髪が目に入ってひやりとした。自分でしたことだから後こう悔かいはないが、やはりすぐには慣れない。発ほつ心しんではなく逃とう避ひからしたのだからとうぜんだ。その点での自己嫌悪はあるが、自分の意志を貫つらぬくにはこれしかなかったのだ。

　せめて誠意を表したいと徹夜での勤ごん行ぎようを申し出たが、結局この体ていたらくである。

「まことに申し訳ありません」

　居い眠ねむりに対してだけではなく、ふたたび謝罪の言葉を述のべる。あたりまえだが須しゆ弥み壇だんの上の仏像はなにも答えてはくれなかった。

　朱子はきょろきょろとあたりを見回した。戸のむこうに人の気配はない。僧そう侶りよ達の朝は早いはずだが、まだほんの明け方なのか？　あるいはもう起きているが、中ちゆう宮ぐうがいることに遠慮して本堂に入るのを控えているのかもしれない。朝一番に仏前で行う供く養ようが多々あるだろうに。

「大変、もたもたしてはいられないわ」

　突とつ然ぜんの訪問に加え、昨日自分が引き起こした騒そう動どうで寺にはこれ以上ないほどの迷惑をかけている。このうえさらに迷惑をかけるなどとんでもない。痺しびれの切れた足で立ち上がると、朱子は正面の扉とびらを開いた。

　あたりは白んでいたが日はまだ昇のぼっておらず、空には有あり明あけ月づきが残っていた。

　簀すの子この正面に階きざはしがあったが、下らずにぐるっと回り込んだ。裏山が見える庭に昨日観みに行った蓮はす池いけがあることを思い出したからだ。せっかくの朝だし、眺めて心を落ち着けようと思った。

　裏に回ると広い池には薄うすい朝あさ霧ぎりが立ち込めていたが、しばらく眺めているうちに晴れてきて、昨日よりもさらに数多く開いた白びやく蓮れんの花を見ることができた。

　びっしりと水面を埋うめ尽つくした円まるい大きな葉を突き破るように伸びた茎くきは、その先に美しい花を咲かせていた。幾いく重えにも重なった光こう沢たくのある白い花弁は、先端がうっすらと紅色に染まっている。

「なんと高こう雅がな……」

　ため息交まじりに漏らしたとき、池の際きわに誰かが近づいて行っていることに気がついた。はじめは僧侶かと思ったが、よく見るとまだずっと小さな、しかも女じよ児じであった。

「危ないわよ」

　声をかけると女児はぴたりと足を止めて振りむいた。美しい蓮の花に手を伸ばそうとしていたようだ。気持ちは分かるが、子供が一人で池の間ま際ぎわにいては危険である。

「危ないわよ」

　もう一度同じ言葉を繰り返すと、女児はちょっとむっとした顔で反論する。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あのお花にちょっと触さわるだけだから」

「でもその池の水は泥どろばかりだから、せっかくの衣きぬが汚よごれてしまうわよ」

「………噓でしょ、花はこんなにきれいなのに」

　驚きとも落らく胆たんともつかぬ言葉を女児は漏らした。その有あり様さまがおかしくて、朱子は苦笑しつつ言った。

「〝泥でい中ちゆうの蓮〟という言葉をご存じ？」

「え？」

「知っている？」

　繰り返された問いに女児は首を横に振った。朱子は微笑ほほえみを浮かべ、艶あでやかに開く花を指さした。

「蓮は清し水みずの中では大きな花を咲かせられないのよ。深い泥の中でこそ、いっそう美しく大きな花を咲かせる───人も、そうありたいと思わない？」

　自らに言い聞かせるように語ったあと、ふと記憶が揺り起こされた。

　昔、同じことを経験した。それは私がこの女児くらいの頃で───。

（まさか？）

　信じがたい思いで池の際に立つ女児を見ようとするが、にわかに霧きりが深くなり視界が妨さまたげられた。そうだ、これも同じだ。そしてそのあと私が聞いたものは───。




「朱あや子こ！」




　聞き慣れた声に眼を見張る。

　簀子の端に立っていたのは、御お引ひきではない普通の直衣のうしを着た篤あつ迪みちだった。夢でも見ているのかと思った。帝がこんな山やま間あいの寺に、しかもこんな軽装で来るなど考えられない。

「げ、幻げん覚かく？」

　しかし、がしっとつかまれた肩に、夢ではないことを悟る。

「お、主上おかみっ!?」

「すまなかった、そしてとにかく戻ってきてくれ」

「って、痛いです！」

　ものすごい勢いで肩をつかまれ、朱子は思わず悲鳴をあげる。それで篤迪は少し指の力を緩めた。それでも逃のががすまいとするように肩に置いた手は離さない。剣けん幕まくにあ然とする朱子に、篤迪は嚙かみつかんばかりにして訴えた。

「一いちの宮みやの件は私の誤解だった」

「は、はあ……」

「だがそんなことよりもあなたに聞いてほしいことがある」

　それは朱子にとってそんなことにできないけっこう重要なことなのだが、このまま吞のみ込まれるのではないかと疑うほどのかぶりつきように、文もん句くどころか返事もできずにまじまじと篤迪を見上げるしかできない。




「いま私が愛しているのは、あなたなのだ」




　それまでしきりに鳴きつづけていた河鹿が、まるで叱しかられたように鳴きやんだ。

　だから静まり返った中で、篤迪の言葉が頭の中に直接話しかけられたように響いた。

「噓」

　信じられないというより、なにを戯たわ言ごとをというような声こわ音ねになった。そのせいか篤迪はひどく落ち込んだ表情になった。それで朱子ははじめて愕がく然ぜんとした。

「え、ほ、本気ですか？」

「あたりまえだ！　こんなことを冗談で言えるはずがないだろう」

　篤迪は拳こぶしを作って叫んだ。彼が大声をあげたのを、考えてみればはじめて見た。しかも耳まで真っ赤にしている。そのことに気づき、朱子の全身も熱くなる。本当に、本当に本気なのだ。しかし嬉しいと思うよりも、腹立ちと動揺のほうが強くて負けじと声を大きくしてしまう。

「どっ、どうしてもっと早く言ってくださらないのですか！　私、すっかり誤解をして髪を切ってしまったではありませんか」

　本格的な剃てい髪はつにしては若じやつ干かん潔いさぎよくない肩けん甲こう骨こつをおおう長さだが、俗ぞく人じんとして全然足らないことには変わりがない。ちなみに別に躊ちゆう躇ちよして長さを残したわけではなく、自分で切ったのでこの長さになってしまっただけである。

「そ、それは………」

　篤迪はうろたえたあと、今頃気がついたように朱子の短くなった髪を見て、痛ましげな顔をした。

「すまない、私のせいだ」

「え？」

　そこまで殊しゆ勝しように出られると、こちらも浅せん慮りよだったという負おい目めがあるので居たたまれない。

「いえ、けして主上だけのせいでは……私もそうとう悪か……」

「とうぜんです！」

　後方から聞こえてきた声に振り返ると、早朝だというのにきちんと着替えた賢さかし子こが立っていた。しかも仁に王おう立だちである。叱しつ責せきするような声音もだが、およそ帝みかどと中宮に対するものとは思えない。

「さ、賢子？」

「まったくこんなことだろうと思っていましたよ。本当に夕べ夜なべして作った甲か斐いがございました」

　そう言って賢子は拳こぶしを繰くり出だすように右手を突き出した。彼女が握にぎっていたものは絹糸を束ねたように光沢のある、実に立派な髢かもじだった。
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　一いちの宮みやの袴はかま着ぎが終わった夜、朱あや子こは上うえの御み局つぼねにお召めしを受けた。

　北きた山やまでの大おお騒そう動どうのあと、篤あつ迪みちはものすごい勢いで御ご所しよに戻っていった。一人息子むすこの袴着なのだからとうぜんだろう。そうやって考えると自分が引き起こした騒動が大変に申し訳なく、あとから戻って袴着が無事に終わったことを聞いて朱子は心から安あん堵どした。

　ちなみに腹いせ紛まぎれとはいえ中ちゆう宮ぐうの外出だったので、還かん御ぎよという形で大おお袈げ裟さに出で迎むかえられてしまい大変に居たたまれなかった。対して篤迪は前ぜん代だい未み聞もんの帝みかどのお忍しのびだったので、父関かん白ぱくも含めてごく少数の人間しか知らないまま、しれっと御所入りしたらしい。

　刻こく限げんになって弘こ徽き殿でんを出ると、夜空には夏の三みツ星ぼしとなにもかもが満たされた見事に真ん丸な月が昇っていた。

「中宮様、あまり早足で進みますとつけ毛が落ちますよ」

　後ろから賢さか子しこがこそっとささやく。ぎくりとして足を止めて振り返ると、賢子はからかうようににやにやとしてこちらを見ている。

「まあ、はやる気持ちも分かりますがね」

「は、はやるって………」

　地味に過か激げきな台詞せりふにあたふたしていると、賢子はしれっと返す。

「早くお進みください。きっと主上おかみが待ちわびておられるはずですから」

　もはや完全に反はん撃げきする術すべを失い、真っ赤になった顔を扇おうぎで隠しながら渡わた殿どのを進んでいると、後ろから賢子のくすくすという忍しのび笑いが聞こえてきた。めちゃめちゃ腹が立つが、ここは我が慢まんせねばなるまい。なにしろ彼女が髢かもじを作ってくれていたから、昨日の今日にもかかわらずこうして御所に戻ることができているのだ。

　そんなこんなで上御局の前に着くと、がらりと音をたてて襖ふすま障しよう子じが開き、奥からなんと篤迪本人が現れた。上御局は基本的に后こう妃ひの伺し侯こう所じよなので、帝が先に待っていることはあまりない。

「お、主上？」

「遅い」

　ふて腐くされた子供のように言われて眼めが点になる。いったいなにが起きたのかと考えていると、ひょいと身体が宙ちゆうに浮かんだ。

（え、え～～？）

　横抱きにされていることを自覚したときは、すでに中に連れていかれていた。ひょいと後ろを見ると、賢子がなにごともなかったように襖障子を閉ざしていた。

　そのまま御み帳ちよう台だいをくぐり、身体を下ろされたところでようやく朱子は口を開いた。

「あの、遅いっていったい？」

「いまかいまかと待ちわびていた」

　けっこう露ろ骨こつな言葉を、しかも堂々と言われて朱子は絶句する。その間に主上は隣となりにどかっと腰を下ろした。

「あなたに伝えたいことがあったんだ」

　朱子は眼をぱちくりさせたあと、拍ひよう子し抜ぬけした。たしか二年前の十じゆう三さん夜や月づきの夜にも同じような展開があった。あのときも身構えていたら、目的は二人の女によう御ごにかんしての弁べん明めいだった。

「今日の袴着に、郁さと子この乳う母ばを呼んだ」

　一いつ瞬しゆん迷ったが、いま藤ふじ壺つぼにいる一の宮の乳母ではなく郁子の乳母ということらしい。郁子の存命中には御所にいたのだろうが、朱子は面識がなかった。身分的には親しん王のうの袴着に呼ばれる立場ではないのだろうが、乳母という存在は特別である。

「それは、積もるお話も───」

「郁子が身み罷まかったときのことを訊きいた」

　朱子は息を詰めた。

　郁子が自死ではないかという疑念を朱子は否定し、篤迪も受け入れたそぶりを見せた。しかしはっきりとした確証はついに得られなかった。だが考えてみれば、そんなこと乳母にでも訊けば早くから分かったことだ。しかし篤迪はそれをしなかった。理由は明確だ。真実を明らかにするということは、篤迪にとって大きな覚悟を必要とするものだったのだ。なぜなら仮に自死だと証しよう言げんされてしまえば、篤迪にはもう逃げ場がなくなってしまうのだから。

「結論から言えば、病死で間ま違ちがいないそうだ。物ものの怪けに襲おそわれたかのように、急に胸の苦しさを訴うつたえ、そのまま………祈き禱とうをさせたが魂たましいは戻らなかったそうだ」

　淡たん々たんとした篤迪の説明に、朱子は言葉もなく聞き入った。自死でなかったことに安心したが、二十一歳という若さでの死が痛ましいことにちがいはない。

「やっと最期を訊く勇気が持てた。いまなら、あなたがそばにいてくれるいまなら、どんな厳しい現実でも受けとめられると思ったから」

　思わず眼を見張ると、篤迪は穏おだやかな表情で微笑ほほえんだ。

　朱子の胸に安あん堵どと同時に温かいものがこみ上げ、彼女は少し声をはずませた。

「よかった。燈あかし文ぶみを納おさめた甲か斐いがありました」

「え？」

「あ、こっちのことです」

　朱子は答えをごまかした。実は北山の寺に納めた燈文には、篤迪の憂ゆう鬱うつが少しでも晴れるようにと記していたのだ。しかし気き恥はずかしくて本人には言いにくいので、不ふ審しんな顔をする篤迪に合が点てんがいったとばかりに告げた。

「それを私に伝えたくて、いまかいまかと待ちわびておられたのですね」

「………いや、そういうわけでは」

　微び妙みように気まずげな顔をする篤迪に、朱子は首を傾かしげる。

　なにか嚙かみあっていない気もするが、ひとまずさておくことにして、今朝伝えられなかったことを切り出した。

「ところで主上、私もお伝えしたいことが二つあります」

「二つ？」

「はい。実は一昨日おとといの朝、女おんな三さんの宮みや様から文を頂いていたのです」

　御所を出て北山の寺にむかった日の朝のことだ。読んですぐに篤迪に伝えようと思っていたのだが、そのあとに例の一の宮がらみの騒動が起きて機を逸いつしてしまっていたのだ。

「女三の宮……賀か茂もの斎さい院いんの？」

「はい。紫むらさき野のの斎さい院いん御ご所しよには、梅うめ壺つぼと麗れい景けい殿でんのお二方が頻ひん繁ぱんに出入りなされて、歌うた詠よみや物もの合あわせ、時には双すご六ろくなどされたりして、主上がおられずとも大変に楽しくお暮らしだそうです」

　伊い勢せの斎さい王おうとはちがい都にも近い賀茂斎院御所は、伝統的に高貴な女によ人にんが集まる一種の社交場となっている。そんな経緯から交流がはじまっても不思議ではなかった。女によ御うごともなれば内ない親しん王のうの話し相手としてなんの不足もない。

　しかし意い気き揚よう々ようと告げると、篤迪はまたもや微妙な反応を示した。

　予想外の反応に朱子は若じやつ干かん戸と惑まどう。きっと安心して喜んでくださると思ったのだが、どうも心しん境きようとしては複雑そうだ。

「……まあ、それなら良かった」

　ぼそりと言いはしたが、愁しゆう眉びを開くというのとは若干ちがう気もする。

　またなにか変なことを言ったのかと悩んでいると、おもむろに篤迪は尋たずねる。

「それでもうひとつは？」

「あ！」

　朱子は小さく声をあげ、堂々と胸を張った。

「私も、主上のことを心からお慕したいしております」

　だって今朝、篤迪は愛していると言ってくれたのだ。しかし自分はどうだ。短気を起こしたあげくの己おのれの暴ぼう挙きよに、まるで責任をなすりつけるようなことを返しただけではないか。感謝の言葉どころか詫わびすら口にしていない。なんとしてでも伝えなければと思って、それこそはやる気持ちを抑おさえてやってきた。

「多分、はじめてお会いしたときから」

　篤迪はかすかに瞼まぶたをあげ、まじまじと朱子を見つめる。やがてぐいっと腕が伸びたかと思うと、強く抱き寄せられていた。

「なんと愛ういことを言う唇くちびるなんだろう」
















　耳を疑うような言葉のあと、強ごう引いんに唇を重ねられた。とっさにはなにが起きたのか分からずに目を白黒させる。やがてこれが口づけだと自覚したあと、なぜか手足がじんっと熱くなった。考えてみれば入じゆ内だいして三年目だというのに、はじめての口づけではないか。

　しばし唇を重ねたあと、一度離れる。朱子は息があがったように、口を半開きにして篤迪を見つめた。

「お、主───」

　言い終わらないうちに、ふたたび唇をとらえられる。全身から力が抜けてゆき、朱子はすべての抵てい抗こうを失ったように眼をつむった。

　ふたたび唇が離れ、同じことを何度か繰くり返かえす。そのたびに口づけの時間は長くなってゆく。そして、まるで火を注がれたかのように身体が熱くなっていった。

　ようやく唇が離れ、朱子は口からの呼吸を取り戻した。なにが起こったのかよく分からないでいる朱子の眼に、自分におおいかぶさる篤迪の姿が映った。気がつけば朱子の身体は褥しとねの上に転がされていた。

　うっすらと唇を開き自分を見上げる朱子に、ささやくように篤迪は言った。

「これからは、誰だれに遠えん慮りよもなくあなたを愛することができるのだな」














完
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。このたびは『恋こい衣ぎぬ花はな草そう紙し　～白びやく蓮れんの姫ひめの物もの語がたり～』をお求めいただきありがとうございます。

　前回のヒロインがシンデレラポジションというか、やや不ふ遇ぐうだったのに比較して、今回はぶっちゃけていうと本当に苦労知らずのお姫様です。こういう娘さんが社会に出ることで世の中の色々な理り不ふ尽じんを目にし、自分の恵まれた環境に罪悪感を持ち、社会人（？）として成長してゆく、まるで『中学生日記』のような物語が実は地味に好きです。しかし正直に言うとこの手のヒロイン、書きようによって「なにを贅ぜい沢たくな」「世の中にはもっと苦労している人間がいるぞ」という批判を浴びかねないので、書くのにわりと神経を使うのですよね。それでも私はこの朱あや子こというヒロインは好きなのですが、読者の皆様はいかが受け止められたでしょうか？　願わくば共感ないし理解していただけますように。




　対してヒーローは、おそらくいままでのヒーローの中で一番苦悩しているような気がします。私が書いたヒーローの中で一番面めん倒どうくさい人は『なりゆき斎さい王おう』の明あか槻つきかなと思うのですが、この人はなにか不安があっても爆ばく睡すいしていそうな気がします。しかし、篤あつ迪みちはちょっと気になることがあるとなかなか寝付けなくなるタイプかなと（ちなみに睡眠障害は、患わずらっている人からすると本当に深刻な問題なので、物語の中とはいえあのような状況を書くのは少しきつかったです）。




　紙幅も少なくなって参りましたので、ここで謝辞を。

　イラストを担当してくださった宵よいマチさん。前回につづき素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。気が強そうな朱子に繊せん細さいそうな篤迪がまさにツボでした。担当様、本当にいつもありがとうございます。楽しくてときめくことのできる物語を書くために、頼りにしております。校正様、いつも丁寧な添削をありがとうございます。他にもこの本を出版するにあたってご尽力いただいた方々にあつく御おん礼れいを申し上げます。そしてなにより読んでくださった読者様に、心よりありがとうの言葉を伝えて、筆をおかせていただきます。またお会いできますように。





小田菜摘
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著

小田菜摘

Natsumi Oda




読む資料の量が増えてゆくと、そのたびに以前の思い違いを発見いたします。

今回は入内の儀式やら立后式の詳細を調べていてけっこう青くなりました。

もろもろお気づきの方もいらっしゃるとは思いますが、どうぞ大目に見てやってくださいませ。










イラスト

宵マチ

Yoimachi




平安時代……知れば知るほど奥深く！

さらに歴史好きとしては興味深く!!

寵愛争い、権力争い面白いです。今回は今までで一番女人の方々を多く描いた気が……！

いつも勉強させていただいてます[image: ]

ありがとうございました。



















イラスト／宵マチ

デザイン／みぞぐちまいこ（cob design）
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恋こい衣ぎぬ花はな草そう紙し




～白びやく蓮れんの姫ひめの物もの語がたり～








小お田だ菜な摘つみ
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『恋衣花草紙　～白蓮の姫の物語～』

2017年8月12日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）
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